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　一日の仕事を終えようとしている太陽が、緩ゆるやかに街並みの後ろに沈んでいく。そんなハテシナに広がるオレンジ色の空を、一いち羽わの大きいカラスが飛んでいた。三本の足を持つそのカラスは、美しい空を背負って飛び、なかなか絵になっているにもかかわらず、ぶつぶつと文句を言っていた。

　頼まれて新しい武器を貰もらおうと申しん請せいに行ったのだが、その申請が通らず、結局手ぶらで帰るハメになってしまったのだ。

「あーあ、どうしよう。このままじゃおいら、今度こそ焼いて食われちゃうよ。あいつら、食うって言ったら本当に食いそうだもんな……」

　カラスはどこからか襲おそってきた寒気に一度身み震ぶるいした。

　ところで、カラスの肉は美お味いしいのだろうか。鶏けい肉にくではあるが、カラスを食べるというのは聞いたことがない。いや、あいつは料理がやけに上う手まい。カラスの肉だってそれなりに美味しくしてしまうのだろう。と、すでに食べられることを前提に今後のことを考えているカラスだった。

「とりあえず、何か代わりになるやつを買っていくかなあ」

　市し販はんの物で満足するような相手ではないが、何もないよりかはマシだろう。もはや、何らかの痛い目に遭あうことは回かい避ひできそうにない。

「お───い！」

　その時、カラスを呼ぶ声があった。カラスが目を向けると、そこにはビルの屋上で大きく両腕を振っている一人ひとりの男がいた。男はカラスが気づいたことに気づくと、よほど嬉うれしかったのか今度は踊り始めた。

　下降し、その男の前に降り立つ。

「何だい？」

「いや──、助かった！　旦だん那な、これから人間界に行くんだろ？」

「ん？　まあ行くけど……」

　いきなり馴なれ馴なれしい口く調ちようにカラスは少しムカっときたが、そんなカラスにはお構いなしに、男はせわしなく口を動かす。

「いやさ、普通のハテビトじゃ自由に人間界に行けないじゃん？　もう俺おれ途と方ほうに暮れちゃってさ。そこに現れたのが旦那だってわけだ。俺の記き憶おくが正しけりゃ、旦那は伝令の仕事をしてるから、行き来が自由なんだよな。ちょっとさ、俺を連れてってくれよ」

　男はカラスの肩と思われる部分、羽はねの付け根をポンポンと叩たたいた。

「確たしかにおいらは例外的に人間界に自由に行けるけど、他ほかの奴やつはちゃんと許可がいるんだ。知ってるだろ？　で、許可は取ってんの？」

「ははは。そんなのあるわけないじゃーん。だからこうして頼んでるんだろ？」

「ないのかよ！　じゃあ連れて行けるわけないじゃないか。まったく……」

　無む駄だな時間を過ごしてしまった。カラスが羽はばたいて飛び立とうとすると、男が足を摑つかんで引きとめた。

「こら！　離はなせ！」

「……旦だん那な、いい羽はね持ってんな」

　男は急に声のトーンを低くして、言った。

「え？」

「こんなに艶つやのある黒、見たことねえよ。ああ、見てるだけで吸い込まれちまいそうだ」

「……そうか？」

「もちろんだとも！　こんなにカッコよけりゃ、毎日雌めすをとっかえひっかえだろう？」

「へ？　あ、ま、まあな」

　表情の変化がわかりづらいカラスの顔だが、今だけは確かく実じつに顔がにんまりしていた。もう緩ゆるみっぱなしだ。

　男は近くだというのに手をメガホンのようにして、思いつく限りの褒ほめ言葉を浴びせた。

「よっ！　ハテシナ一のハンサムバード！　社長！　理事長！　石油王！」

　しばらくその言葉攻めに聞き入っていたカラスは、やがて精一杯カッコつけた声で言った。

「……おいらに任せな。連れてってやるぜ」

「さすがだぜ旦那ぁ！」

　すっかりその気になったカラスは、大きな羽を得意げに広げたのだった。







　１、 ミルクかレモンか







　私は、歴史の授業が一番好きだった。小学校の時から歴史が好きで、図書室にある歴史のマンガもよく読んでいた。中学生になって、もっと詳しく勉強できるようになるのが嬉うれしかった。それに、先生の授業の進め方もおもしろかった。

　好きだった、と、過去形にしたのは、今はもっと好きな時間があるからだ。歴史の授業は二番目になった。

　それは昼休み。四時間目が終わってから五時間目が始まるまでの間、友達と机をくっつけてお喋しやべりしながらお弁当を食べる時間。

　あの人がお弁当を作ってくれるようになってから、私の昼休みは一変した。あの人が作るお弁当は毎日手が込んでいて、とても豪ごう華かだ。冷凍食品なんて一つも使っていない。正しよう真しん正しよう銘めいの手料理だ。友達の羨うらやむ声が、私は嬉しくて、そしてちょっと誇らしい。

　私はお弁当のメニューを楽しみにするために、朝のキッチンを覗のぞかないことにしている。覗こうとしたって、きっと「我が慢まんしやがれ」とか言って追い返されるんだろうけど。

「春はる菜なー、食べよー」

「うん」

　四時間目が終わり、昼休みの始まりを教えるチャイムが鳴って、友達の沙さ紀きちゃんと机を向かい合わせてお弁当を取り出す。今日きようは何だろう。

「いいなー春菜は。コックさんが毎日美お味いしいお弁当作ってくれて」

「コックさんじゃないって。あの人は……」

「そうだったそうだった。春菜の未来の旦だん那なさんだよねー」

「だから違うって！」

　こんな冷やかしも、最近ではいつものこと。あの人が堂々と教室に来たせいで、クラスのみんなはあの人のことを知っている。私と一いつ緒しよに住んでいるということも、料理が上手じようずだということも、背が高くてちょっとカッコいいということも。私は親しん戚せきの人だって言っているけど、それを信じてもらえていないこともわかっている。

　でも、私はあの人が何者なのか全然知らない。悪の組そ織しきと戦っていると言っているけど、そんなのは噓うそに決まっているし、問いただしたところで答えてくれるはずがない。でも、もうそんなことは気にならなくなっている。正体不明の不ふ思し議ぎな人だけど、大きな体でお弁当を作っている背中を見ると、何な故ぜだか信じられる。もしかしたら、あの夢のせいもあるかもしれない。誕たん生じよう日びの夜、あの人の魔ま法ほうで私が車くるま椅い子すから立って歩く夢。手をつないで走る夢。あの人が信じられる人だから、あんな夢を見たんだと思う。

「で？　今日きようは何？　実はさ、私も春はる菜なのお弁当見るの楽しみにしてたりするんだよね」

　沙さ紀きちゃんとは前からおかずの交換をしていたけど、私のお弁当が豪ごう華かになってから、もっと交換の要求が増えた。私はいつもおかずを守るのに必死だ。

「うん。あ、その前に……」

　私は鞄かばんから水筒を取り出すと、蓋ふたを開けた。

「もう、焦じらさないでよ」

　私が紅こう茶ちやが好きだと言ったら、あの人は水筒に紅茶を入れて持たせてくれるようになった。秋も深まって風が冷たくなってきたから、体を温めてくれる紅茶を。

　昨日きのうはレモンティーだったから、今日はミルクティーだろうか。もしかしたら、アップルティーかもしれない。

　私は水筒を傾けた。

「え……？　ええええええっ!?」




　　　　＊　　＊　　＊




　高級住宅街の中でも飛びぬけて高級な家、藤とう堂どう家けから歩いて十五分ほどのところにある商店街。その中心的なスーパーでは、四時からタイムセールが行われる。そのタイムセールの内容はチラシでも店頭でも告知されず、開始直前に店内放送で明あかされるという、趣しゆ向こうを凝こらしたものとなっている。店長の趣味だろうか。

　店内放送でお買い得商品が発表された瞬しゆん間かん、主婦たちはその売り場へダッシュする。その光景は、さながら牛の大移動のよう。

　そんな中、落ち着きはらってお買い得商品を手に入れた男が一人ひとり。建たけ代しろ神しん一いち郎ろうである。

　神一郎は、三十玉限定で一玉二十円になったキャベツを誰だれよりも早く手に入れたのだった。

　よし。今日はロールキャベツだ。

　たった今、今夜の藤堂家の夕飯が決定した。

　神一郎は、ランダムのように見えた毎日のタイムセールの内容に、法則があるのではないかと考えていた。そのことを頭に入れて毎日通った結果、信頼度は七割程度だが法則があることを発見した。その法則にのっとり、昨日が豚肉だったので今日は青果のどれかだとあたりをつけ、その売り場付近で構えていたのだ。そしてその予想は当たり、激げき安やすキャベツを手に入れることに成功したのだった。

　おそらく、明日あしたは魚介類。しかもエビとみた。

　三十代から五十代の主婦が主な客層のスーパーで、見た目高校生くらいの、しかも背の高い男はもちろん目立つ。しかしそんなことはお構かまいなしだ。料理をする人間がその材料を買う。それは当たり前のことなのだ。ハテシナから藤とう堂どうの家に戻ってきてから二週間ほど。朝食、弁当、夕食の仕し度たくは神しん一いち郎ろうの仕事となっていた。

　その他ほかの食材とデザートのチーズケーキを買い、神一郎は店を出た。

「ただいまっと」

「お帰りー」

　家に着くと、天あま霧ぎり美み琴ことがリビングのソファに寝転がって通つう販はん番組を観みていた。饒じよう舌ぜつなスーツの男が、ペラペラと商品の紹介をしている。美琴は長なが袖そでのＴシャツにジーンズとすっきりした格かつ好こうで、スナック菓子を頰ほお張ばっていた。頼むからその手でリモコンを触らないで欲しい。

　テレビでは、本物の辞書や用語集をずらっと並べて、「これらが全部この中に！」と電子辞書の紹介をしていた。

「すげえな。今の電子辞書は何でも入ってるんだな」

「でしょ？　この調ちよう子しだと、三年後にはビームが出ると思うんだよね」

「俺おれそれ欲しいわ」

　きっと五年後には、画面からきれいなお姉ねえさんの立体映像が飛び出して、言葉の意味を丁てい寧ねいに説明してくれたりするのだろう。うるさそうだ。

　商品は健けん康こう器具へと変わり、美琴はそれも熱ねつ心しんに観ていた。お前はこれ以上どう健康になろうというのだ。

　神一郎はキッチンへ行くと、買ってきた食材を冷れい蔵ぞう庫こに入れ、まずは米を研とぎ始めた。そろそろ水が冷たい季節だ。ハンドクリームを用意しておかないと。

　と、玄関で扉の音が聞こえた。

「春はる菜なちゃんお帰りー。あ、車しや輪りん拭ふくね」

「すみません。お願ねがいします」

　春菜が帰ってきたようだ。

　春菜は車くるま椅い子すで生活していて、家に入る時に車輪の汚れを落とす。いつもは車椅子を押して一いつ緒しよに帰ってくる双ふた子ごの弟、周しゆう慈じの仕事なのだが、今日きようは金きん曜よう日びで、周慈は図書委員の仕事がある。そういうわけで帰りがいつもより二時間ほど遅くなる。

　車輪拭きは美琴がやってくれるようなので、神一郎は米研ぎを続けることにした。

　しばらくして、キッチンに春菜がやってきた。深しん緑りよくのブレザーに同じ色のスカート。胸にはリボン。二年生は赤だ。春菜の中学校の制服はなかなかにオシャレだと神一郎は思う。

　茶ちや色いろがかった髪は姉弟お揃そろいで、春菜は肩くらいまで伸ばしている。

「おう。お帰り」

「ただいまです」

　そのいつもの一言に、神一郎は違和感を覚えた。わずかだが、春菜の様よう子すが違う。機き嫌げんが悪いというわけではなさそうだが、いいというわけでもなさそうだ。

「今日きようはロールキャベツだぞ」

「はい」

　春はる菜なは弁べん当とう箱ばこを出し、洗い始めた。今日も全部食べてくれている。残したからといって機き嫌げんを損ねるようなことはないが、全部食べてくれるというのは単純に嬉うれしいものだ。

　それにしても、この春菜の雰囲気は何なのだろう。

　どう声をかけようか迷っていると、春菜が口を開いた。

「私……お弁当もそうですけど、紅こう茶ちやも楽しみにしてるんです」

「ん？　ああ。そりゃどうも」

「今日もですね、楽しみにしてたんですよ。ミルクかな、レモンかなって……」

　なるほど。そのことか。

「どうよ、この変化球。まさかのミネストローネ」

「……それでしたら、ストレートでよかったです」

「む。それは変化球に対してのストレートと、紅茶のストレートをかけた春菜ギャグか？」

「違います！」

　春菜は水筒を置いた。そして、今日いかにクラスメイトに注目されたかを早口でまくしたてた。「藤とう堂どうのコックは、いや旦だん那なはすげえな」「一口ちょうだい」「具ぐってどうなってるの？」。さらに周りの友人がはやし立てるものだから、みんなが注目する中ミネストローネを食べる、『公開昼食』が行われたという。学校にミネストローネを持っていけば、そりゃ目立つに決まっている。わかっていて入れた神しん一いち郎ろうも神一郎だが。

「ふむ、なら次は味み噌そ汁しるでいくか。豆腐は崩くずれるからワカメがいいな」

「私の話聞いてます？」

　さて、ここで春菜の性質を解説しなければなるまい。春菜は怒った時、頰ほおを赤くして軽くうつむき、拳こぶしを握りそれを震ふるわせる。そう、例えば今のように。

「アサリっていうのもアリだな」

「もう！　恥はずかしいのでやめてください！」

　まったく。この姉はちょっと遊ぶとこれだから困る。いや、味噌汁を完全に諦あきらめたわけではないが。

「はいはい。で？」

「で？　って何がですか？」

「美う味まかったか？」

　神一郎は水筒を持ってみた。この重さは空だ。

「お、美お味いしかったですけど……」

　一転して素直に感想を漏もらす。何だ、しっかり味わっているではないか。だが、次はおとなしく紅こう茶ちやにしておいた方がよさそうだ。

「美う味まかったならそう機き嫌げん悪わるくすんなよ。料理ってのは眉み間けんに皺しわ寄せるためにあるんじゃねえぞ」

「ちなみに……、周しゆう慈じの水筒にも入れたんですか？」

「いや、周慈は普通に紅茶だ」

「どうしてですかっ！」

　火に油でした。

　実は、今日きようのミネストローネは実じつ験けんだったのだ。これで春はる菜なの評判がよければ周慈にも持たせようと思っていたし、今後、味み噌そ汁しるをはじめシチューやおでん、おしるこにも挑戦しようと思っていたのだ。しかし、この計画はいきなりつまずいたようだった。コーンスープくらいから始めておくべきだった。

「うっせえ。ミネストローネみたいな顔しやがって」

「何ですかそれ！」

　自分でもよくわからないセリフを残し、逃げるようにキッチンからリビングへ。そこでは通つう販はん番組に飽あきたらしい美み琴ことが、赤いゴムで二つに結ゆわいた長い髪の毛先をいじっていた。そういえば、美琴が来てからシャンプーとリンスの消費量がいきなり増えたと春菜が言っていた。確たしかに、この長さの髪の質を常に維い持じするには、それなりの量が必要なのだろう。

「まったく。夫婦ゲンカは外でやってもらいたいもんだね。その辺の物好きな犬が食ってくれるかもよ？」

「黙だまれ。夕飯前に菓子なんか食いやがって。残したら殺すかんな」

　とは言っても、美琴が残したことなどない。むしろ、この家で一番食べるのが美琴だ。

　神しん一いち郎ろうは上着を羽は織おり、家を出た。特に用はなかったが、これ以上春菜とミネストローネのことでケンカするのはごめんだ。ちょっと時間を潰つぶして帰ってくれば、春菜の機嫌も直っているだろう。

　神一郎は商店街とは逆、駅の方へ歩いていった。

　駅周辺は大きなデパートや洋服屋が並ぶ繁はん華か街がいになっていて、下校中の学生で賑にぎわっていた。春菜と同じ制服の学生も多い。

　春菜に何かお詫わびの品を買っていくべきだろうか。いやいや、何な故ぜ自分がそこまで春菜のご機嫌をうかがわなければいけないのか。しかし現状、あの家の家主は春菜で、神一郎と美琴は居候いそうろうという形になっている。客きやつ観かん的てきな地位では、神一郎が下だ。

「…………」

　神一郎と美琴は自分たちの意思で藤とう堂どう家けに居候をしている。その理由の半分は素直にあの家が好きだから。もう半分はマジメなもので、決して誰だれにも明かしてはいけない。

　神一郎と美琴は人間ではない。人間の世界とは異なるもう一つの世界、「ハテシナ」の住人「ハテビト」と呼ばれる者だ。神一郎のハテシナでの名前はタケシロ、美琴はアマギリだ。こっちの世界に来た日、日本人っぽい名前を考えたのだ。

　人間はハテシナのことを知らない。しかし、ごく稀まれにハテシナを垣かい間ま見みることができた人間がいて、ハテシナのことを後世に伝えようと文字として書き残した物がある。それが現在人間たちに伝わっている神話や伝説などと呼ばれている物だ。

　だが、ハテシナをはっきりと見ることはできず、どの人間も自分なりの勝手なアレンジなどを付け加えて書き残すため、実際のハテシナとは人物の名前など、色々な部分で誤ご差さが生じている。この前美み琴ことが「つまり私らってさ、神話や伝説の元ネタってやつよね」と何とも現代的かつ的てき確かくな表現をしていた。

『神しん一いち郎ろう』の由来はというと、人間の世界では神一郎たちの存在が神様のような扱いを受けているらしいことから「神」。そして日本人だからということで「一郎」という、なんとも適当なものだ。『美琴』に至っては響ひびきで決めるという、由来も何もない経緯いきさつで生まれている。本人の中身を知った今では、『美』しい『琴』という感じではないが。『予よ久く食た辺べ子こ』にでもすればよかったのに。

　ハテシナは現在、いくつもの勢力に分かれ、もはやいつ始まったかもわからない争いが続いている。神一郎と美琴が所属する日本勢力も、もちろんその中で必死に戦っている。今のところ、それが終わりそうな感じはない。

　誰だれかぱぱっと上う手まいことおさめてくれないかな。他た力りき本ほん願がん全開の神一郎であった。

　十月も半ばを過ぎると、冬への準備だとばかりに風が冷気を帯びてくる。神一郎は小さく「さみー」と呟つぶやいた。

　ふと、神一郎はデパートの入口で足を止めた。

「何だありゃ」

　入口で一人ひとりの男が道行く女子高生たちに声をかけまくっている。ナンパというやつだろうが、それにしても節せつ操そうがない。相手が彼氏と一いつ緒しよに歩いていても声をかけそうな勢いだ。

　男は少女たちから完全に無視されているにもかかわらず、次々に向かっていく。

　普通ならそんな奴やつを気にとめることもない。いやむしろ、カツアゲなどをしているタチの悪いヤンキーたちの財布を資金源にしている神一郎にとっては獲え物ものに近いのだが、気にとめなければいけない理由があった。

　その男から微弱な英えい力りよくを感じたからだ。

　ハテシナに住むハテビトしか持ち得ない力、「英力」。ことさら戦せん闘とうにおいては、その英力の量が勝敗を分けることになる。強い武器を扱うのも、攻こう撃げきを防ぐのも、すべてにおいて英力が関かかわってくる。

　人間の世界とハテシナというのは、街並みなどの外見はあまり変わらないが、英力の存在というのが一番の違いなのである。

　その英力を目の前のナンパ男が持っている。つまり、あいつはハテビトだ。

「おい」

　声をかけると、男は「何だ男か」と露ろ骨こつに不満そうな顔をしたが、神しん一いち郎ろうの英えい力りよくに気づき、すぐに表情を変えた。

「やあ。ここに常じよう駐ちゆうのハテビトかな？」

　男は敵意を向けることなく、むしろ友好的な笑えみで神一郎に言った。しかし神一郎は警けい戒かいを解かず、いつでも武器を手にできるように構える。

　細身の体に、男にしては長い髪を後ろで縛しばっている。顔は悪くないのに、その少し遅れたヘアスタイルが少々残念だ。優やさ男おとこ、という表現がぴったりだった。黒いパンツに、赤いカーディガンが目立っている。

「まあそんなもんだ。お前は……日本勢力か？」

「そうだよ。だからそんなに怖い顔しないでくれよ。な？」

　その顔がうさん臭くさい。肩に腕を回そうとしてきたので払い落とした。あまり関かかわりたくないタイプだが、ハテビトなものだからこのまま無視というわけにもいかない。

「お前こそこんなところでナンパなんてしてんじゃねえよ。人間の世界に来てんだから、何かしらの任務があるんだろ？」

「もちろんさ。でもさ、息抜きってのは大切だろ？」

　それがナンパか。

　同じ日本勢力のハテビトだから、場合によってはその任務に協力してやろうとも思ったが、やっぱりやめた。どうせ、こんな男に与えられる任務などたいしたことないだろう。何かの偶然でハテシナからこっちに逃げてきてしまったペット捜さがしが関の山だ。

「あっそ。せいぜい頑がん張ばれよ」

　神一郎が立ち去ろうとすると、男に腕を摑つかまれた。

「あ、ちょっと待ってくれよ。一いつ緒しよにナンパしようよ」

「はあ？　何で俺おれが」

「君、僕には敵かなわないまでもいい男だからさ。二人ふたりでやれば成功率も上がると思うんだ」

　足を踏んでやった。

「いってえ！」

「一人ひとりでやってろナル野郎」

「そんな冷たいこと言うなよー。同胞じゃないか。お互いの親しん睦ぼくを深めるって意味でもさ……」

　それでも食い下がる優男。そんなに神一郎と組みたいということは、それだけ一人でのナンパがボロボロだったということだろう。組んだところで成功率が上がるとは思えない。

「何をやってるんですか？」

　その時、女の子の声がした。声のした方向を見ると、いない。下を向くと、いた。ちょこん、という擬ぎ音おんがあまりにも適切な、小さな少女がそこに立っていた。

　艶つやのある黒い髪を少しだけ頭の上の方で二つに結んで、そこにきれいな緑みどりのかんざしを挿さし、残った髪はまっすぐに後ろに流れている。そしてきっちりと薄うす紅べに色いろの和服を着込んでいた。大きな瞳ひとみが印象的で、まるで上等な日本人形のようだった。この時点で、十数年後の美人が確かく定ていしている。

「げっ！　アオイ……」

　少女の登場にあからさまに動どう揺ようしたのは優やさ男おとこ。アオイと呼ばれた少女は、優男を見上げ、そして睨にらんでいた。
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「随ずい分ぶんと長いトイレですね」

「あはは……。いやー、これだけ女の子がいたら、声をかけない方が失礼だと、思わ……ない……よね」

　語尾は小さくて聞き取れなかった。

　アオイからも英えい力りよくを感じる。この少女もハテビトか。神しん一いち郎ろうにも美み琴ことというパートナーがいるように、何かの仕事で人間の世界に来る時は、だいたいが二人ふたり一組である。一人ひとりでは応援を呼ぶこともできずに袋ふくろ叩だたきにされるかもしれないし、かといって大勢では動きにくい。ハテシナでの人員の数も考えて、今のところ二人組が主流となっている。

「あなたが声をかける方がよっぽど失礼です」

　そう言って、アオイは優やさ男おとこのすねを蹴けっ飛ばした。優男は悲鳴と共に跳とび上がってしかも背中から転ぶという素す晴ばらしいリアクションを披ひ露ろうしてくれた。こいつはかなりの逸いつ材ざいかもしれない。

　もんどりうっている優男には目もくれず、アオイは神しん一いち郎ろうを見上げた。

「あなたもハテビトですか。うちのバカが迷めい惑わくをおかけしました」

　ぺこりと一礼。なんとまあ、あのナンパ野郎と違ってよくできたお嬢じようさんだ。反面教師というやつだろうか。アホを見ていると、そうはなるまいと自分は頑がん張ばれるものだ。む、そうなると美み琴ことと一いつ緒しよにいる藤とう堂どう家けの双ふた子ごは、将来立派になれる計算だ。

「いや、気にすんな。お前も、あんなのと一緒に行動してたら大変だろ」

「お気き遣づかいありがとうございます。それでは失礼します」

　アオイは再び一礼して、優男を引きずって行ってしまった。あのコンビ、完全に主しゆ導どう権けんはアオイにあるようだ。そういえば、あいつらの任務は何だったのだろう。ま、いいか。もしまた会えば、その時にでも訊きいてみよう。

　暗くなるのが早い季節だ。すでに夕日は頭の先っちょしか見えていない。そろそろ春はる菜なの機き嫌げんも直った頃ころだろう。

　神一郎は、卵ボーロを買って家路についたのだった。ついでに自分の分も買った。







　卵ボーロが好物だということを神一郎に内ない緒しよにしているはずの春菜は、とても複ふく雑ざつな顔をして卵ボーロを受け取ったが、機嫌はよくなっているようだった。そしていつものように二人ふたりで夕飯を作り、図書委員の仕事を終えた周しゆう慈じも帰ってきて、いつものように四人で食卓を囲んだ。

「おふぁふぁり！」

「自分でよそえ」

　美琴の食べっぷりは感心するほど気持ちよく、料理する側としては嬉うれしい。しかし、口に物を入れたまま喋しやべるのはやめてもらいたい。

　美琴が二杯目を茶ちや碗わんによそっていると、周慈が遠えん慮りよがちに口を開いた。

「お姉ねえちゃん、今日きよう、噂うわさで聞いたんだけど、お弁当にミネストローネ持ってきたって……」

　春菜の箸はしが止まった。

　どうやら、学年全クラスに広まったらしかった。来週から春菜のあだ名は「ミネストローネ婦人」だろうか。いや「藤堂ミネ子さん」も捨てがたい。いやいや、いっそのこと「藤ふじミネ子こさん」にしてしまえばいい。

「神一郎さんがね……。もう信じられないでしょ？」

　春菜はため息一つ、箸で小さく分けたロールキャベツを頰ほお張ばった。

「まあもう忘れろや、ミネ子こ」

「ミネ子!?」

「あはは！　それいいかもー」

「もう！　美み琴ことさんまで」

　そう言いつつ、春はる菜なは笑っていた。藤とう堂どう家けの夕食は、だいたい毎日こんな感じである。

　食事も終わり、美琴がいつも観みているお笑い番組が終わると、美琴と周しゆう慈じは庭に出た。二人ふたりは、食後に庭で特訓をするのが日につ課かになっている。周慈はこの前いじめっこたちにケンカで勝ち、今はいじめられていないが、周慈の希望で特訓は続けている。美琴は本気で周慈を鍛きたえあげるつもりだ。

　食器の片づけを終えて、テレビを垂たれ流しながら神しん一いち郎ろうは庭の様よう子すを眺めていた。

「よし周慈。今日きようから一段階進んで、柔道をやろうか」

「柔道、ですか？」

「そ。取っ組み合いになったらパンチは打てないからね。投げるか関節きめるか。どちらにせよ、選せん択たく肢しは多い方がいいでしょ？」

「はあ……」

　美琴の言うことはもっともだ。今のところ周慈にあるのは拳こぶしによる打だ撃げきのみ。技の種類は多いにこしたことはない。

　美み琴ことは両手を広げてみせた。

「ほら。とりあえず私を投げてみなよ。テレビの見よう見まねでいいからさ」

「え？　あ……でも……」

　お、これはおもしろいぞ。神しん一いち郎ろうは見やすい角度を探してソファの上を移動した。なんといっても、投げるには美琴に触れないといけないのだ。これまでのスパーリングとは違う、接近度激げき高だかだ。

「ためらうことないって。私はケガなんてしないんだから。ここ摑つかんで」
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　そういう問題ではないのだ、美琴よ。

　美琴は周しゆう慈じの手を取り自分のシャツの胸元を摑ませる。ダメだ。周慈の顔がおもしろ過ぎる。嬉うれしさと照れと少しの下心が混じった時、人はこんな顔になるのか。

　美琴はスタイルもいいし、外見だけなら相当な美人だ。そして、周慈はそんな美琴に確かく実じつに気がある。そんな相手のシャツを摑み、顔を近づけ、体を密着させる。これはちょっと中学二年生には刺激が強いかもしれない。

　周慈は固まること数秒。

「うわああああ！」

　逃げた。

「ちょっと周慈？　周慈ー？」

「あーあ」

　無自覚の逆セクハラ王、天あま霧ぎり美琴、ここに誕たん生じよう。

　周慈はその辺を全力疾しつ走そうでぐるっと回り、汗だくになって帰ってきたのだった。







　その日の日づけが変わる少し前。春はる菜なと周慈は寝てしまい、二階では美琴が神一郎の部へ屋やに来ていた。そして、窓まど際ぎわには一羽の大きなカラスがとまっている。開いている窓から夜の風が吹き込んできて、部屋の温度が下がった。

　ハテシナと人間界を行き来する伝令役、カラ助すけだ。三本足のカラスは情報伝達が主な仕事のはずなのだが、かわいそうなことに、神一郎と美琴にはパシリ扱いを受けている。これはいらない知ち識しきだが、カラ助はこの世界のカラスにはモテるらしい。カラ助カラ助と勝手に呼んでいるが、そういえば本名は何というのだろう。ま、何でもいいか。

　神一郎の部屋はフローリングの上に適当に布ふ団とんが敷しいてあるだけのシンプルなもので、隣となりの美琴の部屋も同じようなものだ。服は春菜にあてがわれた衣い装しようケースに突っ込んである。その衣装ケースに神一郎は腰掛け、黄き緑みどり色いろのパジャマ姿の美琴は布団の上にあぐらをかいていた。

「じゃあ、出すもん出してもらおうかね」

　借金の取り立てのように美琴が言った。ここでの出すもんとは、この前の戦せん闘とうで武器であったデッキブラシを壊こわされてしまった美み琴ことの新しい武器である。人間界での長期滞在の申しん請せいと一いつ緒しよにカラ助すけに頼んであったのだ。

「あ、ああ……」

「もちろん、ただの武器じゃなくて、イルフィニだよね」

「あ、ああ……」

　イルフィニとは、ハテシナにある武具の中でも、量産できない唯ゆい一いつ無む二にの物の総称だ。純粋に攻こう撃げき力りよくが高かったり、特殊な効果を持っていたりする。個人で所有している物もあれば、しっかりと管理されている物もある。もちろん、扱うにはそれ相応の英えい力りよくが要求される。

「ま、俺おれたちも任務中なわけだし、そこそこの武器がないと困るわな」

「だよねー」

　現在、神しん一いち郎ろうと美琴は「日本に上陸してきた他勢力のハテビトに、迅じん速そくに対応するための常じよう駐ちゆう任務」ということになっていた。はじめは「家事手て伝つだい」で申請するつもりだったが、そんな理由で申請が通るはずもなく、カラ助の助言のもと書き直したのだ。

　だが、常駐任務というのがまったくの噓うそというわけでもない。

　今の日本勢力はとても面めん倒どうなことになっている。三年前、オロチという八人組の犯罪者集団が人間界の日本に放たれてしまい、何も知らない人間たちに危害を加えるという事件が起きた。その討とう伐ばつは完了したものの、日本勢力が誇る三つのイルフィニ、通称「三大武具ジンギ」のうちの二つ、クサナギとヤサカニが行方ゆくえ不明になってしまった。そこで、その二つを奪うばうために各地から他勢力のハテビトが上陸してくるという事態に陥おちいったのだ。その事態は今でもあまり変わっていない。

　しかし、以前と違うところは、その二つの在あり処かがはっきりしているということだ。クサナギは神一郎が持ち、ヤサカニは周しゆう慈じの体内にあり、本来は病気で死ぬはずだった周慈の命を維い持じしている。神一郎と美琴は、周慈の中にあるヤサカニを守るために、藤とう堂どう家けに居候いそうろうしているのだ。クサナギとヤサカニの在り処を知っているのは、天あま野の照てる子こことアマテラスとツクヨミが死んだ今、神一郎と美琴、カラ助、そして北欧勢力に一人ひとりだけのはず。北欧の一人は敵ながら信用できる奴やつで、そこから情報が漏もれる心配はない。

「で、どんな武器？　剣？　槍やり？」

　美琴は目を輝かがやかせ、カラ助をせかす。この前まで使っていた武器が清掃用具のブラシだったせいか、ちゃんとした武器に憧あこがれでもあるのだろうか。ブラシはかなり似合っていたのだが。

　ちなみに神一郎の持つ武器は刀だ。もし美琴も刀だったりしたらかぶってしまう。その辺の空気は読んでもらいたい。

「じゃあ、手を出してくれ」

　美琴が両手を差し出すと、そこに青い光の粒子が集まってくる。それは徐々に形を成し、やがて一本の武器になった。

「…………」

　美み琴ことは無言。自分の手の上にある新しい武器の姿に心を奪うばわれているようだった。

　どこかで見たことのあるその形。緑みどりのチクチクしたやつがびっしりと並び、それはもうどんな汚れでもきれいに落としてしまいそうだった。

「あーはっはっは！　良かったじゃねえか美琴。慣なれ親しんだブラシだぞ！　すっげー強そう。ちょー羨うらやましい！」

　おっと、夜だというのに全力で笑ってしまった。神しん一いち郎ろうはすぐに声を抑えた。

「……カラ助すけ君？」

　美琴の声は低い。それは声だけで一いち羽わくらい殺せてしまいそうな。

「ちょっと待て！　おいらの言い分も聞いてくれよ。おいらだってちゃんと宝ほう物もつ局きよくに申しん請せいしたさ。でもな、お前ら、この前新しい役やく職しよくの打診があった時にそれ蹴けっただろ？　だから上に心しん証しようが悪いんだよ。でも、手ブラじゃ悪いと思っておいらが自腹を切ってだな……」

「このカビまんじゅうがあっ！」

「ぎゃあああっ！」

　カラ助は秋の夜空に飛んで、いや、吹ふっ飛んでいった。何な故ぜあのカラスは武器を扱う店ではなく、ホームセンターに行ったのか。割引券でも持っていたのだろうか。

　美琴の新しい武器の被害者第一号は、皮肉にもそれを買ってきた本人だった。

「似合ってんじゃん」

「この手になじむ感じが悔くやしいね」

「ま、お前にイルフィニはまだ早いってことだ」

「ふんだ。自分は持ってるからって偉そうに」

　口を尖とがらせ、美琴はブラシを粒子に戻した。

　美琴はハテシナでもトップクラスのイルフィニ、クサナギとグングニルを持ち上げたことがある。並のハテビトでは持ち上げることもできないのだから、何かイルフィニを使おうと思えば使えるのだろう。しかし、感情によって爆ばく発はつ的てきに大きくなったり、美琴の英えい力りよくにはむらがあり過ぎる。それが美琴の長所でもあるのだが、持っているだけで英力を消費するイルフィニを扱うには向いていないと思う。少なくとも、現時点では。英力のコントロールを覚えれば、その時に美琴に合ったイルフィニがわかってくるだろう。

「く……容赦ないなホント……」

　カラ助が健けな気げにも戻ってきた。人間界の雌めすカラスに受けがいいらしい真っ黒い羽は根ねもボロボロだ。

「ん？　まだ何か用あんのか？」

「ああ。お前らにちょっと頼……」

「断る」

「早っ！　何でお前らっていつもそんなに偉そうなの!?」

　どうせろくなことではあるまい。それにもう眠くなってきた。明日あしたは土ど曜よう日び。午前中はリビングの床ゆかにワックスをかけ、布ふ団とんも干ほさなければいけない。庭の草刈りは美み琴ことにやらせよう。午後は駅前まで出て冬服を見てこようと思っている。夜が暇ひまになるかもしれないから、映画のＤＶＤを借りてきてもいい。

「あー……、じゃあ話くらいは聞いてやるよ。手短に……」

「きゃあああああっ！」

　神しん一いち郎ろうの言葉を遮さえぎったのは悲鳴。声の主は間違えるはずもない春はる菜な。ほとんど反射的に体が動き、一階への階段を駆かけ下りていた。

　泥どろ棒ぼうだろうか。もしそうだとしたらぶっ殺してやる。藤とう堂どう家けに侵入するなんて、世界一愚かな泥棒だ。

「春菜！」

　扉を開けると、ベッドの上でチェックのパジャマ姿の春菜が震ふるえていた。それは、何かに怯おびえているようだった。春菜は逃げようにもそれができず、ただすがるような目で神一郎を見ていた。

「神一郎さん……」

「どうした？」

　春菜は部へ屋やの隅を指差した。

「今……そこに何か黒いものが……」

　なんだ。ゴキブリか何かか。驚おどろかせやがって。

「悲鳴あげるようなことじゃないだろ」

「だって……！」

　女の子の反応というのはこんなものなのだろうか。近くにいる他ほかの女の子が美琴だから基準がわからない。とりあえず、退治しないことには春菜は今夜安眠できない。しかし、この家に侵入してくるとは泥棒でなくても命知らずな野郎だ。

「…………」

　いや待て。神一郎は春菜を抱えると車くるま椅い子すに座らせ、部屋から出た。

「神一郎さん？」

「ちょっと外出てろ」

　部屋の外には悲鳴で起きたらしい周しゆう慈じもいて、美琴も下りてきていた。

「美琴、ちょっと来い」

「うい」

　春菜を周慈に預け、美琴と共に春菜の部屋に戻る。するとすぐに美琴も気づいたようだ。

　この部屋から微弱だが英えい力りよくを感じる。間違いない。ハテビトがいる。

「ゴキブリのハテビト？」

「そうでないことを祈るばかりだ」

　この部へ屋やに隠かくれられるような場所はない。よって、神しん一いち郎ろうのような人の形でないことは確かく実じつである。カラ助すけの例もあるし、ハテシナの住人はすべて人間の姿をしているとは限らない。

「おーい。出てきなさいよ。私らもハテビトだからさ」

　英えい力りよくが小さいので、美み琴ことはあまり警けい戒かいしていないようだった。美琴が声をかけると、ややあってベッドの下からその英力の持ち主が現れた。

　神一郎は、ついさっきの自分の思考を訂正しなければならなくなった。

「おいっす！」

　と、元気よく挨あい拶さつをしたそのハテビトは、確たしかに人の姿をしていた。頭があって体があって手足がある。が、問題はそのサイズ。そのハテビトは、手のひらに乗るほどの大きさだったのだ。ちょうどジュースの缶くらいの背丈だ。
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「ちっさ！」

　神一郎と美琴の声が重なる。こんなリアクションをしたのは、ハテシナにある量販店で最新モデルのデジカメを見た時以来だ。その時は、続けて「うっす！」とも叫んだ。

「おいおい。いきなりそれはないんじゃねえの？」

　そのハテビトはベッドに飛び乗ると言った。

　サイズの合っていないぶかぶかのセーターに、腰まで下ろしたジーンズ。だらしない現代若者風の男だった。

　サングラスも印象的だが、何より目立つのは頭のアフロ。きっと春はる菜なはこの黒い塊かたまりを見てゴキブリだと思ったのだろう。なんだか、芸人みたいな奴やつだ。

「いきなりって、あんたを見たら百人中百人が同じ反応するっての」

「いやいや。もっと注目するべきところはあるだろ。例えばこのキュートなアフロとかさ」

「もっさ！」

「おうよ。それが正しい反応ってやつさ」

　そいつはぐっと親指を立てた。

　美み琴ことがデコピンで弾はじき飛ばした。この大きさでは、デコピンでも致命傷になりかねない。デコというより、顔全体にヒットしたが。そいつは壁かべに叩たたきつけられ、ずるずると下に落ちた。

「さっさと片づけて寝るか」

「だね」

　無む駄だな時間を過ごした。春菜には退治が完了したと言っておこう。ところで、あれは生ゴミでいいのだろうか。分ぶん別べつに困る。

「おおい！　それはちょっとひど過ぎるぜ兄貴。カラスの旦だん那なから何も聞いてないのかよ」

　タフなことにそいつは跳はね起きて、神しん一いち郎ろうの背中に飛びついた。手が微妙に届かない場所である。こんなにも孫まごの手の重要性を思い知ったことはない。

「はあ？　カラ助すけ？」

　そういえば、頼みごとがあるとか言っていた。こいつがそれと関係していると考えて間違いなさそうだ。

「美琴、これ取ってくれ」

「あんたの背中ごと殴ることになるけどいい？」

「殺す気かよ姉あね貴きぃ！」

　そいつは背中から離はなれず、仕方ないから床ゆかに倒れて潰つぶしてしまおうかと思っていると、小さく扉が開き、春菜が顔を覗のぞかせた。

「あの……捕まえてくれました？」

　危なかった。背中にくっついてくれていて助かった。神一郎は春菜に対して正面を向き、背中のアフロを隠かくした。

「おう。倒して捨てといたから安心しな」

「ありがとうございます。……あれ？」

　春菜は右手のところにあるレバーを倒し、車くるま椅い子すを前進させた。が、すぐに止めて、車しや輪りんのすぐ下に視し線せんをもっていった。

「何ですか？　これ」

　春はる菜なが車くるま椅い子すに乗ったままかがんで拾い上げたのは、キーホルダーほどの大きさのトンカチだった。いや、太鼓に棒をくっつけたようなそれは、小こ槌づちと言った方が正しいか。さっきまではそんな物落ちていなかったはずだが。

　おもむろに春菜がそれを振った。小槌の形をした物を見れば、振ってみたくなるのは当然で、しかしそれが間違いだった。

「きゃっ……！」

　小槌から一いつ瞬しゆんではあるが白い光が放たれる。と同時に発生する英えい力りよく。あの小槌、まさかハテシナの物か。

「おいっ！　アレを使ったのか!?」

　背中にひっついているアフロが何やら喚わめいた。

　そして、春菜は気絶した。

「おい春菜！」

　春菜は手に持っていた小槌を落とし、ガクっとうつむくように意い識しきを失っていた。見た限り気を失っているだけで、外傷などはない。しかし、今の英力のせいで春菜が気を失ったのは確かく実じつだ。

「お姉ねえちゃん？」

　周しゆう慈じが顔を出す。それには美み琴ことが反応して、周慈を部へ屋やに入れないようにとドアの前に立つ。

「春菜ちゃんもう寝ちゃったみたいだから、あんたも寝な？」

「あ……はい」

　もう日づけが変わっていて、周慈も眠いらしくおとなしく部屋に戻っていった。というより、周慈は滅めつ多たなことでは美琴に逆らわない。

　神しん一いち郎ろうは春菜をベッドに寝かせると布ふ団とんをかけてやった。寝息も落ち着いているし、変わった様よう子すはない。

「おいアフロ！　てめえ何しやがった！」

　背中を探るのももどかしく、神一郎はパジャマ代わりの長なが袖そでＴシャツを脱ぐと、それにくっついていたアフロを摑つかんだ。握る手に力を込める。

「いてててて！　命とかには関係ねえから大丈夫だって！　ちゃんと説明するから潰つぶさないでくれえい！」

　神一郎は春菜が振った小槌を拾うと、それをアフロの前にもっていった。

「じゃあこれはお前のなんだな？」

「おう。さっき指に弾はじかれて殺されかけた拍子に落としたみてえだ」

　アフロの男は開いた神一郎の手のひらの上に乗り、小槌を受け取った。

　神一郎は春菜の寝顔をもう一度確かく認にんすると、一つ息をついた。

「まずは二階に行くか。カラ助すけもいるだろうしな。きっちり説明してもらうからな」

　春はる菜なの部へ屋やの電気を消し、ドアを閉める。すると、美み琴ことが得意のムカつく笑えみで神しん一いち郎ろうを見ていた。

「いやー、春菜ちゃんの悲鳴聞いた時、反応早かったねえ。さすがの私も出遅れちゃったよ」

「うっせえ」

　正直、あれだけ早く反応した自分に驚おどろいているくらいだ。

　神一郎の部屋に戻ってくると、そこでは暇ひまを持て余していたらしいカラ助がマンガを読んでいた。三本目の足で器用にページをめくっている。

「よう、カラスの旦だん那な」

　アフロは神一郎の肩から飛び降り、カラ助の前に着地した。サイズ的に、ちょうどカラ助の餌えさになりそうな大きさだ。ちょっと大きめのカラスが、ちょっと大きめの芋いも虫むしを捕食する。そんな構図だった。

「あ、途と中ちゆうでいなくなったと思ったら、どこ行ってたんだよ」

「ちょっくらこの家の探索をね。ほら、俺おれってこんな体じゃん？　家具の隙すき間まにある小銭とか見つけるの得意なんだよね」

　せこい。それに、この家は神一郎が掃除しているのだ。小銭など落ちているはずがない。

「カラ助、やっぱお前が連れてきたんだな。何だよこいつ」

　神一郎はさっきと同じように衣い装しようケースに腰かけた。美琴も同じように布ふ団とんに座る。

「俺はホウジ。日本勢力のハテビトだ。以後よろしくぅ！」

　アフロはわざとらしく咳せき払ばらいをすると、おそらく自分ではカッコいいと思っているらしい変なポーズを決めた。

「よろしくされねえよ」

　神一郎は履はいていたスリッパを持つと、ホウジをはたいた。

「アウチ！　……カラスの旦那の言う通り、おっかない人だな」

「だろ？　さっきだっておいらは一度吹ふっ飛ばされてるんだからな」

「それはあんたがろくでもない武器持ってくるからでしょうが」

　美琴が睨にらむ。ブラシのことはまだ気が済んでないようだ。カラ助は美琴の眼光にビビってホウジの後ろに隠かくれる。が、盛大にはみ出ている。

「えっと……おいらから紹介するよ。こっちの目つきの悪い方が神一郎で、こっちの目つきの悪い方が美琴だ」

　神一郎と美琴を順番に羽は根ねの先で指す。こいつはただのバカなのか、それとも相当な度胸の持ち主なのか。どちらにしても言えるのは、懲こりない奴やつということだ。

　美琴のトスから神一郎のアタックという連携を喰くらい、カラ助は二度目の夜空へ飛び立った。

　ホウジは日本勢力のハテビトだと言ったが、名前は聞いたことがない。美琴も知らないようだ。

　ハテシナにおける日本勢力の土地は、この日本でいう都道府県のようにいくつかの地区に分かれていて、文化や流は行やりが微妙に違う。ホウジも違う地区の出身なのだろう。昼間会ったあの二人ふたりもおそらくそうだ。

　カラ助すけが自じ慢まんの黒い羽は根ねをボロボロにして帰ってきた。

「はあ……はあ……。ちょっと休んでいいか？」

「うん、ダメ」

　美み琴ことがきれいに親指を立てた。カラ助は床ゆかにへたり込んで「カァ……」と小さく鳴いた。

「話を進めるか。カラ助、お前がさっき言ってた頼みごとっていうのはこいつのことか？」

「ああ……おいらが人間界に連れてきたんだが、こいつ、変なこと言うんだ」

　ホウジはうんうんとうなずく。

「そう。俺おれ、悪い奴やつに追われてるんだよね」

　と、全然緊きん張ちよう感かんの伝わらない見た目と口く調ちようで言った。

　美琴は「はあ？」と口の端を変なふうに歪ゆがめ、「私を笑わせたいなら、もうちょいおもしろい話にしなさいよ」と、完全にネタ扱いだった。

　ホウジはある日を境に、ハテビトの襲しゆう撃げきを受けるようになったのだという。しかも狙撃で。しかし、ホウジには狙ねらわれる理由にも相手にも心当たりはない。しかし攻撃の手は緩ゆるむことなく、このままでは殺されてしまうと思い、カラ助に頼んで人間界まで逃げてきた。

　とりあえずホウジから話を聞くと、こんな感じだった。

　だったらちゃんとしたところに保ほ護ごを申し出ればよかったのにと言ったが、ホウジは人間界まで来れば安全と考えていたようで、しかもカラ助がそのことを知ったのもこっちに来てかららしい。

　聞いてみれば、現実味がないというわけではなかった。ハテシナは勢力争いの真っただ中だし、誰だれが誰に狙われていたとしてもおかしくない。

「それで、お前たちにホウジを預かって欲しいんだ。もし敵と戦せん闘とうになった時、おいらじゃ役に立たないからな」

　胸を張って言うことではないが、カラ助に戦闘力がないのは事実だ。戦ったところで即死が確かく定ていしている。

「そもそも、その敵ってのはどいつなのよ？　勢力はわかってんの？」

　美琴が毛先をいじり出した。美琴は暇ひまな時や考え事をしている時など、手持ちぶさたになると髪をいじる癖くせがある。

「それはおいらが調しらべる。これはちゃんとした任務じゃないけど、頼まれてくれるか？　同胞だろ？」

　神しん一いち郎ろうは美琴を見た。美琴の目は「私知ーらない」と言っていて、首ごと逸そらした。

「正直……めんどいな」

　おおいに同意である、と、美み琴ことは大きくうなずいた。

「そこをなんとか頼むよ兄貴ぃ……。俺おれ、間違いなく死んじまうよ」

　もしこいつが死んで、枕まくら元もとに立たれでもしたら気味が悪い。しかし、ここで請うけ負ってしまって、春はる菜なや周しゆう慈じが巻き込まれてしまう可能性がないわけでもない。

　悩んでいると、ホウジが「ところで」と切り出した。

「あの兄にいちゃんもハテビトなのかい？」

　空気が凍った。カラ助すけの紹介通り目つきを悪くした神しん一いち郎ろうと美琴が、小さいアフロを上から睨にらみつける。カラ助も動どう揺ようを隠かくすために、羽は根ねの手入れなんぞを始めた。

「兄ちゃんっていうのは、誰だれのこと？」

　声を低く、美琴が訊きいた。

「一階にいた気の弱そうな奴やつだよ。かすかだが、英えい力りよくらしきものを感じたぞ」

　マジかよ。神一郎は美琴と目を合わせた。今度の美琴の目は「ヤバくね？」と言っていた。

　周慈の体内にあるイルフィニ「ヤサカニ」は、現在は完全に周慈に溶け込んでいて、そこから英力を感じることはできないはず。いつも近くにいる神一郎でも何も感じない。それを感じ取ったというのか。このアフロが。

　神一郎と美琴にとっての最大の隠し事、それは周慈の存在そのものである。

「……わかった。お前を守ってやる」

　悔くやしさの残る選せん択たくだった。

「おお兄貴！　恩にきるぜ」

　ホウジは神一郎の指を握るとそこに頰ほおずりをした。アフロの感触がものすごく不快だ。

「だが条件がある。タダってわけにもいかねえからな」

　負け惜しみというわけではないが、ホウジにタダだと思われるのも癪しやくだ。

「ん？　金ならねえぞ」

「お前の住んでる地域の料理を教えろ。一品につき一日守ってやる」

「熱ねつ心しんだねえ」

　美琴は眠そうにあくびをした。

　悪いかよ。料理には探究心が大切なのだ。もしかしたら、ホウジの地域オリジナルの料理があるかもしれない。それを作ったら、食べるのはお前じゃないか。

　美琴は「おやすみー」と半分閉じたような目で言って部へ屋やを出ていった。カラ助もホウジをよろしくと窓から飛んでいった。

　待てよ。ホウジを預かるなら、必然的にこいつと同じ部屋になるのか。うるさそうだな。

　ホウジは神一郎からタオルをもらうと、それを布ふ団とん代わりにして寝ね床どこを作っていた。

「そうだ。お前、あの小こ槌づちは何なんだ？　ちゃんと説明するって言ってただろ」

「これか？」

　ホウジが小こ槌づちを取り出す。

「これは『ウチデノコヅチ』っていうイルフィニだ」

「やっぱイルフィニかよ」

　ホウジから小槌を奪うばって見てみるが、今は何の英えい力りよくも感じない。

「ま、攻こう撃げき力りよくもないし、効果も役に立たない下級のイルフィニさ。俺おれのお守りみたいなもんだ」

「で、春はる菜なは大丈夫なのか？　あいつ、使っちまったみたいだけど」

「あの車くるま椅い子すの娘かい？　問題ねえぜ」

「本当か？」

「ああ。持ち主の俺が保証する。たいしたことにはならねえさ」

　ちょっと待て。たいしたことって、じゃあ小さなことは起きるということか。問いただそうとしたら、ホウジはすでに眠っていた。

「やい起きろ。全部話せよ」

　起きない。アフロでも燃もやしてやろうか。

「……ちっ」

　こいつも今まで追われていたのだ。あんな性格だが、怯おびえながら夜を迎えて来ていたのかもしれない。安心して眠れる環かん境きようというのは久しぶりだろう。ところで、アフロに寝ぐせはつくのだろうか。

「ぐがああああ～～！　どぅいどぅいっ」

　うるせえよ、いびき。







　翌日、土ど曜よう日び。学校が休みの春菜と周しゆう慈じは、いつもより二時間ほど遅れて起きてくる。それに合わせて神しん一いち郎ろうも朝食を作る。ちなみに、美み琴ことは昼まで起きてこない。それは土日に限ったことではないが。

　爆ばく睡すいしているホウジを起こさないように部へ屋やを出て、キッチンに向かう。春菜は二階に上がってこられないし、周慈も勝手に部屋に入るようなことはしない。ホウジをそのままにしておいても平気だろう。

　昨夜ゆうべはカラ助すけとホウジが来て、さらにホウジのいびきがうるさかったせいで、軽く寝不足の神一郎である。

　ホウジを狙ねらっているというのはどんな奴やつなのだろうか。狙う理由というのも気になる。ウチデノコヅチというイルフィニが目当てだという可能性もあるが、本人は役に立たないと言っていたし、それが理由ではないのだろう。

　そんなことを考えながらベーコンエッグを作っていると、周しゆう慈じが起きてきた。周慈は土日の午前中はランニングをしているので、ジャージ姿である。美み琴ことに言われたからではなく、自発的に体力作りを始めたのだからたいしたものだ。師し匠しようの美琴も喜んでいた。

「おはようございます」

「おう。ちょうどできたぞ」

　周慈にベーコンエッグを出す。

「頑がん張ばってるみたいだな」

「まだ少ししか走れないですけど」

　小学校の時は入院していて、最近まではいじめを受けて弱虫生活だったため、周慈の体力は平均以下だ。まあそれは今さら言っても仕方がない。

「少しずつ増やしていけばいいさ。トレーニングってのはそういうもんだ」

「はい。頑張ります」

　周慈は食後に少し休きゆう憩けいした後、ランニングに行った。

　テーブルをふきんで拭ふく。

「遅いな……」

　思わず声が漏もれた。

　春はる菜なが起きてこない。ウチデノコヅチの影えい響きようという可能性も頭をよぎった。だが、神しん一いち郎ろうが起きた時に悪いと思いながらも寝顔を確かく認にんしたが、普通に寝ていたからそれはないと思う。

「神一郎さーん」

　と、神一郎を呼ぶ声。春菜の部へ屋やからだ。なんだ、起きてるじゃないか。

「開けるぞ」

「どうぞ」

　春菜の部屋に入ると、春菜はベッドの上にいて、体を起こしていた。心なしか、頰ほおがほんのりと赤いような気がした。

「どうした。調ちよう子しでも悪いか？」

「いえ……。あの……」

「何だよ」

「車くるま椅い子す……」

　春菜の視し線せんの先には、ベッドの脇わきに置かれた車椅子。車椅子が何だというのか。特に壊こわれているというわけでもない。

　春菜は何だか妙にもじもじしながら、神一郎と車椅子を交互に見ている。

「飯できてるぞ。早く来い」

「だから……あの……」

　春菜は神一郎を上目づかいに見やり、小さく唇を動かした。

「車くるま椅い子すに……だっこして……乗せてください」

　おそらく、今自分は、人生で一度もしたことのない表情をしている。首を動かすと春はる菜なの鏡きよう台だいがあり、その鏡かがみに映った姿は、やはり新しい顔をしていた。

「はああ？」







　２、 数学かワックスか







　階段を上った記き憶おくがない。しかし、気がついたら神しん一いち郎ろうは美み琴ことの部へ屋やの前まで来ていた。ノックなしにドアノブに手をかける。

「美琴ぉっ！　うおあ！」

　開けた瞬しゆん間かん、目の前にブラシが迫ってきていた。とっさにクサナギを取り出し、それを受け止める。互いに力を拮きつ抗こうさせ、やがて力を緩ゆるめた。

「寝込みを襲おそうとはいい度胸だね、神一郎」

　髪をボサボサにした美琴は、ブラシをしまった。

「起きてんじゃねえかよ」

「今起きたの。何か用？」

　えっと、何だったけか。頭が混乱している。そうだ。つい十秒前、あり得ないセリフと光景に出くわしたのだ。

「春菜が変なんだ！　こう、なんだ……だっこがどうとか、とにかく変なんだ。ありゃ春菜じゃねえ。変へん菜なだ変菜！」

　美み琴ことにいい感じのミドルキックをもらった。

「はう！」

「落ち着きなさいよ。あんたらしくもない。変菜ちゃんが春？　そりゃ食欲の秋っていうくらいだからねえ」

　逆だし関係ないし。こいつまだ寝ぼけてるのか。

「神しん一いち郎ろうさーん？」

　一階から春はる菜なの声がする。

「いいから来い」

「はいはい」

　美琴を連れて階段を降りると、春菜はまだ部へ屋やのベッドの上にいた。普ふ段だんなら、上半身を使ってベッドの上を移動し、車くるま椅い子すに座る。それは確たしかに大変なことなのだが、春菜は毎日していることで、時間をかければできることだ。昨夜ゆうべはホウジが部屋に隠かくれていたから、慌あわてて春菜を抱えて車椅子に乗せることになったが、今まで春菜から神一郎を頼ったことなどない。

　体の調ちよう子しが悪いから、動きたくない。というわけでもなさそうだ。

「あ、神一郎さん。どこ行ってたんですか？　早くだっこしてください」

　春菜はあくまで自分で動く気はないらしい。しかも神一郎がするのが当然だという感じの言い方だ。

「変だろ？」

「変ね」

　美琴もやっとこの事実を認めてくれた。だが、それだけだった。肘ひじで神一郎を小突く。

「ほら、だっこしてあげなさいよ」

「俺おれが!?」

「ご指名じゃん」

　美琴は即座にこの状況をおもしろいと判断したようだった。にやける口元を隠そうともせず、「ほらほら」とせかす。

　春菜にだっこの取り消しを申し出ても聞き入れてくれそうにないので、神一郎は仕方なく春菜を抱え、車椅子に座らせた。春菜は満足そうだった。

　春菜の車椅子をリビングまで押し、周しゆう慈じの分と一いつ緒しよに作ったベーコンエッグを温め直して出す。美琴の分は作っていなかったので、お茶ちや漬づけを作ってやった。美琴はそれを飲むようにたいらげ、春菜はいつものようにゆっくり食べていた。

　どう考えても春菜の様よう子すがおかしい。食事中もチラチラ神一郎のことを見てくるし、部屋に戻る時も神一郎に車椅子を押してくれと頼んだ。

　食器を片づけると、神一郎は自分の部屋に戻り、まだ寝ているホウジを楊よう枝じでつついた。というより強めに刺した。

「痛い！」

　ホウジの大きさでは、楊よう枝じでもナイフ級の殺傷力を持つ。

　ホウジは寝ぐせで若じやつ干かん形の変わったアフロを整ととのえ、サングラスをかけると大きく息を吐いた。額ひたいの汗を拭ぬぐう。

「危ねえ危ねえ……。ナイフで刺される夢を見たぜ」

「夢でよかったな」

　ま、夢ならそれでいいか。神しん一いち郎ろうは楊枝をこっそり捨てた。

　ホウジを起こした理由は一つ。今け朝さの春はる菜なの急変の原因が、昨夜ゆうべのあのウチデノコヅチによるものとしか考えられなかったからだ。美み琴こともその結けつ論ろんに達したようで、髪にブラシを通しながら神一郎の部へ屋やを訪れた。

「おいホウジ。春菜が変になったぞ。お前のイルフィニじゃねえのか？」

「変ってのは、具体的にどう変になったんだい？」

「車くるま椅い子すに乗せてくれとか、押してくれとか、そんなの今まで頼んだことねえんだよ」

「……それは、美琴の姉貴にも同じように頼んだのか？」

　ホウジの声は初めて聞く真剣なものだった。

「いや、私にはないね。神一郎だけ」

　ホウジはそのふざけた格かつ好こうで数秒ほど考え込み、やがてウチデノコヅチを取り出した。

「このウチデノコヅチは、感情の大きさを変えるイルフィニなんだ。ま、あくまで限定的なものだけどな」

「感情？」

　ホウジはそうだとうなずいて、続けた。

「この小こ槌づちを振った時、対象になった人間が、その時抱いていた感情を大きくする。ただそれだけの力だ。だから戦せん闘とうには使えないし、役立たずだって言ったろ？」

　随ずい分ぶん変わったイルフィニだ。確たしかにホウジの言う通り、あまり役には立たなそうだ。戦闘においての力は皆無と言っていい。いや、使いようによってはおもしろい効果が出るかもしれないが。

「なーるほどねえ」

　美琴は納なつ得とくしたようだった。

「教えろよ」

「あら？　わかんない？　しょうがないねえ」

　いつもは神一郎の方が察しがいいので、美琴は優ゆう越えつ感かんに浸ひたっている。妙に悔くやしい。こいつ、アホのくせに。

「いーい？　思い出してみなよ。昨夜春菜ちゃんは、そこのアフロをゴキブリと間違えて悲鳴をあげたでしょ？　それで一番に助けにきたのはあんた。つまり、その時春はる菜なちゃんが抱いていた感情は『神しん一いち郎ろうを頼る』って感情だったわけ。それで、春菜ちゃんはその小こ槌づちを振った」

「……で、その感情が大きくなっちまった、と」

「そーゆーこと」

　筋が通っている。昨夜ゆうべのゴキブリ騒さわぎから、今け朝さの春菜まで。春菜は今、「何かにつけて神一郎を頼る」という感情に支配されているのだ。だから、車くるま椅い子すに乗るという毎日していることでも、神一郎を呼んだ。だっこしてくれとせがんだ。

「ホウジ、これは元に戻るのか？」

　むしろ、戻ってもらわなければ困る。このままでは色々と面めん倒どうなことこの上ないし、周しゆう慈じだって異変に気づく。

「簡かん単たんさ。ウチデノコヅチをもう一回振ればいいんだ。効果はすぐに消える」

「よし振ろう。今振ろう」

「いや、今は無理だ」

　ホウジをつまみあげて春菜のところへ行こうとしていた神一郎は足を止めた。

「何でだよ」

「ほら、見てみ」

　ホウジが小槌を神一郎の手のひらに乗せる。そこでおかしなことに気がついた。昨夜は気にとめなかったが、この小槌、イルフィニのくせに英えい力りよくを感じない。本当にただのキーホルダーのようだった。

「ウチデノコヅチは本体に英力を溜ためて使うものなんだ。だから、どんなに英力を持っているハテビトでも、ウチデノコヅチに英力が溜まってないと使うことはできない。つまり、連続使用ができないのさ」

　本当に役に立たないな。カラ助すけだってもっと役に立つ。

　昨日きのう一度使ってしまったから、今小槌には少しも英力が溜まっていないのか。英力を溜めるという部分では、周慈の体の中にあるヤサカニと同じだ。

「溜まるのにはどれくらいかかるんだ？」

「三日か四日だな。外部からの力で早めるのも無理だ」

　その間ずっと春菜はあんな調ちよう子しなのか。まずいな。周慈に知られるのもまずいが、ずっと構っていなければいけないというのが何よりまずい。神一郎の行動にかなりの制限がかかることになる。

　同胞だから、カラ助に頼まれたからではなく、ホウジを守らなければならない理由ができてしまった。ホウジがやられてウチデノコヅチまで奪うばわれたりしたら、春菜はずっとこのままだ。

「神一郎さーん」

　下から声。ためしに美み琴ことを見てみると、予想通りものすごくムカつく笑え顔がおだった。

「ほら、行ってあげなよ。お姫ひめ様が呼んでるよん」

「……生ガキ食ってあたりやがれ」

　神しん一いち郎ろうが春はる菜なの部へ屋やに行くと、春菜はもう着替えていた。首もとがゆったりした感じのハイネックのセーターに、膝ひざが見える丈のこげ茶ちやのひらひらしたスカート。さすがに着替えは自分でやったか。着替えなんて頼まれたって手て伝つだってやるわけにはいかない。これからの藤とう堂どう家けの空気のためにも。

「何か用か？」

「靴下……履はかせてください」

「うごふっ！」

　思わず変な咳せきが出た。見れば春菜は裸足はだしで、足だけ寒そうだった。

「いや、ここまで着替えたんだから、靴下も自分でやれよ」

「一人ひとりじゃ時間がかかるんです。足は……動きませんから……」

　沈んだ声で、春菜は目を逸そらした。

　しまった。そういうわけか。春菜の下半身は動かない。必然的に、足に手を伸ばすには上半身をいっぱいに屈かがめなければいけない。スカートだって、はくのに苦労したはずだ。

　靴下くらい、やってやる。やってあげなければいけない、気がした。

　神一郎は靴下を持ち、春菜の足に触れた。感覚がないから、春菜は無反応だ。なるべく膝より上の方を見ないようにしながら、黒い靴下を履かせてあげた。

　なんだこの汗は。もう少しで冬になろうというのに。

「できたぞ」

　靴下だけとはいえ恥はずかしいのか、春菜は頰ほおを赤らめていた。

「あ……ありがとうございます。神一郎さんは、午前中は何をする予定ですか？」

「そうだな。リビングにワックスをかけようと思ってる」

「それじゃあ家にいるんですね。よかった……」

　春菜は心の底から安心したように息を漏もらす。これは重症だ。まあ、下級とはいえイルフィニの力がはたらいているのだ。感情が大きくなるだけで、春菜の体が家より大きくなってしまわなかっただけマシと考えるべきか。

　神一郎が二階の部屋に戻ると、パジャマから着替えた美み琴こととホウジがダンスの練習をしていた。美琴は白黒ボーダーのニットに黒いショートパンツで、すっきりとモノトーンにまとめている。ダンスの方は、どうやらホウジが教える側のようだ。

「おい、俺おれの部屋でやるなよ」

「あ、お帰りー。こりゃ大変なことになったねえ」

　どの口が言うか。当事者じゃないからって楽しみやがって。しかし、もし立場が逆だったとしたら、きっと神一郎も同じように楽しむだろう。

「お前、周しゆう慈じのフォローだけ頼むぞ」

　そろそろ周慈がランニングから帰ってくる。あまり春はる菜なには近づけないようにしてもらいたい。あんな変なお姉ねえちゃんを見たら、ごまかすのも一苦労だし、周慈自身もさぞかしショックだろう。

「オッケー」

　神しん一いち郎ろうはまだパジャマ代わりのジャージ姿だということに気づき、美み琴ことを部へ屋やから追い出して着替えた。

　ホウジを狙ねらう奴やつらからの護ご衛えいという仕事に加えて、余計な問題が増えてしまった。ホウジからたんまり料理のレシピを教えてもらわないと気が済まない。

　春菜が元に戻るまで三日か四日。今日きようと明日あしたはともかくとして、学校が始まったらどうすればいいんだ。

「カラ助すけの奴、面めん倒どうなこと持ち込みやがって」

「そう言うなよ兄貴。こんな時は踊るのが一番さ！」

　握にぎり潰つぶしてやろうかと思った。が、意外にもホウジのダンスは上う手まかった。

「ちょっとー、神一郎ー」

　今度は隣となりから声。今日の朝だけで随ずい分ぶん名前を呼ばれた気がする。

　神一郎が美琴の部屋のドアを開けると、そこでは美琴が靴下を持って待っていた。

　そして甘ったるい猫みたいな声で。

「靴下履はかせてぇ」

　蹴けっ飛ばした。見てんじゃねえよ。







　さて、その後の春菜であるが、午前中だけでなんと十五回も神一郎を呼びつけた。ウチデノコヅチの効果はどんなものかと数えていたのだから間違いない。

　周慈にはワックスがけを理由に美琴の部屋でオセロをやっていてもらい、リビングのワックスがけに神一郎が精を出していると、またも部屋から春菜の声が。

　春菜は宿題をやっていて、数学の教科書を開いていた。

「神一郎さん、数学得意ですか？」

「さっぱりだ」

「ここがわからないんですけど……」

「だからさっぱりだって言ってんだろ」

「じゃあ一いつ緒しよに考えましょう」

　と、神一郎にしてみれば暗号同然の数式に無理やり挑いどまされた。後から聞けば、数学は周慈が得意で、よくお互いの得意な教科を教え合っていたのだという。なら始めから周慈を呼べばいいのに。おかげで、少し数学ができるようになってしまった。

　リビングに戻り、気を取り直してワックスがけを再開すると、三分もしないうちにまた春はる菜なに呼ばれた。

「今度はどうした」

「この問題わかります？」

「さっきの数字違いじゃねえかよ！」

　このままでは一問ずつ呼ばれそうだったので、そのままつきっきりで宿題を終わらせた。もう数学は今にでも「５」を取れそうだ。いやそれは言い過ぎか、「４」だ。

　宿題を終えた春菜は読書を始めたので、これで解放されるかと思ったら甘かった。

「神しん一いち郎ろうさん、この漢字何て読むんですか？」

「それくらい辞書で調しらべろよ……」

「電子辞書、周しゆう慈じの部へ屋やにあるんです」

「ああもう！　それは『魬はまち』って読むんだよ！　ってか何の小説だそれ！」

　仕方ないので周慈の部屋から辞書を取ってきて春菜の隣となりに置いてやった。

　十時頃ごろから始まった春菜の神一郎依存症はずっと続き、結局、数十分で終わるはずのワックスがけに二時間を要してしまった。やっと終わったと思って時と計けいを見たら昼ご飯の時間になっていて、美み琴ことと周慈が二階から下りてきた時、神一郎はソファでぐったりしていた。

「わお。床ゆかきれいじゃん」

「俺おれの努力の結晶だ……」

　本当に色々な部分で。

「ふーん。じゃあお昼ご飯作って」

「鬼かお前」

「神様だよん」

　この偽にせ物ものめ。

「オセロはどうだった？」

　すると美琴は真剣な顔になって。

「……例えばさ、イメージだけど白が善で黒が悪だとするじゃない？　悪に挟はさまれた善が悪に染そまっちゃうってのはどうかと思うんだよね、私は」

　つまり美琴が白で周慈が黒、そして美琴はボロ負けしたと。

　昼ご飯が終わると、ラッキーなことに周慈は友達と遊びに行ってしまった。周慈は春菜の面めん倒どうを見るのが最さい優ゆう先せんで、友達とどこかに行く機き会かいが極端に少なかった。しかし、今は神一郎と美琴がいるため、積せつ極きよく的てきに友達と遊んでいるようだ。これはいい傾向だと思う。いじめがなくなったというのも理由の一つだろう。

　小皿にご飯と一口サイズのコロッケ、それに小さくきざんだ漬つけ物ものを盛り、ホウジにも食事を持っていってやった。楊よう枝じ二本を箸はしにして、ホウジは器用にご飯を食べていた。こいつは放っておいたらずっと踊っているので、勝手に一階に行ってしまうようなこともなく、手間がかからなくていい。

　ワックスがけに異常に時間をかけてしまったため、布ふ団とんが干ほせなかった。もう日が暮れるのが早いから、今から干してもそんなに日光にあてられない。明日あしたにするか。

　神しん一いち郎ろうは庭でブラシの素す振ぶりをしている美み琴ことに声をかけた。

「美琴ー、ついでに庭の草刈りやってくれよ」

「えー。ブラシじゃ草刈れないんだけど」

「俺おれのクサナギ貸してやるよ。よく切れるぞ。ただし、抜けたらだけどな」

「……ドリアンに顔突っ込めばいいのに」

　美琴はしかめっ面つらしながらも物置から鎌かまを見つけてきて草刈りを始めた。部へ屋やの掃除は神一郎がしているのだから、庭くらいやるのは義務というものだ。

　庭を美琴に任せて、神一郎はやっと一息つくことができた。まだ半日残っているというのに、この疲労はなんだ。肉体的にはあまり疲れていないが、精神的な疲れの方がきついのだと身をもって知った。これがまだ何日か続くのか。

　今日きよう、何をしようと思ってたんだっけ。そうだ。冬服を見に行こうと思ってたんだ。それで、気が向いたら映画のＤＶＤを借りて……。

「神一郎さーん」

　あーあ、全部キャンセルだ。

　毎日聞いている声。日々の中で当たり前にある声。そしてそれは、とても大切な声。

　いつもと少しだけ違うけど、その声が今、自分を呼んでいる。

「はいはい。今行きますよ」




　　　　＊　　＊　　＊




　お前はもう少し俺を頼れ。そうスサノオは言った。何でも自分でやろうとするな。責任感があるのはいいことだが、全部背負う必要などどこにもない。もっと肩の力を抜いてみろ。

「じゃあ、隊長ももっと俺を頼ってくださいよ。隊長こそ、一人ひとりで背負い過ぎです」

　と、タケシロは言った。

　近ちか頃ごろ、スサノオに疲れが見えるようになっていた。本人は隠かくしているつもりなのだろうが、近くにいることが多い副隊長のタケシロはそれに気づいていた。

　おそらくは、スサノオの持つ刀のイルフィニ、クサナギのせいだろう。いくらスサノオでも、クサナギを扱うには膨ぼう大だいな英えい力りよくが必要になるのだ。

「そうか？　じゃあ、ジュースを買いに行こうと思っていたんだが、お前に頼もうかな。炭たん酸さんじゃないやつな」

「隊長、それは自分で行ってください」

「ははは。おいおい、隊長命令だぞ？」

　スサノオは笑った。

　タケシロは知っている。部隊の誰だれもが、隊長であるスサノオを慕したい、頼っていた。それに応こたえることのできるほどの力を、隊長は持っていた。それは憧あこがれるには容易たやすく、目指すにはあまりにも遠い力。

　誰もが、スサノオのようになりたいと思っていた。この人のような強さ、仕し草ぐさ、言葉が似合うようになりたいと思っていた。それはタケシロも例外ではなく、形から入ってみようと、一度スサノオと同じ服を着てみたことがあった。それを見たスサノオから「お前はオレの恋人か」とゲンコツをもらった。

「副隊長はパシリではありませんから」

「それもそうだな」

　副隊長の自分には何ができるか。それは隊長の負担を少しでも減らすこと。だからこそ、タケシロは頼るのを控えた。副隊長が頼れば、それこそ隊長の負担は大きくなってしまう。

「タケシロ、誰かに頼られるってのはいいものだな」

「……負担に思ったことはないんですか？」

「まさか。誰か一人ひとりでも自分を頼ってくれている。それが俺おれの原動力だ」

「隊長、クサいっす」

「うるせえ。そうだな。後はお前が俺を頼ってくれりゃ、俺は無敵になれるんだがな」

　恥はずかしいセリフを、人ひと懐なつっこい笑え顔がおで。

「無敵になられたら俺が追い越せないんで、やっぱやめときます」

　生意気だ、とクサナギの鞘さやで小突かれた。

　いつになったらこの人に追いつけるのだろう。追い越せるのだろう。どれだけ追いかけても、まだ背中すら見えていない。




　　　　＊　　＊　　＊




　目を覚ました。寝ていたのか。

　ここはリビング。神しん一いち郎ろうはソファに座っていた。

　春はる菜なに呼ばれて、ファッション誌を見ながらどのコートがいいか二人ふたりで散々悩んで、結局決まらなくて、春菜がトイレに行くというのでその隙すきに部へ屋やを抜け出して、ソファにもたれかかって……。

　そこで寝たのか。思わぬ昼寝をしてしまった。昼寝なんて久しぶりだ。時と計けいを見ると午後四時前、一時間半くらい寝ていた。

　寝ぼけていた頭が覚かく醒せいしていくと、神しん一いち郎ろうは毛布がかけられていることに気がついた。これがなかったら風か邪ぜをひくところだった。美み琴ことだろうか。まさか。

　この毛布、見覚えがあると思ったら春はる菜なの部へ屋やにあった物だ。春菜が持ってきてくれたのか。

「…………」

　と思ったら、同じ毛布にくるまって春菜も寝ていた。神一郎の隣となりに座り体重を預け、すーすーと静かな寝息をたてていた。その寝顔はあまりに無む垢くで、それはまるでできたばかりの真っ白な豆腐のようだ。ってそれはおかしいか。

　そして、動けない。神一郎がここを離はなれると、寄りかかっている春菜が起きてしまう。今の春菜は寝ていてくれた方がいい。できればこのまま三日くらい寝ていてはくれないだろうか。
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「よ。仲いいね」

　美琴だった。長い髪がしっとりと濡ぬれていて、バスタオルを首にかけているところを見ると、草刈りでかいた汗をシャワーで流していたようだ。

「草刈り終わったのか？」

　少し声量を抑える。

「うん。途と中ちゆうから何か楽しくなってきちゃって、ゴミ袋二つ分も刈っちゃいました」

「お疲れ」

　美み琴ことはおもむろに春はる菜なの前にしゃがみ込むと、その寝顔を覗のぞき込んでふっと笑った。

「かわいい寝顔じゃん。昼寝の時もあんたを頼るなんて、これがイルフィニの力じゃなかったら、どんなに嬉うれしいかね」

「普通の春菜がこれだったら、それこそ春菜じゃねえよ」

「はは。そうかもね。心地ここちいい距きよ離りってのはあるからね」

「わかったふうなこと言いやがって」

　美琴が春菜の頭を撫なでる。春菜は気持ちよさそうに「ん……」と声を漏もらした。美琴はあまり見たことない、こんな顔もできるのかと感心してしまうような優やさしい顔をしていた。

「でもさ、イルフィニのせいではあるけど、頼られてあげなよ。春菜ちゃん、きっと今まで誰だれかを頼るなんてことなかったと思うよ」

　わかってる。そんなこと。

　春菜は三年前の事故で両親と足の自由を失った。残された肉親は病気のせいで弱気になってしまった双ふた子ごの弟だけ。二人ふたりだけで、この大きな家で暮らしてきた。

　友達、先生、親しん戚せきの誰か。相そう談だんくらいはしただろう。でも、その人たちは一いつ緒しよに暮らしているわけではないし、春菜のことだ、あまり相手の迷めい惑わくにならないように遠えん慮りよしたに違いない。

　春菜は、強くならなければいけなかった。本当はとても弱いのに。本当は、誰かを頼りたいのに。

　困った時、苦しい時に誰かの名前を呼べないのは、どんなに辛つらいだろう。

「ああ……」

　そして、美琴も知らない事実。三年前の事故は、神しん一いち郎ろうが引き起こしたということ。背負うべき罪があるということ。

　だが、もう罪滅ぼしをしようとは思わない。ただ純粋に、この双子に幸せな毎日を与えられることができたなら。

　今の春菜は、ウチデノコヅチの力を受けたいつもと違う春菜だ。でも、それでも自分を頼ってくれるのなら、それに応こたえてあげようと思う。

　美琴は春菜の茶ちや色いろがかった髪に指を通した。サラサラのストレートの髪は、滑るように美琴の指をすり抜けていった。

「ん……」

「起きたか？」

　半目の春菜は神一郎に密着していることに気づくと、慌あわてて体を離はなした。その拍子に美琴と額ひたいをぶつけた。

「あたっ！」

「あ……すみません」

「いやいや。しゃがんでた私が悪かったよ。それで、神一郎の枕まくらは寝心地よかった？」

「え……あの……はい、ちょっと、よかったです」

　頰ほおを赤くして春はる菜な。こっちを見るな。そんな素直に言われると恥はずかしくなる。

　恐るべしウチデノコヅチ。普ふ段だんの春菜なら「よくなかったです！」とか言って神しん一いち郎ろうを突き飛ばすに違いない。

　おそらくそういう反応を予想していた美み琴ことは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいて、でもすぐに声をあげて笑った。

「はははっ！　だってさ神一郎。あんた枕まくらの才能あるかもよ」

「いらねえよそんな才能」

　神一郎は立ち上がると乱れた服を直した。どうせせがまれるだろうから、言われる前に春菜を車くるま椅い子すに乗っけてやった。

　時と計けいを見る。四時だ。スーパーのタイムセールは間に合わない。仕方ない、普通のお買い得品を買いに行こう。神一郎は朝の新聞にはさまっていたチラシの内容を思い出していた。

「俺おれ、夕飯の買い物行ってくるわ」

「え？　行っちゃうんですか……？」

　見上げる春菜の瞳ひとみが潤うるむ。見上げる美琴の瞳がにやける。

　別にスーパーに行くだけ。たかだか一時間ちょっと出てくるだけだ。が、今の春菜はそういうわけにはいかないのだ。

「……一いつ緒しよに行くか。メニューはあっちで考えよう」

「はいっ」

「美琴、留る守す番ばん頼む」

「はいよ。行ってらー」

　車椅子を押して外に出ると、冷たい風が頰を撫なでた。吐く息はまだ白くならないが、冬は確かく実じつに近くまで来ていた。ストーブを出さなければならない。物置を捜せばあるだろうか。そういえば、神一郎と美琴の部へ屋やの分の暖房器具はない。

「寒くないか？」

「はい。大丈夫です」

　振り返って、春菜は笑った。







　何をするにしても神一郎を頼るようになってしまった春菜。今日きよう一日振り回され、何とか相手をしてきた神一郎だったが、最大の難なん関かんが夕飯に待っていた。

　夕飯は煮物。皿に盛られた里さと芋いもやニンジンを見て、春菜は言った。

「神一郎さん、食べさせてください」

「んっ……！」

　米が喉のどに詰まりそうになった。

「お姉ねえちゃん？」

　何よりまずかったのはそこに周しゆう慈じがいたこと。周慈は箸はしを止め、何かの聞き違いではないかと姉を見る。しかしその姉は周慈の視し線せんなど気にせず神しん一いち郎ろうに煮物を差し出している。

「周慈！　私、いきなり特訓したくなっちゃった。庭行くよ！」

　即座に美み琴ことが椅い子すを倒して立ち上がる。

「え？　今からですか？　ご飯は……」

「終わってから！　ご飯食べてる時に襲おそわれるかもしれないでしょ」

　平凡な中学二年生の周慈が食事中に襲われることはないだろうが、とにかく美琴は周慈を強引に庭に連れて行った。ファインプレーだ。

　で、どうしろと。

　庭の美琴と目が合った。美琴は口をアホみたいに開けて、閉じた。「あーん」という口パクだ。やれというのか。

　一応訊きいてみた。

「春はる菜な、食べさせるってのはどうすればいいんだ？」

「それは……あの……あーん、です」

　やっぱり。

　車椅子に乗せてやるのはいい。靴下を履はかせてやるのもいい。宿題を一いつ緒しよにするのもいい。しかし、これは、できない。だってこれは、恋人同士だからこそなせる技ではないのか。家主と居候いそうろうの間でできるものなのか。

「神一郎さん……」

　頼むから一人ひとりで食べてくれ。と言ったところで意味はないだろう。

　箸を持つ手に汗が滲にじんでいるのがわかる。神一郎は里さと芋いもを箸で取った。そしてそれを、春菜の口の前まで持っていく。春菜は目を閉じ、小さく口を開けた。

「でっっきるかあああああっ！」

「あっ……！」

　神一郎は箸を投げ出し、リビングを飛び出した。そのまま階段を駆かけ上がり自分の部へ屋やへ。壊こわすような勢いでドアを開けると、そこでは窓から勝手に入ってきたカラ助すけとホウジが談だん笑しよう中だった。

「よう神一郎。おじゃましてえええええぇぇぇぇ……」

「カラスの旦だん那なあーっ！」

　我われながらいいシュートだった。







　今日きようほど一日が長いと感じた日があっただろうか。着替え同様、春菜が風ふ呂ろを手て伝つだってくれと言わなかったことがせめてもの救いだ。最近は、美み琴ことが一いつ緒しよに入って春はる菜なを手て伝つだっている。

　風ふ呂ろは回かい避ひしたものの、寝る時になって春菜は添そい寝ねを要求してきた。あーん同様、そんなことできるはずもなく、なんとか春菜を寝かしつけて戸と締じまりとガスの元栓を確かく認にんすると、神しん一いち郎ろうは部へ屋やの電気を消して万まん年ねん床どこになっている布ふ団とんに寝転がった。

　明日あしたもこんな感じで一日を過ごすことになる。今日きようは朝の九時から今の十一時まで、何時間春菜の顔を見ていただろうか。

「なあホウジ」

「何だい兄貴」

「ウチデノコヅチを使って春菜を元に戻したら、それまでのことは覚えてるのか？」

「多た分ぶんだが、忘れちまうな。今のあの娘この人格は、小規模だがウチデノコヅチの英えい力りよくで作られた人格だと言ってもいい。それが取り払われちまったら、それまでのことはきれいさっぱり、だろうな」

「そうか……」

　一度、寝返りをうった。静かな部屋に、衣きぬ擦ずれの音が響ひびく。

　神一郎は目を閉じた。明日も体力を使いそうだ。しっかり回復しておこう。

　が、そうもいかなかった。

「おい兄貴！　起きてくれ！」

　寝つく寸前で起こされた。ホウジが上に乗って跳はねている。神一郎はホウジを摑つかみ、目の前に持ってきた。

「どうしたよ」

「奴やつらだ。俺おれを狙ねらってる奴らが近くにいるんだよ！」

　言われて、周囲の英力を探る。しかし、美琴とホウジの英力以外は感じない。美琴も起きてこないということは、同じように英力を感知していないのだろう。

「俺ら以外のハテビトの気け配はいはないぞ」

「俺は英力感知の範はん囲いが他ほかの奴より広いんだ。見ろこのアフロを。ビンビンに反応してるじゃねえか」

　ホウジのアフロはまるで生き物のようにうねっていた。気味が悪い。そしてそれがアンテナかよ。

　ホウジの焦あせりは本物だ。周しゆう慈じの英力にも気づいたくらいだし、英力を感じる範囲が広いというのも噓うそではないのだろう。弱い生き物は擬ぎ態たいなど、身を守る技術が発達するという。英力が弱く体も小さいホウジが、神一郎以上の感知能力を持っているのもうなずける。

　神一郎は美琴の部屋がある方の壁かべを三回叩たたいた。前に決めておいたサイン。一回は飯ができた。二回はちょっと炭たん酸さんのジュース買ってこい。そして三回は緊きん急きゆう事態。この前、二回叩いた時はケンカになった。

　神しん一いち郎ろうの着替えが終わる頃ころ、着替えた美み琴ことが目をこすりながらやってきた。

「なーにー？　もうちょっとで万馬券だったんだけどー」

「夢のある夢の途と中ちゆうで悪いが、どうやらホウジを狙ねらってる連中が来てるらしい」

　その一言で美琴の目は覚め、そして不敵に笑った。

　このままやり過ごすという選せん択たくもある。それが一番危険が少ないだろう。しかし、美琴の顔を見る限り、そうする気はなさそうだ。そして神一郎もまた、そんなつまらない選択をするつもりなどなかった。

「……誘さそい出すか」

「そうね。賛さん成せい」

　敵がいるなら、今日きようこの場で潰つぶしてしまえばいい。逃げ回る必要などどこにもない。それでホウジの護ご衛えいは完了する。

「ホウジ、お前はここにいろ。ちょっとぶっ飛ばしてくる」

「あ……ああ。すまねえ兄貴、姉貴。生きて帰ってきてくれよ」

「はっ。私らをあんまりナメんじゃないよ。カラ助すけには連絡だけしときな。どこにいるかわからないけど、雌めすカラスの鳴き声でも真ま似ねしたら飛んでくるっしょ」

　窓から外に出る。冷えた空気が身を包み、気が引ひき締しまる。

　まだあっちはこちらの存在に気づいていない。場所を指定しそこに誘い出すことは十分に可能だ。

　神一郎と美琴は走り出した。人間の世界で戦せん闘とうする場合、ハテビトの存在を知られないためにも、場所は慎しん重ちように選えらばなければならない。誰だれにも見られない、見られてしまったとしても少人数で済むようなところ。

　十分ほどで目的地にたどりついた。そこは河か川せん敷じき。ベースやマウンドなど、草野球の設備が見える。前に北欧勢力のハテビト、赤いランドセルを背負った小学生の姿をした、ものすごく強い奴やつと戦った場所だ。ここならば、壊こわれるような物もないし、戦闘にうってつけだ。季節が過ぎ、若じやつ干かん芝しば生ふが寂さびしくなっていた。

　二人ふたりはそこで英えい力りよくを放出した。その小学生がやったように、自分たちの存在を相手に教えてやるのだ。近くにいるハテビトなら必ず気づく。もしその英力にびびって逃げるようなハテビトであれば、その程度だったということだ。

　案あんの定じよう、こちらに向かってくる英力反応を感知した。二人のようだ。

「速いな」

　神一郎が呟つぶやく。その二人のハテビトは、こちらに猛スピードで向かってきていた。

　近づいてくるにつれて、英力をはっきりと感じ取れるようになると、神一郎はあることに気がついた。

　この英力、覚えがある。

「よう。また会ったな」

　神しん一いち郎ろうと美み琴ことの前に姿を現したのは、長身の優やさ男おとこと、薄うす紅べに色いろの着物を着込んだ人形のような少女。少女の方は、確たしかアオイといったか。

「君は……」

　優男が口を開く。

「え？　あんたら知り合い？」

　美琴は神一郎と優男を交互に見やった。そういえば、美琴に言うのを忘れていた。

「まあな。前に駅前で会った」

　と、美琴を見た優男はすかさずナンパを開始していた。いつでもどこでもナンパをするその根性は見上げたものだ。

「やあ、きれいなお嬢じようさん。よろしければ今度、一いつ緒しよにフランス料理でもどうだい？　ワインの美お味いしいところを知ってるんだ。僕はゲンジ。以後よろしく」

「あら、それはどうも。でもフランス料理は肩がこりそうだね。私は牛ぎゆう丼どんでいいや」

　似合い過ぎる。

「じゃあ俺おれはつゆ少なめのネギ多めな」

「何でお前も来るんだよ！　いってえ！」

　ゲンジと名乗った優男はアオイにまたもすねを蹴けられ、回転しながら飛とび跳はねるというリアクションを見せてくれた。

「懲こりない人ですね。……ところで」

　アオイは神一郎を見み据すえた。

「英えい力りよくを出して私たちを呼び寄せるとは、一体何の用でしょうか。私たちには仕事があるのですが」

「仕事ってのは、ホウジっていうハテビトを追いかけることだろ？」

　アオイの目つきが変わる。次いで、飛び跳ねていたゲンジもその鋭するどい視し線せんを神一郎に向けた。一いつ瞬しゆんにして、空気が変わった。

「何な故ぜそれを？」

「俺らはホウジから護ご衛えいを依頼されたんだよ。ハテビトに襲おそわれてるから助けてくれってな。つまり、お前らとは今敵対関係にあるってことだ」

　それにしても、まさか日本勢力のハテビトに追われているとは。ホウジの奴やつは、一体何をしでかしたというのだろう。身内に追われるなどよほどのことだ。

「……私たちの仕事は上層部から受けた正式なもので、妨害要素の排除も許可されています。それがたとえ同じ勢力であっても、です」

「そうそう。だからさ、ここは穏おん便びんに済ませようよ。僕たちだって同胞と戦いたくないんだ。君たちがホウジを差し出せば、それで解決だろ？」

「そいつは無理だ。俺おれらもホウジを守らなくちゃいけない理由があるんでね」

　ホウジがこいつらに連れていかれれば、ウチデノコヅチも当然持っていかれてしまう。そうすると、春はる菜なが元に戻らない。春菜が戻らないと……どうしよう。いや、本当にどうしよう。

「そうですか。それでは、実力行使しかないですね」

　アオイから殺さつ気きの混じった英えい力りよくが放出される。

「そゆこと。何かさ、私らって同じ勢力の奴やつと戦うこと多くない？」

　美み琴ことはブラシを取り出し、屈伸運動を始めた。

「そういやそうだな」

　神しん一いち郎ろうもクサナギを握る。白い柄えに金の鍔つば、黒くろ塗ぬりの鞘さやにおさめられた日本刀。日本勢力が誇る三つのイルフィニのうちの一つだ。刀自みずからが持ち主を選えらび、選ばれた者でないと抜くことができない。そして、抜いた者には強大な力を与えるという。

　神一郎はこの前のツクヨミとの戦いでこの刀に選ばれ、抜いている。が、真剣状態のクサナギは英力の消耗が尋じん常じようではない。神一郎の英力をもってしても数分が限界である。できれば抜ばつ刀とうは最後の手段にしたい。この刀が鞘状態でも十分に戦えるということは実証済みである。

　ゲンジの持つ武器はというと、形状は槍やりに近いが、刃やいばが曲きよく線せんを描き斬きりの攻こう撃げきにも対応している武器、いわゆる薙なぎ刀なただった。

「では、いかせてもらいます」

　そしてアオイは、まず自分の着ていた着物を、帯を緩ゆるめ脱ぎ捨てた。その下には白い小こ袖そでと真まっ赤かな袴はかま。その上から、青い粒子から形作られる色いろ鮮あざやかな布を何重にも纏まとっていく。アオイの可か憐れんさもあって、それは幻想的な光景にも見えた。

　これで真冬も安心とばかりに重ね着をしたアオイは、左右のペリカンのくちばしみたいに大きな袖に両手を突っ込んだ。武器を取り出す気だ。アオイの体格からしても、おそらく二本の短刀だろう。神一郎は半ば無む意い識しきのうちに、短刀との戦い方を反はん芻すうしていた。

　が、次の瞬しゆん間かん神一郎の耳の横を通過したのは、指先ほどの大きさの鉛なまり玉だまだった。

「えー……」

　遅れて音が届いた気がした。それは紛まぎれもなく火薬が急速に燃ねん焼しようする音、つまり銃声。

　アオイの両手には、黒光りする二に挺ちようの銃が握られていた。

「ちょっと待ったあ！」

「……何でしょうか」

　アオイの眼光はナイフのように鋭するどく、そして二つの銃口は神一郎と美琴にそれぞれ向けられている。

「何でその格かつ好こうでそれが出てくんだよ！」

「……私がベレッタを持っていてはおかしいと。トカレフ、もしくはワルサーであったならばよかったと？」

「そこじゃねえ！」

　アオイは眉まゆをひそめる。何を言ってるんだこいつはと目が言っている。

「私のこの服装にこの武器が合わないことなど承知の上です。私は、戦せん闘とうにおいて最も有効な武器が銃だと判断し、これを選せん択たくしました。それ以外の理由など存在しません」

　アオイはたて続けに発砲。美み琴ことは横に跳とんでよけ、神しん一いち郎ろうは刀で弾はじいた。

　別に、相手が銃だからといってどこに不利があるというわけではない。銃口や視し線せんに注意すれば弾たまをよけることも弾くことも可能だ。銃だって完全無欠の武器ではない。

　でも、何だかしっくりこないのは何な故ぜだろう。

「ちょっと神一郎、これ音やばいんじゃない？」

　美琴が言った。確たしかに銃声は大きく、響ひびく。いくらひと気のない場所を選えらんだとはいえ、音は周囲の家まで届いてしまう。今の季節では花火だとごまかすこともできない。

「ああ。それなら心配ないよ」

　そう言って、ゲンジは一枚の紙切れを取り出した。短たん冊ざくくらいの長方形の紙だ。そしてそれを破いた。




　英えい符ふ。それはそういう名前で呼ばれている。英えい力りよくが込められた札で、破ることによって何らかの効果を発生させる使い捨ての道具。手に入れようと思えばすぐに手に入るが、かなり高価なので、そう何枚も所持することはできない。ちなみに、神一郎と美琴は一枚も持っていない。だって高いし。

「防音の英符だ。これで周囲に音は漏もれないよ。念のため人払いの英符も持ってきたけど、これは使わなくてもいいみたいだね」

「どうも」

　神一郎は地面を蹴けりアオイへ突っ込む。同時に美琴はゲンジへ。

　迎むかえ撃うつアオイの銃弾を弾き、距きよ離りを詰める。接近してしまえば、刀が確かく実じつに有利。

　ゲンジの得え物ものが薙なぎ刀なたというところをみると、接近戦はゲンジ、その援えん護ごをアオイが銃で行うというスタイルなのだろう。理想的な連携だが、それならば分散させてしまえばいい。ゲンジを倒さないまでも美琴が抑え、そのうちにアオイを神一郎が倒す。それから二人ふたりでゲンジを袋ふくろ叩だたきにする。神一郎の頭には一いつ瞬しゆんでそのプランができあがり、美琴もそれを感じ取ったようだった。

　神一郎が刀を振りかぶる。もう引き金は間に合わない。

「だらあっ！」

　が、神一郎の刀はあっけなく防がれた。確たしかに、首から上は打つまいと、肩からの袈け裟さ斬ぎりを狙ねらった。同胞ということで手加減もした。しかし、普通なら戦闘不能に追い込めるほどの威力はあったはず。

　鞘さやに入ったクサナギを、アオイは腕一本でガードしたのだ。腕の骨が折れるようなこともなく、アオイは涼しげな顔をしている。

「おいおい……。マジかよ」

　思わず感嘆の声が漏もれた。

　考えられることは一つ。

「その着物か」

「はい。このイルフィニ『ヒトエ』は、刀、槍やり、飛び道具など十二種類の武器攻こう撃げきに対して高レベルの防御を発揮します。日本が誇る最硬のイルフィニ『ヤタノカガミ』とまではいきませんが……」

　アオイは銃口を神しん一いち郎ろうの額ひたいに突きつけ、引き金にかけた指に力を込め──。

「あなたを相手にするには十分です！」

　鉛なまり玉だまを発射した。

「くっ」

　神一郎は上半身をいっぱいに後ろに反そらし弾丸を回かい避ひ。そのままの体勢からアオイの腕を蹴けり上げ時間を稼かせぐ。芝しば生ふの上に手をつき、バック転を繰くり返して距きよ離りをとった。

　十二種類って何だよ。パッと思いつかない。しかし、そんなことを考えている場合ではない。現に、神一郎の刀は防がれたのだ。アオイはてっきり後方からの援えん護ごだけだと思っていたが、あのイルフィニがあれば単独での戦せん闘とうも可能になる。相手の戦法を読み、陣形を崩くずしただけで勝った気になっていた自分に腹が立つ。

　アオイの射撃は続く。神一郎は横っ跳とびで回かい避ひしながら、焦あせることなく次のプランを引き出した。

　誰だれでもわかる銃の弱点。弾たま切ぎれである。

　アオイの銃はオートマチック。装弾数は十五発前後と考えていい。はじめに威い嚇かくとして撃うった分も含めて、すでに相当な数を撃っている。

　そろそろのはずだ。

　神一郎は再び地面を蹴った。

　アオイだって、弾の数を考えずに撃っているということはないだろう。しかし、戦うには撃ち続けるしかないというのも事実。

　接近しながら数発を刀で弾はじいたところで、アオイの右手の銃から射撃がなくなった。ということは、左の銃もあってあと一、二発だ。

　体はヒトエで守られている。狙うならば首から上。そして弾の残っている左の銃を使わせないように、左手で防御させる。神一郎は右、アオイから見て左側から刀を振った。

「はっ！」

　予想通りアオイは左腕で刀を防ぐ。

「基本に忠実な、お手本のような戦い方ですね。つまりそれは、私でも予測が可能だということです」

「読まれてたってな、押し切れりゃ問題ねえだろ」

　アオイの身長は、神しん一いち郎ろうが膝ひざ蹴げりをぶち込むのにちょうどいい高さだ。神一郎は左足を踏ん張った。

「押し切れれば、の話ですが」

　静かにそう言ったアオイは、右手で銃を操そう作さし空からのマガジンを落とす。そしてその銃を下手で投げた。

「おっ……」

　顎あごに当たりそうになり、かわした拍子に一いつ瞬しゆんだが神一郎の気が逸それる。同時に刀を左腕で強引に弾はじかれた。

　左の残っている銃弾が神一郎の足元に炸さく裂れつし、神一郎は一歩後ろに下がる。

　その動作と一いつ緒しよにアオイは空いた右手で袖そでから新たなマガジンを取り出し、投げた銃が落ちてきたところでそれを装そう塡てんしつつキャッチした。すぐさまバックステップと共に連射する。

　また距きよ離りを置くことになってしまった。アオイはかなりの銃の使い手だ。

「やってくれるじゃねえか」

　アオイはのんびりと左に持つ銃のマガジンを取り換え、再び神一郎に銃口を向けた。

　抜ばつ刀とうするか。真剣となったクサナギならば、ヒトエの防御を貫つらぬくこともおそらく可能だろう。神一郎は英えい力りよくを使い果たしてしまうだろうが、美み琴ことならゲンジくらいなんとかしてくれるはず。

　いや待て。神一郎は横目で美琴が持っている物を確かく認にんした。まだ選せん択たく肢しはある。抜刀にはまだ早い。

「代打、天あま霧ぎり美琴！」

「ほいきたっ！」

　美琴はゲンジの膝を蹴り体勢を崩くずさせると、その隙すきにアオイへと標的を変え跳とびかかった。それと入れ替わりに神一郎はゲンジに向かって走り出す。

「悪いが、男の相手をしてもらうぞ」

「はは。女の子だと本気になれなかったんだよね」

　ゲンジは薙なぎ刀なたの切っ先を神一郎に合わせた。

　ここは交代だ。まさかヒトエも、清掃用具を持った奴やつに攻撃されるとは思うまい。

　美琴は近距離からの弾丸を、そのしなやかな筋肉と柔らかい体で器用によける。風ふ呂ろ上がりのストレッチがここにきて役に立った。

「うりゃあああっ！」

「つっ……」

　アオイは繰くり出されるブラシを銃で受け、さっきのように腕で防ごうとしない。やはり、ヒトエはブラシ攻こう撃げきに対応していない。ならば、美み琴ことの前ではあれはただの布同然だということだ。アオイにとって最悪の相あい性しようといえる。きっと、ブラシの先が取れてただの棒になってしまったら、ヒトエに防がれてしまうのだろう。防御能力は認めるが、意外に融ゆう通ずうのきかないイルフィニだ。

　だが、防御もできなくなり、なおかつ不利な接近戦だというのに、アオイは怯ひるまない。小柄な体で、ヒトエの翻ひるがえる布を上う手まく目くらましに使いながら美琴の連撃を凌しのいでいる。重そうな見た目のヒトエだが、アオイの動きからそれを感じることはない。ああ見えて軽いのだろうか。

「このっ……！」

　ブラシの柄えが片方の銃を弾はじき飛ばした。が、その時美琴に生じた隙すきを見み逃のがさず、アオイはもう片方の銃を美琴に向けて撃うった。

　その弾丸を美琴が紙かみ一ひと重えでよけた時、それは起こった。

「あ……」

　ガチっという小さな音がして、アオイの銃は機き能のうを停止した。

　連射性や装弾数でリボルバーに勝まさるオートマチックの弱点、薬やつ莢きようの排出ミスによる弾たま詰づまりだ。どれだけ手入れをしても起きる時は起きる。これは運が悪かったとしか言いようがない。このＪＡＭとも呼ばれるアクシデントは、決定的と言えるチャンスを美琴に与えた。

　美琴は不敵に笑う。

「あらぁ、こんにちはＪＡＭおじさん」

　神しん一いち郎ろうが不発に終わった膝ひざ蹴げりを、美琴がクリーンヒットさせた。小さな体はふわっと宙に浮く。そこを今度はブラシで地面に向かって叩たたきつけた。

「おあああっ！」

「っ……」

　芝しば生ふが散る。人の体は、地面にぶつかった時バウンドするものなのか。背中から叩きつけられたアオイの体は、わずかな時間だったが確たしかに跳はね返った。すっげえ力。

「アオイ！」

　駆かけ出そうとしたゲンジをクサナギが制する。この状態で神一郎に背を向けることがどれだけ愚かなことか、ゲンジは理解したようだった。

「ちょっとは相棒信じてやれば？」

　ゲンジの顔に優やさ男おとこの面おも影かげはなく、今や完全に神一郎を敵とみなした、一人ひとりのハテビトのものとなっていた。

　神一郎はこの前のナンパ失敗男を見直しながら、久し振りの戦せん闘とうに心を高揚させていた。もう相手を同胞とは考えない。ゲンジとアオイの任務遂すい行こうに対する意志は強い。こちらに迷いがあれば即座にやられる。

「はっ！」

　薙なぎ刀なたの刃やいばが迫る。過去、槍やりとは戦ったことがあるが、薙刀はない。間合いは同じくらいだが、刃の軌道が違う。これは目と体を慣ならすのに時間がかかりそうだ。

「刀を抜け！　手加減など僕は許さないぞ！　それにそのふざけたシールは何だ！」

「はっ。このオシャレがわからないとは残念な奴やつだ！」

　そう、クサナギにはある工夫が施ほどこされていた。もし他ほかのハテビトと出会った時にクサナギだとバレないように、鞘さやにリンゴのシールが貼はってあるのだ。これは「どうしたらバレねえかな」「シールでも貼れば？　クサナギにシール貼る奴なんていないっしょ」「お前……頭いいな」「でしょ？」という十秒足らずの会話から生まれたものだ。

　ゲンジとアオイはこれがクサナギだと気づいていないようだ。日本勢力を代表するイルフィニだけあって、知名度は高いのだが、形は普通の刀なので似たような物はたくさんある。それにまさかリンゴのシールが貼ってあるなど夢にも思わないだろう。
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　ゲンジは軌道を低く、足払い。片足だけ浮かせて体勢を崩くずすよりも、いっそのこと跳とんでしまった方がいい。

　神一郎はジャンプすると、ついでにとそのままドロップキックを放った。揃そろえた両足の靴の裏がゲンジの胸に命中した。

「おぐうっ！」

「お、当たった」

　ゲンジは数秒呼吸が止まったようで、ひっひっと変な息をしている。何か言いたそうなので待っていると、やがて息を整ととのえこんなことを言った。

「卑ひ怯きようだぞ！」

「はあ？」

「ドロップキックなんて、これはプロレスじゃないんだ！　刀を持ってるなら刀でこい！」

「知るかボケ。これは試合じゃねえんだぞ。何使おうが俺おれの勝手だ。別にお前だってドロップキックすりゃいいじゃねえか」

　こいつ、いい感じにバカだ。真剣に戦っているはずなのに、どうしても緊きん張ちよう感かんに欠ける。今の今までマジメな顔をしていたというのに。あの顔は長く続かないようだ。

　ゲンジは数歩下がり、走り出した。そして神しん一いち郎ろうの前で踏み切ると、両足を揃そろえてこちらに向けた。

「ていやあ！」

「ほっ」

　その両足をキャッチ。来るとわかっていれば摑つかむことなど容易たやすい。

「へ？　うあああああっ！」

　ジャイアントスイングから放り投げる。まさかプロレス技を二回連続で使うことになるとは思わなかった。それにしても、言ったそばから本当にドロップキックをするとは。

「卑怯だぞ！」

　後頭部を強打したゲンジはそれでも立ち上がり、さっきと同じことを言った。

「はあ？」

「僕の攻こう撃げきを誘ゆう導どうするなんて、君に騎き士し道どうというものはないのか！」

　どうやら、ゲンジのドロップキックは神一郎に誘導されたものらしい。使えばいいじゃねえか、じゃあ使う。このやりとりは、ゲンジにとって神一郎の陰いん謀ぼうにハマったということになっている。

「お前さ……おもしろいけど、なんかうざいわ」

　これは単なる予想だが、ゲンジはゲームで負けて本気で怒るタイプだ。コントローラー投げたりして。大人おとなげないったらありゃしない。

「うるさい！」

　薙なぎ刀なたの刃やいばをクサナギで受ける。

　が、異常が起きた。

「うっ」

　突然、神一郎を目め眩まいが襲おそった。足もとがふらつく。それは一秒の半分くらいの出来事で、いくらゲンジでも見み逃のがすはずがなかった。

　薙刀が神一郎の体をかすめ、胸を服ごと斬きりつけた。とっさに後ろに跳んだため傷は浅い。

　今のは何だ。神しん一いち郎ろうは原因を探った。あの薙なぎ刀なたはイルフィニで、その効果だろうか。いや、今のはもっと体の内部からきたような気がした。体に満ちているはずの英えい力りよくが乱れたのだ。昼間に変な物でも食べたっけか。

　わからない。まあいい。考えるのは後だ。

「とどめだっ！」

「調ちよう子しに乗るなアホ！」

　勢いづいたのか、ゲンジは突っ込んでくる。

　神一郎の目がゲンジの振るう薙刀の速さに慣なれてきた。前にはあの北欧勢力が誇るグングニルとやり合ったのだ。ゲンジの腕は確たしかだったが、それでも見劣りは否いなめない。

「だあっ！」

「ぐ……」

　クサナギの鞘さやがゲンジの腹にめり込む。もう少し上に当てればあばら骨を折ることもできた。

　ゲンジは腹を押さえ、数歩後ずさる。

「君……ただ者じゃないな。もしかしてすごいハテビトかい？」

「別に。料理が得意なただのハテビトだ」

「そうか……。じゃあ単なる僕の修行不足かな」

「そうだな」

　神一郎はクサナギを握り直すと、構えた。抜ばつ刀とうしなくても力の差は歴然。油ゆ断だんせずに戦えば勝てる。

　その時、銃声が響ひびいた。その音はさっきまで聞いていたものより大きく、重々しいように感じた。

　見れば、芝しば生ふの上に倒れ、上半身だけ起こしたアオイが美み琴ことに向けて発砲していた。ただ違うのは、持っている銃がベレッタではなくショットガンだということ。長い銃身の先から灰はい色いろの煙が細く立ち上っている。

　美琴の白い頰ほおに赤い筋が一本描かれた。すぐにそこから血が流れ出る。

　あんな物どこから、って、あのでかい袖そでか。そういえばランドセルに身長くらいある槍やりを収納している少女もいた。

「美琴っ！」

「平気！　かすっただけ」

　アオイは後ろに跳とび、空いている片手ですぐさまもう一丁の銃を袖から取り出し、引き金を引いた。

　途と端たん、辺あたりが強く白い光に包まれる。神一郎も美琴もたまらず目をつぶった。

「ゲンジ！　退ひきます！」

「お、おう」

　閃せん光こう弾だんか。準備がいいことだ。

　二人ふたりのハテビトは、来た時と同じようにかなりの速さで去っていった。追つい撃げきは、やめておこう。防音の英えい符ふの範はん囲いから出てしまう。

　目を開けると、それでもまだチカチカする。

　ゲンジとアオイの英えい力りよくはもう感じない。十分な距きよ離りをおいて、英力の放出を抑えたようだ。

「美み琴こと、大丈夫か？」

　美琴は頰ほおに流れる血を袖そでで拭ぬぐった。血はもう止まっていた。

「うん。あのチビ、まさかショットガンまで持ってるとはね」

　周囲に銃は落ちていない。閃光弾を使った一いつ瞬しゆんの間に、美琴に弾はじかれた銃を回収していったらしい。

　神しん一いち郎ろうの胸の傷も、もう血が止まって治ち癒ゆが始まっている。服はどうしようもない。また買い足すことにしよう。

「見てたよ。あんたどうしたの？　ふらっとしてたじゃん」

「それがだな、お前がポニーテールにした時のことを考えたら目め眩まいがしてな」

「それすっげー失礼じゃない!?　じゃああたしもあんたが丸刈りにした時のこと考える。…………あひゃひゃひゃひゃ！」

「うっせえ」

　どうせ似合わねえよ。

　とにかく、撃退には成功した。逃げられたのは悔くやしいが、これでホウジは今夜もゆっくり眠れる。

　何より問題なのは、ホウジを追っているのが日本勢力であるということ。これはホウジに問い詰める必要がある。

　と思ったらあっちから来てくれた。

「うおーい！」

　三本足のカラス、カラ助すけが飛んできた。その背中には厄やつ介かい事ごとを持ってきた張本人、サングラスアフロが乗っている。

「おお！　生きてくれてたか二人共！」

　ホウジは神一郎の頭に飛び乗ると、歓喜のダンスらしいものを披ひ露ろうした。神一郎からは見えないが、ステップが直じかに頭に伝わってくる。

「敵は？」

　辺あたりを見回してカラ助が言った。

「逃げられた。っていうか、そのことで話がある」

　神一郎は頭の上のホウジを摑つかみ、アフロを引っ張った。

「いてててて！　何するんだよ兄貴！」

「お前な、どうして日本勢力の連中に追われてんだよ。何しやがった」

「……え？」

　ホウジの反応は決して演技ではなく、本当に今知ったことのようだった。ホウジの話によると、襲しゆう撃げきはいつも狙そ撃げきで、敵の正体は知らなかったという。確たしかに、アオイなら狙撃くらいやってのけてもおかしくない。むしろよく逃げ切ったと褒ほめてやりたい。

「ま、とりあえず家帰らない？　私シャワー浴びたいんだけど」

　美み琴ことが汗で額ひたいにくっついた前髪をうざそうにかき上げた。







　ホウジの事情聴ちよう取しゆをしようとしたら、ホウジは安心したのか昨日きのうに続きすぐ眠ってしまい、美琴はさっさとシャワーを浴びにいってしまった。神しん一いち郎ろうも、昼間の精神的疲労とさっきの肉体的疲労のせいで、体が睡眠を欲しがっている。話を聞くのは明日あしたにするしかなさそうだ。

　汗をかいた服を洗せん濯たくかごに投げ込んで、飲み物を探しに冷れい蔵ぞう庫こに向かおうとした時、春はる菜なの部へ屋やのドアがかすかに開いていることに気づいた。最後に春菜の部屋を出たのは神一郎で、その時は確かに閉めたはず。一回起きたのか。

「あ、そういえば、姉ねえちゃんの方がお前のこと呼んでたぞ」

　頭の上のホウジが言った。

「あー、どうせトイレに行くから車くるま椅い子すに乗せてください、とかだろ」

　部屋の中を覗のぞいてみる。春菜は寝ていた。車椅子の位置が少し変わっている。どうやら仕方なく自分で乗ったようだ。いや、それが普通なんだけど。

「……あ」

　穏おだやかに眠る春菜の目元、そこにはうっすらと残る涙の跡があった。

　泣いたのか。呼んでも来てくれなかったから。二階に上がれず、呼ぶことしかできなかったから。

「ごめん」

　一応、そう言っておいた。







　３、 ロリコンかエリートか







　ハテシナにおける日本勢力は、いくつかの地域に分かれている。そしてここは、行政に関する機き関かんが集まる地域、首都とも言える『オノゴロ区』である。そこに建ち並ぶ高層ビルたちの中に、鏡かがみのように辺あたりの風景を映す外がい壁へきを持つ建物がある。その一室で、三人のハテビトが会かい議ぎをしていた。

「今回のことは残念だったな、オオクニ」

　まず口を開いたのは、日本勢力を統括する二人ふたりのうちの一人ひとり、ナギであった。白髪にこれまた白い髭ひげをたくわえ、きっちりとスーツを着ていた。かなりの高こう齢れいであるが、背筋も曲がることなく、堂々としていた。

「惜しい奴やつを亡くしたねえ。あたしはかなりあいつに期待してたんだけどね」

　次に発言したのは、ナギと共に日本勢力のトップに立つハテビト、ナミ。こちらは茶ちや色いろの和服に身を包み、黒い髪をしっかり結ゆわいている。少々厚めの化粧は、止めようのない老化に対するせめてもの抵抗だった。だが、その化粧も最近はノリが悪い。

「はい……。彼は、次の人事でもう一つ上に行く予定だったのですが、まさかこんなことになるとは……」

　その威圧感溢あふれる二人に見み据すえられ、今にも参ってしまいそうなのが法務局を取りまとめているハテビト、オオクニである。

　日本勢力の行政は、いくつかの局に分かれて行われている。法務局もそのうちの一つで、犯罪の取とり締しまり、裁判、それにハテビトたちへの任務の管理も法務局の管かん轄かつとなる。そして各局の上にあるのが、ナギとナミで構成される、すべての決定権を持つ最高議ぎ事じ局きよくである。

　ムースで固めたオールバックにストライプのラインが入ったスーツ。壮年のハテビトは、無念の表情を浮かべていた。

「それで、調ちよう査さは進んでいるのか？　あの事件の調査と並行して進めるように言ったはずだが」

　ナギが言うと、オオクニはクリップでとめた数枚の書類を提出した。

「こちらを。『忌き獄ごく』に関する調査結果です。新たな情報が入り次第、追ってご報告をさせていただきます」

　ナギはペラペラと書類をめくり、おおまかに目を通す。ナミもそれを受け取ると、簡かん単たんに目を通した。

「ふむ……わかっているのはこれだけか」

「申もうし訳わけありません。我われ々われも尽力していますが、奴やつらも逃げ隠かくれが上う手まく、調ちよう査さも難なん航こうしております」

　ハンカチで額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、オオクニは言った。エアコンは稼か働どうしていて、室内は適温に保たれているはずだが、妙に汗が出る。それも当然だ。ここでの受け答えしだいで、もしかしたらクビが飛ぶかもしれないのだ。

「逃げ隠れが上手い。もしくは、匿かくまっている奴がいる。そういうことかねえ」

「そちらの可能性も十分にあり得ると」

「……わかった。ご苦労だったなオオクニ。引き続き頼む」

「はい。それでは失礼いたします」

　深々と礼をして、オオクニは部へ屋やを出ていった。

　部屋に残されたナギとナミは、しばらく無言で期待より少なかった調査報告書を眺めていた。

「身内を疑いたくはないんだが……」

「甘いねじじい。あたしはむしろ、そっちの可能性が高いとみてるよ」

「そうか……。そうかもな」

　ナミは書類の束を机に叩たたきつけると、その上に拳こぶしをぶつけた。

「ふん。いつか丸ごとぶっ潰つぶしてやるよ」

「まあまあ。そう熱あつくなるな。お前さん、最近血圧が高いそうじゃないか。今は若いのに任せておこう」

　なだめるナギの声が届いたのかどうかはわからないが、ナミは一つ大きく息を吐くと、皺しわのついてしまった書類をもう一度めくった。

「ふん。若いのねえ……。じじい、あんた、あの二人ふたりを妙にかわいがってるみたいじゃないか。アマテラスの件の功こう績せきは認めるが、ちと甘やかし過ぎじゃないかい？」

　ナミは書類から目を離はなすことなく、ナギに言った。

「あの二人に私は期待している。だから、リスクは大きいが、今は好きなようにやらせておきたいんだ」

「ま、あたしは知らないからね。何かあったら、あんたが責任を取るんだね」

　ナミの言葉に、白髪の老人はかすかな笑えみで答えた。




　　　　＊　　＊　　＊




　日にち曜よう日びの朝、昨日きのうの疲れもあってか、神しん一いち郎ろうはいつもより二時間ほど起きるのが遅くなった。今から朝ご飯を食べてもすぐに昼になる。なら昼まで待とう。

　周しゆう慈じは自分で朝ご飯を作って食べて、ランニングに行ったようだ。美み琴こととホウジはまだ寝ている。神一郎は昨夜ゆうべの戦せん闘とうの後シャワーを浴びずに寝てしまったので、気持ち悪い汗を流すためにシャワーを浴びた。

　風ふ呂ろ場ばから出てくると、リビングには春はる菜ながいて、パジャマのままテレビを観みていた。

「よう。おはよう」

「おはようございます」

　春菜は朝起きたらまず紅こう茶ちやを飲む。神しん一いち郎ろうはカップにお湯を注ぐとティーバッグを放り込んだ。ティーバッグではあるが、春菜が買ってきた物だから、どこか有名なやつなのだろう。一分ほど待って、ミルクと砂さ糖とうをつけて持っていく。

「ほい」

「ありがとうございます」

　てっきり昨日きのうの夜、呼んでも来てくれなかったことを怒られるかと思ったが、春菜は覚えてないのか、それとも大した用事でもなかったのか、そのことには触れようとしなかった。もちろん、ヤブヘビ確かく定ていなので、神一郎から訊きくようなことはしない。

　またも靴下だけ残して着替えた春菜に靴下を履はかせたところで美み琴こととホウジが起きて、改めて今回のことについて話をすることにした。神一郎の部へ屋やで、三人のハテビトが定位置について腕を組んでいた。

「本当に心当たりはないんだな？」

「信じてくれよ。本当に俺おれは何も知らないんだ。何で狙ねらわれてるのかも、どうして敵が日本勢力なのかも」

「んー、それは信じるけどさ、このままだと謎なぞだらけなんだよね」

　ちなみに、カラ助すけには一度ハテシナに戻ってもらっている。ハテシナでゲンジとアオイのことを調しらべてもらうためだ。アオイは、この仕事は上層部から受けた正式の任務だと言っていた。そのことを確たしかめてもらうのも目的の一つだ。

　とりあえず推測できるのは、ホウジが生きていると困るハテビトがいるということ。そしてそれは、上層部の中にいるかもしれないということだ。もしこの推測が確かならば、大事件になること間違いなしだ。

「ホウジ、お前が初めて襲おそわれた時より少し前に変わったことはなかったか？」

「えーっと……何かあったかなあ。結構前のことだから、よく覚えてねえや。っていうか、なんか記き憶おくが抜けてる部分がある気がするぞ」

　とりあえず、ホウジの頭を殴ってみた。

「おおい！　殴ったら思い出すとか、俺はそんなベタじゃねえって！」

「なんだつまらん」

　今考えてみれば、よくもまあ今の今まであのアオイの狙そ撃げきから逃のがれてきたものだ。的まとが的だから当たりにくいというのもあるだろうが、ホウジがここで生きているというのは奇跡に近いかもしれない。ホウジの英えい力りよく感知能力が広くなければ、今いま頃ごろホウジは墓の下だろう。

　だが、一度姿を見せてしまった以上、今度からは狙そ撃げきなどではなく正面からやってくる。今いま頃ごろ、銃の手入れをしているに違いない。

　できることならホウジを連れてこの街から出ていきたいところだが、神しん一いち郎ろうたちの任務はここでの常じよう駐ちゆうとなっているし、何より双ふた子ごから離はなれるわけにはいかない。姉はウチデノコヅチで元に戻さないといけないし、弟はイルフィニを体に宿しているのだ。しばらくは迎撃という形をとるしかない。

「でもさ、あいつらそんなに強くなかったし、大丈夫じゃない？」

　アオイのイルフィニ、ヒトエがブラシの前には役たたずだということで、美み琴ことは余裕の表情をしていた。

「油ゆ断だんは禁物だぞ、美琴。ゲンジはともかく、アオイは何するかわからん。袖そでからバズーカ出したって不ふ思し議ぎじゃねえ」

「うわっ、出しそー」

　まあ、この家のことは知られていないからいきなり襲おそわれることはないだろう。あいつらも神一郎たちの任務がこの街の常駐だということを知っているから、街の中をくまなく捜すはず。だが、そこでまずあたるのはホテルなどの宿泊施設。まさか民家に転がり込んでいるとは思うまい。

　もう一度あいつらと戦わなければいけないのだろうか。それを避けるには、もっと情報が必要だ。

　くそ。まだ情報が足りない。今回のことを解決するための情報が。

「とりあえず、カラ助すけを待つか。明日あしたには帰ってくるだろ」

　カラ助は鳥のくせに首飾りのような物をつけていて、実はそれが伝達装置の役割を果たしている。ここに取り外した首飾りの一部があって、これに英えい力りよくを込めるとカラ助に届くようになっている。遅いようなら呼び出すことができる。

「よし。じゃあ兄貴、約束通り、俺おれの地元に伝わる料理のレシピを教えるぜ」

「そうだったな。詳しく頼む」

　神一郎は部へ屋やに持ってきていた今け朝さのチラシの中から、メモに使えそうな裏が白い物を引っ張り出した。美琴が「おばさん臭くさっ」と軽くひいた時、一階から春はる菜なの声。もちろん神一郎を呼んでいる。

　今度は理科だった。







「どうしても欲しい本があるんですよ」

　そう春菜は言った。駅に向かう途と中ちゆうのことである。いつも行く本屋は駅前のデパートの中にある。神一郎は春菜の後頭部を見ながら車くるま椅い子すを押していた。

　その辺をゲンジたちがうろついているかもしれないので、あまり外には出たくなかった。今日きようの夕飯も冷れい蔵ぞう庫この中の物だけで済ませようと思っていた。しかし、そこにきて春はる菜なが本を買いに行きたいと言い出したのだ。当然、今の春菜が一人ひとりで行くはずもなく、車くるま椅い子すを押す役目に神しん一いち郎ろうが抜ばつ擢てきされた。それなら買ってきてやると提案したが、それも即座に却下された。

　ホウジは美み琴ことに任せてある。特に心配はいらないだろう。

「俺おれも何か買うかな」

　午後になって、駅前の繁はん華か街がいは多くの人で賑にぎわっていた。ところどころに目を三角にくりぬいたカボチャの置物が置いてある。そういえば、そろそろそんな時期だ。

「あ……宮みや野のさんと加か藤とうさんだ」

「ん？　知り合いか？」

　春菜の視し線せんの先には二人ふたりの少女がいて、何やら男と立ち話をしているようだった。

「はい。同じクラスの友達です」

　春菜はそう答えたが、神一郎の目はすでにその男の方に向けられていた。

　またやってるよ、あいつ。

　春菜が一いつ緒しよにいる今、あいつとの遭そう遇ぐうは好ましくない。神一郎が車椅子を反転させようとすると、先にあっちに気づかれてしまった。少女二人が小走りに近づいてきて、それを追うようにやってきた男と目が合った。

「あ、春菜。もしかしてデート？」

　宮野か加藤か知らないが、メガネをかけた方が神一郎のことをチラッと見て言った。同じクラスということは、この前春菜の教室に入った時に見ているかもしれない。

「違う違う！　ちょっと一緒に買い物しにきてるだけだって」

「それをデートって言うんじゃないの？」

「え？　あ、だからえっと……」

　なかなか鋭するどいツッコミをするメガネだ。春菜はしどろもどろになりながら「違うって」を繰くり返す。

「春菜、悪いけどちょっと友達と一緒にいてくれないか？　俺、近所に用事思い出した」

「神一郎さん？」

　振り返る春菜。その目には不安の色が見えた。

「悪いな。ちょっと春菜のこと頼む」

「はーい」

　友達二人は快かい諾だくしてくれて、半ば強引に春菜の車椅子を渡す。そして春菜は、友達に押されてデパートの中へ入っていった。友達が春菜を引き受けてくれたのも、これからからかいがいがあると思ったからだろう。春菜、うまく乗り切ってくれ。

　残された男二人。

「男をナンパする趣しゆ味みなんてないぞ」

「俺おれにもねえよ」

　神しん一いち郎ろうはゲンジを近くのベンチに座るように促した。自動販はん売ばい機きで缶コーヒーを買い、ゲンジに渡した。

「なんだよこれ。僕は君の敵だぞ」

「別に。強しいて言うなら、俺にやる気がないってことの証明みたいなもん。今買ったんだから毒なんてねえぞ」

　神一郎は自分のコーヒーを飲んだ。

「僕はやったっていいんだぞ。人払いの英えい符ふならある」

「俺に勝てるなら、いつでも」

　ゲンジは唇を嚙かみ、コーヒーを一口飲んだ。昨日きのうの戦せん闘とうから、力の差は明らか。ここで神一郎と戦っても意味はない。

　ここで会ったのは本当に偶然だ。だが、話を聞くいい機会だと思った。

「懲こりずにナンパかよ。ってか、中学生はまずいんじゃないのか？」

「別に……。本気でやってるわけじゃないさ。ただ、女の子を見ると声をかけたくなる性しよう分ぶんなんだ。アオイにはしょっちゅう蹴けられてるよ」

　そう言うゲンジの顔からは、何な故ぜだか笑えみがこぼれていた。

「そりゃ困ったもんだな。……あのチビはどうした」

「お前らの居場所を調ちよう査さしてるよ。ま、僕もその途と中ちゆうなんだけどね」

　だったらナンパなんかしてる場合じゃないだろ。またすね蹴られても知らんぞ。

　神一郎は本題を切り出した。

「なあ、ホウジは何をした？　何故お前らはあいつを狙ねらってるんだ？　もしホウジが極悪人だってんなら、護ご衛えいしてる俺たちの考えも変わるかもしんねえ。お前らと戦わなくていいかもしれん。教えてくれるか？」

　任務を受けたゲンジなら、すべてではないにしろ、何か知っているはず。そう考えていた。しかし、ゲンジは首を横に振っただけだった。

「何も知らないんだ。僕はただ任務を受けただけで」

「お前、そんな任務を簡かん単たんに受けるんじゃねえよ！」

　思わず声が大きくなってしまい、前を歩く人たちの視し線せんを集めてしまった。

「な、何だよ急に……」

「ペット捜しじゃねえんだ。人を殺す任務なんだぞ！　殺した奴やつだけじゃなくて、その周りの奴らにも影えい響きようが出ちまうようなことなんだぞ！　それをそんな……」

「うるさい！　僕はこの任務を何がなんでも成功させなくちゃいけないんだ！　報ほう酬しゆうがかかってるんだよ！」

　遮さえぎって、ゲンジも負けずに声を張り上げた。

「報ほう酬しゆうって……。お前、そんながめついのかよ」

　英えい符ふを惜しみなく使うあたり、貧乏人には見えないが。

「違う。今回の任務の報酬は、ホウジが持っているイルフィニだ。ホウジを始末できたら、ウチデノコヅチが貰もらえるんだ」

　意外な言葉に、神しん一いち郎ろうは素直に驚おどろいた。この世にウチデノコヅチを欲しがる奴やつがいるとは。イルフィニのコレクターか何かだろうか。

「あんなの貰ってどうするんだよ」

　そう言って、残っていたコーヒーを飲みほした。興こう奮ふんしてしまった神一郎だが、段々と頭も冷えてきた。

　ウチデノコヅチがどれだけ使い物にならなくて、なおかつ使ってしまうと厄やつ介かいな物なのかは、神一郎が身をもって知っている。そしてそれは現在進行形だ。

　ゲンジはあくまで真剣な表情だった。

「僕は、アオイのことを愛しているんだ」

「へー」

「ナンパだって、他ほかの女の子に声をかける僕を見て、アオイがちょっとでもやきもちを焼いてくれたらいいなって……。バカみたいだろ？」

「ほー」

　それは告白だったわけだが、神一郎には興きよう味みのないことだ。

　と、ゲンジに両肩を摑つかまれた。ゲンジの顔が近づいて思わず頭突きしたくなったが、あまりにマジメな顔をしているのでできなかった。

「今思っただろ！　ロリコンだって！　あんな小さな女の子を好きになるなんてどうかしてるって！」

　悲痛な叫びであった。

「いや俺おれは別に……」

　人の趣しゆ味みをとやかく言うつもりはない。どんな人を好きになるかなんて、自由なのではないだろうか。北欧勢力のハテビト、レッテ。彼女は幼い外見ではあるが強力なイルフィニ『グングニル』を使いこなし、殺された同胞の仇かたきを討うつために全力で戦った。その凜りんとした瞳ひとみに、ある種の魅み力りよくを感じたのも事実だ。って、それは少し別の話か。恋愛感情とは違う。

「おかげで、ハテシナでの僕への風当たりは強いんだ。だから……」

「だから？」

「ウチデノコヅチを使ってアオイの体を大きくすれば、僕はロリコンじゃなくなる！　世せ間けん体ていなど気にせずにアオイを愛せるんだ！」

「……は？」

　待った。どこかがおかしい。ロリコン脱却のためにアオイの体を大きくすればいいと考えているゲンジの頭もおかしいが、もっと致命的に間違っている部分がある。

　ウチデノコヅチの力はその時抱いていた感情を大きくするという、とても限定的なものだ。決して物理的な大きさを変えられるわけではない。いくら振っても、アオイの体は大きくなどならない。

「きっとアオイは成長しても美人に違いない。いや、今よりもっときれいになるさ！　そうだな……Ｂ、いやＣだ。Ｄはいらない。Ｃくらいがちょうどいいんだ。ほら、こう、手にすっぽりと……」

　ゲンジの両手は、想像上の何かを触っているようだった。ぶつぶつ呟つぶやきながら手を動かす様さまは、確かく実じつに変態のそれだった。神しん一いち郎ろうはベンチの上を少し横にずれ、距きよ離りを置いた。

　どうやら、ゲンジはどこかでウチデノコヅチに関する間違った知ち識しきを与えられたようだ。

「おいゲンジ、あのイルフィニは……」

「そうですか。よくわかりました」

　神一郎の声を遮さえぎったのは少女の声。ベンチの前には薄うす紅べにの着物を着たアオイが立っていた。

「よう」

　軽く手をあげるが、この前のように挨あい拶さつはしてくれなかった。仕方ない。敵だし。

「アオイ……」

「あなたが私に好意を抱いていることは知っていましたが、まさか世せ間けん体ていのために私の体にイルフィニを使おうとしていたとは……」

　あ、怒ってる。英えい力りよくが漏もれ出ている。

　どうやら、ゲンジは報ほう酬しゆうのことをアオイに言っていなかったらしい。目的を知った今となっては、当然といえば当然だ。

「あ、いや、だって……アオイも体が大きい方がいいだろ？　高い所にも手が届くし……」

「私は今のままで何の問題もありません」

　アオイはゲンジのすねを蹴けっ飛ばし、ゲンジが跳とび上がったところで股こ間かんを蹴り上げた。鮮あざやかなコンボである。

「っ……」

　ゲンジは声も出ないようだ。その辺を転がって周りの人に迷めい惑わくをかけている。つくづく困ったハテビトだ。

　空席となった神一郎の隣となりに、アオイはちょこんと腰かけた。その拍子に艶つやのある黒い髪が揺ゆれた。アオイは足が地面に届かずにぶらぶらしている。これだけ見れば、そういう趣しゆ味みでなくても写真に撮とりたくなるような少女であったが、ベレッタをぶっ放された日には、幻滅するなという方が難むずかしい。
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「狙そ撃げきが得意なんだってな」

「ライフル、お見せしましょうか？」

「いや、結構」

　アオイは揺ゆらしていた足を止めた。

「……あなたがたに姿を見せたのは失敗でした。私たちもこちらの世界に逃げてきたターゲットを即座に発見したつもりでしたが、まさかターゲットが常じよう駐ちゆうのハテビトとこんなに早く接触するとは……。私の読みが甘かったです」

　カラ助すけが間にいたのがホウジの幸運だった。人間界で頼るハテビトを捜す手間が省けて、すぐに神しん一いち郎ろうたちのところへ転がり込むことができた。

　なんとなくだが、ホウジは運がよさそうな顔をしている気がする。

「仕掛けてこないのか？　二人ふたりがかりなら何とかなるかもしれないぞ。お前の天敵のブラシ女もいないしな」

「あなたをここで倒してしまったら、ターゲットの居場所がわからなくなります。拷ごう問もんにかけてもいいですが、それは私の趣しゆ味みではありません」

　さりげなく恐ろしいことを言う。

「で、どうするんだ？　この仕事の報ほう酬しゆうはお前にとって無意味なものだが」

「報酬には興きよう味みありません。私は、この任務の成功を足掛かりとして、もっと上に行きたいのです。一介のハテビトのまま終わるつもりはありません」

　エリート志向か。確たしかに、行政に関かかわれるような幹部になるには、実じつ績せきを積つみ重ねるのが一番の近道だ。今の上層部だって、過去の戦いなどで戦績をあげ、生き残った者たちばかりだ。中にはそのまま戦場に残り生涯現役を貫つらぬく者もいるが、それは稀まれな例だ。

「なるほどな。あいつと違ってマトモな目的だ」

　その「あいつ」はまだ悶もだえている。完全に異物扱いで、通行人が小さな輪わを作っている。

「できることなら、こちらの世界に来たついでに、行方ゆくえ不明になっているクサナギとヤサカニを発見したいのですが……」

「ま、そっちの方が大手柄だな」

　目の前にあるけど。クサナギ。昨日きのう振り回してたけど。シール貼はってあるけど。

　どうにかして任務を放ほう棄きしてもらいたいと思っていたが、どうやらそれは無理らしい。二人ふたりとも、それぞれに目的がある。まだ敵対関係は継けい続ぞくのようだ。

「そういや、任務を命じたのは誰だれだ？　上層部の誰かだろ？」

「直接任務を受けたのはゲンジです。私はゲンジに連れてこられただけですから」

　二人してゲンジを見る。ゲンジは何とか復活して、立てるくらいにはなっていた。通行人の皆さん、本当にご迷めい惑わくをおかけしました。

「やいロリコン、お前、誰に任務受けたんだ？」

「ロリコンって言うな！　……実は、誰かはわからないんだ。でも書類は法務局が発行した正式のものだったし、ちゃんとしたハテビトだよ、きっと」

「怪あやしさ爆ばく発はつじゃねえか。確かく認にんしろよ」

「別に依頼主が誰だっていいんだよ。僕はウチデノコヅチが手に入ればいいんだから」

　だからそれが勘違いなんだよ。

「あ……」

　その時、ベンチの前を少年が通りかかった。神しん一いち郎ろうを見つけて足を止める。春はる菜なと同じ茶ちや色いろがかった髪、チェックのシャツにジーンズという服装の周しゆう慈じだった。周慈は神一郎の隣となりに座る和服の少女、後ろで髪を縛しばった細身の男に視し線せんを移し、露ろ骨こつに戸と惑まどったような顔になった。神一郎の交友関係に心の中で首を傾かしげているのだろう。

「よう。お前もこっちに用か」

「あ、はい。美み琴ことさんに買い物を頼まれて……」

　周慈をパシリに使うなよな。ホウジから離はなれるわけにはいかないのもわかるが。

「何頼まれたんだよ」

「急に駅前のベーカリーのコロッケパンが食べたくなったって……」

　ひどい。ひどいぞ美琴。少しは我が慢まんしろ。それとも、これが師し匠しようの教育だろうか。

「お前、嫌いやだったらちゃんと断れよな」

「い、いえ。僕は別に……。あの、神一郎さんのお友達ですか？」

　健けな気げな少年、周しゆう慈じはためらいがちに訊きいた。ゲンジはともかく、アオイは友達というには無理のある見た目だが、他ほかにあてはまる言葉が見つからなかったのだろう。

「ん。まあそんなもん」

　実際は敵である。アオイは「どうも」と軽く会え釈しやくし、ゲンジは「やあ」とうさん臭くさい笑え顔がおを見せた。

　急いで帰らないと美み琴ことに怒られるかもしれないと、周慈は頭を下げてベーカリーに向かっていった。美琴が怒ることはないだろうが、気分が変わる可能性がある。買って帰ってみれば「やっぱいいや」というのはかわいそうすぎる。

　隣となりのアオイが口を開いた。

「知り合いですか？」

「ああ。俺おれと相棒は今某ぼう所しよで暮らしているが、そこに通って世話を焼いてくれる奇特な人間だ」

　こんな感じでいいか。周慈が知り合いとバレたところで、アオイがただの人間に手を出すとは考えにくい。

「あの人間……おかしいですね」

　心しん臓ぞうが跳とびはねた。一いつ緒しよに体が跳ねるかと思った。

「何が？」

　動どう揺ようを隠かくすのがこんなに難むずかしいとは思わなかった。短い言葉でこちらの心境の変化を悟られないようにする。

「違和感……でしょうか。英えい力りよくを感じるというわけではないのですが、どこか普通の人間ではないような気がします」

　なんて鋭するどいんだ。周慈の中にあるイルフィニ、ヤサカニは、宿主の意志の力を英力に変換して貯ちよ蓄ちくするという力を持つ。が、この前たまっていた英力を神しん一いち郎ろうが使い切ってしまったので、今は少しも英力はない。感じ取ることなど不可能なはず。アオイというハテビトは、実はすごい才能を持っているのかもしれない。

「気にしすぎじゃねえか？」

「いえ。直感というのは大切なものです。あなたは何も感じなかったのですか？」

「いや、全然。お前は？」

　ゲンジに同意を求める。

「僕も何も」

　普通はこうなのだ。

「……私の勘違いでしょうか」

　アオイは周慈が歩いていった方向を見た。まだ小さく姿を確かく認にんすることができる。

　と、突然。

　消えた。

　周しゆう慈じが。

　忽こつ然ぜんと。

「なっ……！」

　立ち上がる。消えたんじゃない。人間がいきなり消えるはずがない。周慈は横から突っ込んできた何かにかっさらわれたのだ。あまりの速さに近くの人間は気づいていない。が、神しん一いち郎ろうは捉とらえることができた。周慈をさらった何かは、大きく跳とんでデパートの隣となりの建物の屋上に着地した。そしてまた走っていく。ハテビトだ。

　駆かけ出す。追えない距きよ離りではない。まだ相手の英えい力りよくを感じることができる。

「私も行きます！」

「え？　アオイ行くの？」

　神一郎の後ろにアオイ、その後ろにゲンジが続く。

「あの人間、興きよう味みがあります。他ほかのハテビトにあげるのはもったいないです」

「え──！　僕に興味あるなんて一度も言ってくれたことないのに！」

「興味ないですから」

　今、ゲンジがフラれた。間もなく後ろから嗚お咽えつが聞こえてきた。

　相手が素す早ばやかったのは周慈をさらう一いつ瞬しゆんだけで、その後はスピードダウンしてきた。神一郎たちとの差はどんどん縮ちぢまっていく。

　繁はん華か街がいを抜けると団地が連なって建っていた。その屋上をぴょんぴょん飛び移りながら、神一郎は追跡を続けた。アオイとゲンジもしっかりついてきている。

　相手の背中がはっきりと見えてきた時、周りには木が生おい茂っていた。森にでも入ったかと思ったらゴルフ場だった。そこで逃げることを諦あきらめたのか、そいつは走るのをやめ立ち止まった。日にち曜ようだからラウンド中の人間は多く、今まさにスイングしていたおじさんが、乱入者に驚おどろいて空振りした。

「ゲンジ、英えい符ふを頼む」

「どうして僕が……君が使いなよ」

「持ってねえよ」

「貧乏人め」

　目を赤くしたゲンジが、渋しぶ々しぶ人払いの英符を破る。すると、一時的に周囲の空間に英力が発生し、英力を持たない人間は本能的にその場所を嫌うようになる。おじさんも、フラフラとどこかへ歩いて行ってしまった。

　周慈を抱きかかえたハテビトが振り返る。

　最初、英力を感じた時にはまさかと思ったが、姿を見て確かく信しんした。

「また会ったな」

「そうだねー。久し振りだねー」

　黒い髪の中に見える赤いエクステンション。黒いブラウスに黒いミニスカート、ついでに黒いブーツ。相変わらずきっちり黒いハテビトの少女。

「確たしか……吸血鬼勢力のエミュレット・カーナー」

　少女は無邪気に笑った。

「あは。覚えててくれてありがと。また来ちゃった」

　周しゆう慈じは気絶しているようだ。むしろありがたい。

「『また』と言いましたか？」

　隣となりに並んだアオイが神しん一いち郎ろうを見上げた。神一郎は小さくうなずく。

「前も周慈をさらいやがったんだ。ちっ、暇ひまな奴やつだ」

「暇じゃないよー。あたしは、この子がどうしても気になってしょうがないからもう一回調しらべにきたんだよ」

「それが暇人だって言ってんだよ」

　エミュレットの言葉に反応したのはアオイだった。

「やはり、その人間には何かあるんですね」

「うん。今はないけど、この前はね、人間なのに英えい力りよく持ってたんだよ。不ふ思し議ぎじゃない？」

　ものすごく余計なことをエミュレットは喋しやべっている。せっかくアオイをごまかせると思っていたのに、台無しだ。

　よし、とりあえずアオイの周慈への興きよう味みは置いておこう。今はエミュレットから奪だつ還かんするのが先だ。

「そいつを返してもらうぞエミュレット。俺おれは色々忙しいんだ」

　刀を取り出そうとすると、アオイがそれを制した。

「私がやります。欲しいものは自分で手に入れる主義です」

「ふーん。あたしだってこの子連れて帰りたいもん。君にあげるわけにはいかないよ」

　エミュレットは周慈を離はなれた場所に寝かせると、三日月のように左右に刃やいばを広げた大おお鎌かまを手にした。前にぶっ壊こわしたはずだが、修理は完了していた。

　思わぬところで周慈がモテモテだ。しかもかなりの美少女たちにである。惜しむらくはそれが人間ではないこと。鎌を振り回して、銃をぶっ放す女の子であるということだ。

　アオイは色いろ鮮あざやかなイルフィニ、ヒトエを纏まとい、その両方の袖そでからベレッタを取り出す。

　この状況ではアオイが勝った方がいい。アドバイスをするべきか。

「おい。そいつ変な戦い方するぞ。そいつは……」

「あなたの助言は聞きません。戦い方くらい自分で見み極きわめます」

「おっとそうかい。んじゃ頑がん張ばれよ」

　神一郎は数歩下がって、きれいに整せい備びされた芝しば生ふの上で繰くり広げられる女の戦いを見守ることにした。

「モテるって、いいな」

　いつの間にかゲンジが隣となりにいて、そんなことを言った。アオイが自分には興きよう味みがなく、人間の周しゆう慈じに行ってしまったことが相当ショックらしい。

「ま、お前も頑がん張ばれよ」

　これが、昨日きのう戦った者どうしのやり取りだろうか。

　アオイが銃口を向ける。が、先手を取ったのはエミュレットだった。

「疾しつ風ぷう迅じん雷らい！」

　叫んだ直後、エミュレットは鎌かまを振りかぶった状態でアオイの背後にいた。

「っ！」

　アオイが振り返るが、遅い。エミュレットの鎌はアオイの無防備な背中に直ちよく撃げきした。

「……あり？」

　エミュレットが声を漏もらすのも無理はない。鎌の刃やいばはアオイを両断することなく、小さな体を数センチ動かしただけだった。

「その程度の英えい力りよくでは、このヒトエを破ることなどできません！」

　ベレッタが火を噴ふく。エミュレットはそれを横っ跳とびで回かい避ひし、もう一度鎌を振った。刃はアオイに当たるものの、ダメージはない。どうやら、ヒトエの持つ十二の守備範はん囲いのうちに鎌も入っているようだ。

「おい。何だよあいつ。あの速さはありえないぞ」

「あいつはな、口にした言葉に影えい響きようされて英力の一部が特化するんだ」

　英力は、その時のテンションや思い込みといった心の状態によって変化する。今ならば、「疾風迅雷」という四字熟じゆく語ごを叫ぶことによってスピードを引き上げたのだ。これは変化する英力の性質と、言葉によって簡かん単たんに影響を受ける単純な頭があって成立する、バカ限定の戦術だ。ちなみに、美み琴ことも可能である。

「……英力がもっとあれば、そのイルフィニを斬きれるんだね？　だったら……」

　エミュレットは地面を蹴けり、低く跳び込んだ。

「燎りよう原げん之の火ひ！」

　そう叫び、英力が爆ばく発はつ的てきに上昇したエミュレットが鎌を薙なぐ。アオイは刃を腕で受け、顔を歪ゆがませる。

　聞いたことのない言葉だ。神しん一いち郎ろうたちと戦った時よりも勉強してきている。神一郎たちには意味の勘違いが原因で負けているので、今度こそしっかり覚えてきたのだろう。

　振り抜かれた刃は、アオイを吹ふっ飛ばした。

「うっ……！」

　アオイは空中で一回転して崩くずれた体勢を修正する。着地と同時にベレッタをエミュレットがいた方向に向けるが、そこにもう黒ずくめの少女の姿はなかった。

「アオイ！　上！」

　ゲンジの声に反応したアオイが天を仰あおぎ、そこに影かげが重なる。

「三さん面めん六ろつ臂ぴ！」

　またもエミュレットの英えい力りよくが上がる。アオイはヒトエでの防御は危険と判断したのか、芝しば生ふの上を転がった。振り下ろされた鎌かまは地面に突き刺さり、そこから何本もの亀き裂れつを走らせた。

　見物人の立場から言わせてもらえば、もっと知っている言葉でお願ねがいしたい。「茫ぼう然ぜん自じ失しつ」とか。きっとダメになるだろうけど。

「へへーん。どう？」

「……おもしろいですね」

　アオイはかすかに口の端をつり上げた。

　エミュレットはかなりの量の英力を放出しているはずなのに、まだまだ余裕の表情だ。吸血鬼勢力のハテビトは、血を吸ってそれを英力に変換できるという。またたくさんのハテビトを襲おそって血を蓄たくわえてきたようだ。

「おい。助けにいかなくていいのか？」

　隣となりのゲンジを見る。ゲンジは今にも飛び出しそうだったが、それを抑えていた。

「アオイがやると言った以上、僕の手出しは無用だ。彼女の誇りに傷がつく」

「……よくわかってるんだな。俺おれにはお似合いに見えるけどね」

「そう言ってくれると嬉うれしいよ」

　ゲンジはふっと笑った。

　繰くり返される銃と鎌の攻防。ヒトエで防御しきれない程ほどの攻こう撃げき力りよくを持つエミュレットが有利かと思ったが、エミュレットが英力を上げて攻撃するには言葉を叫ばなければならず、アオイがよけるのは難むずかしいことではなかった。一方、エミュレットの身のこなしは華か麗れいで、アオイの銃弾はかすりもしない。

　一度、二人ふたりが距きよ離りを置いた。

　エミュレットが神しん一いち郎ろうにも見せた、どこか艶つやっぽい笑えみを浮かべる。

「その銃、もうどっちも弾たまないでしょ。結構撃うったもんね」

「ええ。その通りです」

　銃の弱点が露ろ見けんした。神一郎とやり合った時のように、また器用にマガジンを交換してみせるのだろうか。

「じゃあ、あたし勝っちゃおうかな！」

　エミュレットは鎌を強く握り直した。

　ゲンジは動かない。それほどまでに、アオイを信じている。想おもっている。

　エミュレットの口が開く。

「かいりきらんしん！」

　エミュレットを包む英えい力りよくが大きく膨ふくれ上がる。神しん一いち郎ろうは知らないが、強そうな言葉だ。確たしかに、フィニッシュにはふさわしい。

「待ってください！」

　エミュレットにも負けないくらいの声で叫んだのはアオイ。命いのち乞ごい、ではなさそうだ。

「何？　遺ゆい言ごん？」

　それくらいの時間はくれてやるとばかりに、エミュレットは鎌かまを振り上げた状態で静止した。

「訂正があります。今の『かいりきらんしん』ですが、正せい確かくには『怪かい力りよく乱らん神しん』。決して力の上昇などを促すような言葉ではありません」

「へ？」

　エミュレットが目を点にしてマヌケな声を出した。

「だって……怪力の神様が乱れるって書くじゃん……。強そうじゃん……」

　間違いを指摘された時のエミュレットは、相変わらず弱気だ。語尾が細っていく。

「いいえ。『理性では説明できないこと』を意味する言葉です。もう一度勉強し直した方がよろしいのでは？」

「え～～っ！　そんなあ……」

　エミュレットの英力が理性では説明できない感じにあやふやになっていく。本当に説明できない。何だこの英力は。これを美み琴ことに言葉で伝えるのは無理そうだ。

「お前、ちゃんと意味調しらべろよ！」

「だってぇ、辞書で漢字見たら『これだ！』って思ったんだもん……」

　アオイはその隙すきに両手の銃を投げ捨て、袖そでからショットガンを取り出した。

「ひっ……」

　エミュレットは横に飛びのいたが、細かく分裂した銃弾が左足を捉とらえた。エミュレットは倒れ、緑の芝しば生ふに血がしたたり落ちる。鎌を杖つえにして立ち上がろうとするが、左足の痛みで立っていられない。すぐに崩くずれてしまう。

　アオイが二発目を装そう塡てんした時だった。銃の周囲に大量のコウモリがまとわりつき、ついでにアオイの顔にもはりついた。

「うっ」

　アオイがコウモリを振り払うと、そこいたのはシルクハットにタキシードを着こなしたダンディな中年男。エミュレットを抱きかかえ、見事な髭ひげを揺ゆらしていた。

「迎えにきたよ。エミュレット」

　相変わらずダンディな声だ。そのうち何かバラードでも歌ってはくれまいか。ライブをするなら五千円まで出せる。

「キリドル伯はく爵しやく……」

　息も絶たえ絶だえに、エミュレットは声を紡つむいだ。吸血鬼勢力の長おさ、キリドル。前と同じようなタイミングでの登場である。

「ダメじゃないか、勝手に行動しては。心配するこっちの身にもなりたまえ」

「すみません……。でも、あの人間が気になって……。もしかしたらあたしたちの勢力の復ふつ興こうに使えるかもって……」

「君のその気持ちは嬉うれしいが、それで君を失っては意味がない。君は私の大切な仲間だからね」

「伯はく爵しやく……」

　微笑ほほえむキリドルに頰ほおを染そめるエミュレット。

　二人ふたりだけの世界が構こう築ちくされつつある。アオイも戦意を失ったのか、銃をおろして髭ひげの男と黒い少女を見ていた。

「すまなかったね。……おや、君は」

　キリドルと目が合った。

「よう。糖とう尿によう病びようの調ちよう子しはどうだ？」

　この前会った時は随ずい分ぶん辛つらそうにしていたが、今日きようのキリドルの体調はよさそうだ。

「良好だよ。お気き遣づかい感かん謝しやする。……っ！」

　突然、キリドルが腰をおさえ険けわしい表情を見せた。糖尿病のせいではなさそうだ。今度こそどこかで一戦終えてきたのだろうか。

「伯爵っ！　まさか椎つい間かん板ばんヘルニアが……」

　併発していた。

「お前……大変だな」

　本気で誰だれかに同情したのは久しぶりだ。キリドルは前世で何かやらかしたのだろうか。

　ヘルニアを明かしてエミュレットは気を失い、キリドルは一度咳せき払ばらいをした。

「それでは失礼するよ。定期検診があるのでね」

　キリドルが指を鳴らすと、二人の体は無数のコウモリに覆おおわれ、やがて姿を消した。

　エミュレットはともかく、あの伯爵とは一度戦ってみたい。もちろん、万全の体調でだ。だが、果たしてその日が来るだろうか。

「楽しい知り合いがいるんだな」

　ゲンジが言った。それは嫌いや味みか。一応「まあな」と返しておいた。

　アオイは銃に弾たまを詰め、それを袖そでにしまった。

「四字熟じゆく語ご、詳しいのな」

「どうも。さて……」

　アオイが寝ている周しゆう慈じに歩み寄る。エミュレットに勝利した以上、周慈を調しらべる権利はある。が、これはかなり勝算の高い賭かけだ。

　周しゆう慈じの体内にあるヤサカニは、とても特殊な性質を持っている。単純な英えい力りよくの貯ちよ蔵ぞう庫こであるわけだが、満タンになるまで固体化しないのだ。つまり、今は周慈の体に溶け込んでいるということ。触ることもできなければ、取り出すこともできない。

　アオイは周慈の体に手首から先を突っ込んだ。物理的にではない。英力を使って体内を探っているのだ。

「…………」

　十秒ほどかき回して、アオイは手を抜いた。その手には何も握られていない。

「何かあったか？」

「いえ。私の勘違いだったようです」

「だろうな。何かあれば俺おれが先に気づいてる」

「アオイの勘かんが外れるなんて珍しいな」

　ゲンジが呟つぶやいた。外れてねえよ。大当たりだよ。

　英えい符ふの効果が消え、辺あたりを覆おおっていた英力がなくなった。もう少しすれば、また人がやってくる。

　アオイはヒトエの武装を解除した。英符の持ち合わせはないらしく、エミュレットのついでに神しん一いち郎ろうとやり合うつもりはないようだ。

「それでは。ホウジの件に関する決着は、後ご日じつ、あのブラシの方も含めてつけましょう」

　そう言い放ったアオイの目には明らかな闘とう争そう心しんが宿っていた。よほど美み琴ことにブラシで殴られたのが悔くやしかったのだろう。

　アオイとゲンジは去っていった。

　あ。

　春はる菜な預けっぱなしだ。







　とりあえず気絶している周慈を駅近くのひと気のない自転車置き場まで運び、頰ほおをペチペチやって起こしてやった。「あれ？　僕……」「お前、人波に押されて街がい灯とうに頭ぶつけて気絶してたぞ」「え？　確たしかに何かにぶつかったような……」「だろ？　ほら、コロッケパン買ってさっさと帰れ。美琴が待ってんぞ」「あ、はい」というような会話をこなし、周慈を帰らせた。もし美琴の気が変わってしまっていたら、後でフォローしておこう。

　春菜を捜してデパートに入ると、春菜と友達二人ふたりは中にあるおしゃれな喫きつ茶さ店てんでお喋しやべりをしていた。

「あ、神一郎さん。遅いです」

　春菜は少々ご機き嫌げん斜めのようだ。

「すまん。用事が長引いた」

　春はる菜なに謝あやまっていると、メガネじゃない方が口を開いた。

「えっと、神しん一いち郎ろうさん、でしたっけ。春菜ったら変なんですよ？　さっきから何かにつけて神一郎さん神一郎さんって。学校では何訊きいても答えてくれないのに」

　友達といても春菜は変なままか。

　ここは適当にごまかすとしよう。

「あー、あのな、この前春菜とゲームをやって俺おれが負けたんだ。んで、今日きようは俺が一日執しつ事じってことで罰ばつゲームの最中なんだ。だから、春菜が俺を頼るのは当たり前で、俺もそれに従わないといけないんだ」

「神一郎さんが執事やってくれるんですか？　春菜、羨うらやましー！」

　宮みや野のと加か藤とうは何な故ぜか興こう奮ふん気味で、二人ふたりでキャッキャしている。執事というのは、女の子の中で何か特別な存在なのだろうか。神一郎の中では執事といえば年配の細身の男という感じだが。そう、ちょうどキリドルのような。あ、あいつ似合うな。

「春菜、買物は？」

「もう終わりましたよ」

「んじゃ帰るか」

　神一郎は伝票を持って会計を済ませると、友達二人に礼を言った。別わかれ際ぎわに「お幸せに」なんて言葉を貰もらった。

　帰り道。春菜は買った本を膝ひざの上に乗せ、神一郎は車くるま椅い子すを押す。どうやら春菜の機き嫌げんはなおったようで、宮野と加藤の質問がいじわるだったと口を尖とがらせながら話していた。

　帰ったら米を研とがないと。そんなことを考えていると、春菜が振り返ってこちらを見ていた。

「どうした？」

「あんまり……離はなれないでくださいね」

　少し潤うるんだ瞳ひとみで。その小さな唇で。

　風でも吹ふいてくれないだろうか。体が熱あつくて仕方がない。
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　駅周辺では一番高級なホテル。そのホテルの中でも最高級の部へ屋やで、ゲンジはスプリングのベッドに身を預けていた。適度な跳はね返りの感覚が心地ここちいい。

　隣となりのベッドでは、アオイが銃を分解して手入れをしている。アオイ愛用のベレッタは、目め隠かくししていても分解から組み立てができるという使い込みっぷりだ。この前の戦せん闘とうで弾たま詰づまりを起こしたため、いつもより念入りに手入れをしている。

「あの人間、何だったのでしょう。任務が終わったら、もう一度調しらべたいところです」

「あの吸血鬼勢力の娘も、何かあるみたいなこと言ってたもんね。僕も少し興きよう味みが出てきたよ」

　ゲンジは手持ちの英えい符ふを確かく認にんした。できるだけアオイを援えん護ごできるように、金にものを言わせてたくさん英符を持ってきた。まだ余裕はある。

　このホテルの部へ屋やを借りる時、気を遣つかって部屋を別にしようかと提案したが、アオイはお互いの連絡の効率を考えてそれを断った。まあ、部屋が一いつ緒しよだからって何をするというわけでもないけど。

「変な奴やつらだね」

「そうですね」

　アオイはこちらに顔を向けずに答えた。

　確たしか、神しん一いち郎ろうと美み琴ことだったか。お互いにそう呼び合っていた気がする。おそらくこっちの世界で暮らすための偽ぎ名めいだろう。

　それにしても、強い。自分もアオイも、戦せん闘とう力りよくに関して他ほかのハテビトに劣っているわけではない。しかし、昨日きのうあのまま戦闘を続けていれば、負けていた可能性が高い。しかも、神一郎の方は抜ばつ刀とうすらしていない。

　常じよう駐ちゆう任務というのは、能力的に中の上くらいのハテビトが行うのが普通だ。何も起こらないかもしれない任務だから、上位のハテビトを使うことにメリットはない。あの二人ふたりの力で常駐任務ということは、日本勢力のレベルが底上げされているということだろうか。そんな話は聞いたことないが。

「早く終わらせたいな」

「そうですね。そのために、早急に居場所を突き止めましょう」

　この辺あたりの宿泊施設は、ホテルをはじめ、二十四時間営業のネットカフェまで調しらべた。だが、あの二人は見つからない。某ぼう所しよで暮らしていると言っていたが、どこだろうか。見当がつかない。まさか駅の構内で段ボール生活というわけでもあるまい。あと残っているとすれば民家くらいしかないが、まさか。

「……僕たちは、間違ってないんだ。書類だって、ちゃんとしたものなんだ」

　声に出して、自分に言い聞かせた。

「はい。迷いは禁物です。刃やいばを鈍にぶらせます」

　アオイは抑揚のない声で言った。アオイはいつだってこうだ。無ぶ愛あい想そうで、何に関しても合理的で、無む駄だを好まない。適当な自分なんかとは正反対だ。

　でも、どうしても、好きなのだ。ハテシナでも、こっちの世界でも、たくさんの女の子に声をかけたけど、百人に一人ひとりくらい自分になびきそうな女の子もいたけど、アオイ以上の人なんていない。

　ナンパをする自分を蹴けるのは、アオイなりの嫉しつ妬となのだろうか。いや、それは自じ意い識しき過剰というものだ。もしそうだったら嬉うれしいけど。

「アオイ、体は大丈夫か？　連戦だろう？」

　アオイは手入れを終えた銃をしまった。

「問題ありません。あなたが大きくしたいこの小さな体は、見かけによらず丈夫ですので」

「はは。厳きびしいな。でも……大丈夫なら、よかった」

　ゲンジは起き上がり、備え付けの電話を取った。フロントの番号を押す。

「夕飯、ルームサービスでいいね？」

「はい。では、オムライスで。ケチャップは多め、卵は半はん熟じゆくのふわふわでお願ねがいします」

　そんな注文をする時も、アオイの表情は崩くずれずに。

　一刻も早く、ウチデノコヅチを手に入れなければいけない。

　アオイのために。







　４、 鮭かハンバーグか







　日にち曜よう日びの次は月曜日。それは当たり前のことで、月曜日に学校があるのもまた当たり前のことだ。だが、神しん一いち郎ろうが春はる菜なを送っていくのは当たり前のことではない、と思う。

　朝食を終え春菜と周しゆう慈じに弁当を渡し、神一郎が後片付けをしていると、そこに周慈がやってきた。

「あの、神一郎さん」

「何だ？」

「お姉ねえちゃんが呼んでます。靴、履はかせてくださいって……」

　食器を洗う手が止まった。

「みーことー！」

「ひゃっほろーい！」

　神一郎が呼ぶと、階段を全部とばして美み琴ことが二階からおりてきた。すぐさま周慈を引ひっ摑つかむと、玄関へ走っていく。

「み、美み琴ことさん!?」

「今日きようは私と学校行こう！　私もあっちに用あるから！」

　有う無むを言わさず美琴は周しゆう慈じを連れて出ていった。なんと強引な、しかしベストな選せん択たくだ。

　神しん一いち郎ろうが玄関に行くと、そこでは靴を履はかずに春はる菜なが待っていた。

　こげ茶ちやのローファーを履かせてやると、春菜は満足そうだった。

「じゃあ、行きましょう」

「おう。行ってらっしゃい」

「……行きましょう」

「……だよな」

　こうして、神一郎は春菜を学校まで送っていくことになったのだった。

　朝の空気は冷たい。いっぱいに吸い込むと、肺の中が洗われていくような感じがする。朝、外を歩くのもいいかもしれない。と、神一郎は今の状況に適当な理由をつけた。

　ウチデノコヅチの英えい力りよくはまだ溜たまらない。ホウジによると、もう一日待てば、明日あしたの朝には溜まるとのこと。今日一日の辛しん抱ぼうだ。そうすれば、春菜が元に戻る。

　途と中ちゆう、美琴とすれ違った。周慈を学校まで引っ張っていったようだ。「頑がん張ばれよ」って、何をだこの野郎。

　学校が近くなると、もちろん生徒が増えてくる。春菜と周慈は男女の双ふた子ごでしかも片方は車くるま椅い子すというかなり珍しい存在なので、商店街同様、学校でも有名らしかった。その証しよう拠こに、車椅子を押す神一郎をかなりの数の視し線せんが襲おそっている。いつもは周慈が押しているところをでっかい男が押しているのだから、生徒としては当然の反応だ。

　春菜はそんなこと気にした様よう子すもなく、平然としている。普通の春菜だったら死ぬほど恥はずかしがるくせに。

　門のところまで行っても春菜は解放してくれなくて、結局教室まで連れていくことにした。春菜の学校の階段には昇しよう降こう機きが設置されており、車椅子でも昇り降りができるようになっている。しかし神一郎は面めん倒どうなので車椅子をかかえてそのまま階段をのぼった。もう視線なんて気にしない。どうにでもなれ。

　二年生の教室は三階だ。チャイムの五分前、過去二回来たことのある春菜の教室のドアを開けた。

「あ、おはよー春菜？」

　と、はじめに疑問形で声をかけてきたのは春菜に沙さ紀きとか呼ばれていた女の子だ。活発そうなショートカットで、他ほかの生徒と比べて少しスカートが短かった。裾すそから健けん康こうそうな足がのびている。

　沙紀が疑問形になってしまったのは、春菜に挨あい拶さつをした直後にその後ろに立つ神一郎を発見したからに他ならない。

「おはよう沙さ紀きちゃん」

　春はる菜なは当然のように朝の挨あい拶さつ。

「え？　どうしたの？　今日きようは神しん一いち郎ろうさんバージョン？」

「そんなところだ。弟が先に行っちまったから俺おれが代わりに押してきた」

　神一郎が代わりに答えた。すでにクラス中の注目を浴びてしまっているが、もう知らん。というより変に慣なれた。

「神一郎さんって、尽くすタイプなんですね」

　上目づかいで、覗のぞき込むように沙紀は言った。

「うっせえよ」

　こいつ、美み琴ことと似たような雰囲気を感じる。

　春菜を席まで押していって、これで帰れると思ったらそうもいかなかった。春菜に服の端をつままれた。

「帰っちゃうんですか？」

「そら帰るよ！」

「……いてください」

「ダメだー！」

　と言ったのは沙紀。それを皮切りに、他ほかのクラスメイトたちも「うわー！」とか「きゃー！」とか言いながら皆一斉に額ひたいをおさえ、一歩後ろにさがった。

「お、おい！　どうしたお前ら！」

「いえ……。ちょっとラブラブ光こう線せんにあてられまして……」

　全員鼻の頭を蚊かに刺されやがれ。

　そこでチャイム。と同時におばさんが入ってきた。前に来た時、確たしか担任だと言っていた。クラスメイトたちは素す早ばやい動きで席につき、席がない神一郎はその場に立っていた。

「またあなたですか……」

　もちろん見つかった。

「よう」

「何の用ですか？　用がないなら出て行ってください」

「俺おれもそうしたいんだが、春菜がこれでな」

　神一郎が指差した先では、春菜がしっかりと服を摑つかんでいた。

　この時点で、神一郎の頭の中には三つの選せん択たく肢しがあった。強引に一人ひとりで帰ってしまうか、それとも春菜と二人ふたりで帰るか、それとも一いつ緒しよに授業を受けるか。

「藤とう堂どうさん？」

「えっと……これはですね……」

　二つ目を選えらぶことにした。また泣かれては困るからだ。考えてみれば、今の春菜が神一郎のいない学校に行くなど無理だったのだ。何か理由つけて休めばよかったのだ。

「んじゃ早退するわ。えっと、沙さ紀き、だっけ？」

「あ、はい！」

　沙紀は元気よく手をあげた。

「春はる菜な帰るから。代返頼む」

「え……代返って……。先生ここにいるんですけど」

　神しん一いち郎ろうは親指を立て、ぐっと突き出した。

「お前だったらできると俺おれは信じてる」

「はい！　頑がん張ばってみます！」

　沙紀も親指を立てて返事をした。やはりこいつは美み琴ことの素質がある。美琴と会わせたら五秒で打ち解ける気がする。
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　春菜の車くるま椅い子すを押し、教室を出る。

「あの、神一郎さん？」

「一日くらいサボってもいいだろ。お前頭よさそうだし」

　騒さわがしくなる教室。担任が何か言っている。

「ちょっと藤とう堂どうさん!?　待ちなさい！」

「先生！　出席取ってください！　私、今なら春菜の声マネできそうです！」

「高たか嶋しまさん、あなたもあなたですよ！」

「ごほんっ……あーあー……。はい、藤とう堂どうです」

「似てるっ！」

　春はる菜なの親友、高嶋沙さ紀きが代返の達人として名を馳はせるのはもう少し先の話である。

　こんな状態の春菜を周しゆう慈じに見せるわけにはいかず、周慈が教室から出てこないことを祈りながら廊下を歩いた。

　この前春菜を連れて学校から脱走する時は全力疾しつ走そうだったが、今回はクラスメイトの協力によって余裕で門をくぐることができた。遅刻してきた生徒とすれ違うたびに奇異の視し線せんをいただいたが。

「ずる休みなんて初めてです」

　その言い方が春菜らしい。おそらく春菜は、「サボる」という言葉を口に出したことすらないだろう。

「嫌いやなら戻るけど」

「いえ。ちょっと楽しいです。周慈に自じ慢まんできます」

　春菜はいたずらっぽく笑った。

　はて、春菜はこんなこと言うような性格だっただろうか。ウチデノコヅチのせいで、『神しん一いち郎ろうを頼る』以外の感情がすべて後回しになっているのかもしれない。極端に言えば『神一郎がいれば他ほかは何でもいい』と。自分で考えておいて何だが、それはまずい。

「神一郎さん、こっちに行きましょう」

　春菜は来た道とは違う方向を指差した。

「こっちに家はねえぞ」

「ちょっと寄り道です」

　少し歩くと、小さな公園があった。遊具は砂場と滑り台とブランコだけ。まだ朝なので、誰だれもいなかった。

「ブランコ……乗りたいです」

　そう春菜は言った。どこか寂さびしそうにそう言った。

「乗せてやるよ」

　車くるま椅い子すを脇わきにつけ、ブランコに乗せてあげる。軽く背中を押すと、キィキィと音をたててブランコが揺ゆれた。

「……小さい頃ころは、よくこのブランコで遊んでいました。たくさん漕こいで、すごく高いところまであがったと思っていたけど、今座ってみるとそんなに高くないんですね」

「そりゃあ、お前もでかくなったからな」

「神一郎さんの小さい頃って、想像できませんね」

「ま、それなりのガキだったよ」

　春はる菜なの背中が戻ってくるたび、同じくらいの力で背中を押す。どうして春菜がブランコに乗りたがったのかはわからないが、楽しんでくれているならそれでよかった。

　何回背中を押しただろうか。どちらかがやめようと言ったわけでもなく、自然にブランコは止まっていた。

「鞄かばん……いいですか？」

「おう」

　車くるま椅い子すに乗っけていた鞄を春菜に渡す。

　神しん一いち郎ろうは柵さくに腰かけ、春菜と向き合っていた。

　春菜は鞄から水筒を出して、紅こう茶ちやをそそいだ。レモンティーの香かおりが鼻先をかすめた。春菜は一口含むと、はあっと息を漏もらした。

「美お味いしいです」

「そりゃよかった」

「ミネストローネじゃなくてよかったです」

「そりゃよかった」

　風が吹ふいた。春菜の髪が揺ゆれ、レモンティーに混じっていつものシャンプーの匂においがした。

「あ……」

　春菜の視し線せんの先、公園に小さい男の子とその母親がやってきた。男の子は、いつも遊んでいる友達がまだ来ていないので、母親を遊び相手に選えらんだようだった。母親は「一人ひとりで遊んでなさい」と言いながらも、子供に手を引っ張られて砂場に入っていく。途と中ちゆう、この公園にとって珍客である神一郎たちをチラチラと見ていた。

　母と子は、砂山を作り始めた。ただ砂を集めて山を作るだけの、単純な作業。そんな姿を、春菜はいとおしそうに眺めていた。

「楽しそうですね」

「俺おれなら城作れるけどな」

「ふふ……」

　春菜はもう一口紅茶を飲んだ。

　家族のことを、考えているのだろうか。

　そして、少しうつむいて。

「私、三年前から周しゆう慈じと二人ふたりでした。今は違うけど、周慈はとても弱くて……。私は双ふた子ごだけどお姉ねえちゃんだから、強くなくちゃって思いました。周慈を守らないとって……」

　これは間違いなく春菜の本当の言葉だった。ずっとお姉ちゃんとして頑がん張ばってきた春菜の、心の中だった。大きくなった神一郎を頼る感情が、春菜の奥にしまっていた気持ちを引き出したのだ。

「でも……辛つらかったです。足が動かない私に友達は同情してくれて、色々手て伝つだってくれたけど、自由に動けないからやっぱり迷めい惑わくかけちゃって……。迷惑かけたくないから、私はできるだけ一人ひとりでやろうと思いました。そうしたら、沙さ紀きちゃんに怒られちゃいました」

「えへへ」というように、春はる菜なは笑った。

「……お前に頼って欲しかったんじゃねえの？　友達なんだから」

「はい。そう言われました。でも、全部っていうわけにはいきません。沙紀ちゃんは友達だけど、親友だけど、家族では……ないですから」

　耳が痛い。心が痛い。自分はこんなにも脆もろい。春菜の弱さを見ただけで、恐ろしいほどの罪悪感に打ちのめされそうになる。

　あの日、春菜から家族を奪うばったのは……。

　半ば無む意い識しきのうちに、言葉が口から出ていた。思ったことが、そのまま。言うか言わないかの判断をくだされる前に。

「家族なら頼るのか？」

　春菜を見た。春菜もこっちを見ていた。

「俺おれたちは家族じゃないのか？」

　問い詰めるような口く調ちようになっていた。

　もし血の繫つながりを家族の定義とするならば、何か他ほかの言葉でもいい。友人と家族という線せん引びきの、内側にいられる言葉でいい。

「家族だと、思ってもいいんですか？」

　呟つぶやくように、春菜。

「俺はもう思ってる。美み琴ことも、きっと思ってる」

　きっとこれは、春菜からウチデノコヅチの効果が消えたら、その間の記き憶おくも消えてしまうと知っているから。知っているから、こんなことが言えたのだ。頼るとか家族とか。でもそれは、春菜がずっと欲しかった言葉なのだと思った。

　不意に、春菜の瞳ひとみから涙がこぼれた。ぽろぽろと、断続的に。春菜は流れている涙に気づかずに、顎あごの先から雫しずくが落ちて制服に染みを作って初めて、袖そでで涙を拭ぬぐった。長い間せき止めていたものが、溢あふれてきたのだと思った。

「じゃあ……頼ります。頼らせて……ください」

「風ふ呂ろと着替え以外ならいくらでも」

「ふふっ。それはもちろんです」

　笑ってくれたなら、よかった。

　春菜が元に戻った時、この記憶は消えてしまう。でも、春菜の中から消えてしまっても、神しん一いち郎ろうの中には残る。それならいいか。むしろ、それでいい。

　やがて日が少し高くなって、子供たちが遊びにきた。







　公園を出てからあまり会話はなく、静かな朝の空気の中家に着いた。なんだかんだでマジメな春はる菜なは今日きようの授業の分を勉強すると言って部へ屋やにこもってしまった。どうせまたわからないところがあったら呼ばれるのだ。覚悟しておこう。

「神しん一いち郎ろう、ちょい手て伝つだって」

　庭では美み琴ことがモデルガンにＢＢ弾を詰めていた。いつ買ってきたのだろうか。しかもエアガンではなくガス銃だ。エアガンと違って本物に近い連射ができる。

　美琴に銃を二に挺ちよう渡される。

「お前を撃うてばいいのか？」

「そうそう。よけるから」

　アオイ対策のようだ。

　これは面おも白しろい。練習と称して美琴を撃てる。せっかくだ、殺す気で撃とう。

「死ねえええええ！」

　本物の銃声を聞いた後では迫力に欠ける音が響ひびく。しかし、この引き金を引いた時の反動はなかなかに心地ここちいい。アオイはこれの何倍もの反動を受けているのだろうが。

「うわっ！　とっ！　ていっ！」

　さすが美琴、庭の端から端という近きん距きよ離りでも器用によける。白い弾たまはかすりもせずに飛んでいく。

　やがてすべての弾を撃ち切り、両手の銃からは空砲の音が出た。春菜が出てこないので、音は届いていないようだ。

「あ、終わった」

「ふう。ってかあんた、死ねって言ったでしょ」

　汗を拭ぬぐいながら、美琴はジトっと神一郎を見た。

「実戦を想定してんだよ」

「ふーん。じゃあ交代ね」

「おう」

　美琴に銃を渡し、弾を詰める。また庭の端と端に立ち、美琴が銃を構えた。

「死ねえええええ！」

「ほっ！　おっ！　のおっ！」

　違いに気づいた。神一郎は適当に撃っていただけだったが、美琴は神一郎のよける動きを予測して撃ってきている。これはやりづらい。そして美琴はいつの間にそんな技術を身につけたのだろうか。

「あっ……」

　やがてよけきれなかった一発の弾が神一郎の二の腕に当たった。美琴は射しや撃げきをやめ、クルクルと銃を指で回す。

「はい神しん一いち郎ろう死亡ねー。コンテニューは百円でーす」

「いや、俺おれはさっき緑みどりのキノコを食べたから、まだ命が一個残ってるぞ」

「……抜け目のない奴やつだね。ま、弾たまも残ってないから中断だね」

　美み琴ことが弾を詰めている間に、冷れい蔵ぞう庫こからコーラをコップにそそいで持ってきた。美琴は氷が入っていないと文句を言うので、忘れずに入れておく。

「ほい」

「サンキュ」

　リビングと庭の間はちょっとした段差があり、そこに腰かけた。

　ふと、今さらな疑問が浮かんできた。

「美琴、お前って戦い方どこで覚えたんだ？」

「え？」

　美琴は強い。それは間違いない。気になったのは、どこでその力を手に入れたのかということ。神一郎は部隊に所属し、そこで訓練して身につけたものだが、美琴は違う。教えられた基本の動きに我が流りゆうを足した神一郎と比べて、美琴はすべてが自己流だ。しかし、それで並のハテビトを凌しのいでいるのだからすごい。

　美琴は珍しく言いよどんだ。

「あのさ、私って父親いないんだよね。あ、別に気にしてるわけじゃないんだけどさ。気がついたらいなかったんだ」

「マジか。……悪い」

　そう言うと、美琴は「いいのいいの」と手のひらをヒラヒラと振った。

「それでね。面めん倒どうみてくれるおじさんがいたんだ。親しん戚せきの親戚みたいな遠い縁えんだったんだけど、よくしてくれたの。戦い方はその人に教わったの。『望んではいないけど、ハテシナがこんな状況で、いつか戦いの場にでることになるかもしれないから』って。おじさんもいくつも任務をこなして生せい還かんした人だったから、強かった。だから、私は自己流っていうかおじさん流」

　思い出すように話す美琴の声はどこかしんみりしていて、顔を見れば懐なつかしむような穏おだやかな目をしていて、神一郎はかける言葉を探した。参ったな。どうせ「森で熊くま相手に鍛きたえた」くらいの答えが返ってくると思っていたから、まさかの答えだ。

　口をつぐんでしまった神一郎を、美琴は笑い飛ばした。周しゆう慈じにするみたいに、頭に手を乗せて髪をぐしゃぐしゃにした。

「なーに一人ひとりでシリアスしてんのさ。別にあんたがヘコむ話でもないでしょ。父親のことは全然知らないから、いなくても悲しいって気持ちにはならないし、おじさんが父親代わりみたいなもんだったし」

「ん……。すまん」

「でさ、この前の任務の給料出たじゃん？　それでおじさんにマッサージチェア買ってあげたの。そしたらおじさんめっちゃ喜んでさ。『もうアマギリには勝てないかもな』だって。それで調ちよう子しに乗って手合わせしてもらったらボコボコにされてさ」

　美み琴ことは嬉うれしそうに語った。それは、どれだけ美琴がそのおじさんを慕したっているか、神しん一いち郎ろうに伝わるほど。美琴の言う通り、勝手にシリアスになった自分は間違っていた。

　今の美琴の性格や言動は、そのおじさんの影えい響きようが濃こく出ているのかもしれない。

　おじさんとの潮しお干ひ狩がりの思い出を語り終えたところで、美琴の話が一段落した。

「おっと。退屈だった？」

「いや。そんなことねえよ。そうだ。言い忘れてたけど、昨日きのうあいつらに会った」

「あいつらって、あいつら？　何で私呼ばなかったの？　まさか手て柄がら独ひとり占じめとか」

　美琴は銃を神一郎に向け、「ばーん」と撃うつふりをした。

「お互いやる気はなかったからな。あ、でもアレが来た。吸血鬼勢力のエミュレット」

「は？　あの黒いバカ？　で？」

　今、バカがバカをバカと言った。

「アオイに負けて帰った。キリドルはヘルニアだった」

「あ……そう」

　美琴は脱力。一応、アオイが周しゆう慈じを疑っていたが何とか気づかれずに済んだということは話しておいた。美琴は「ま、バレなければオッケーっしょ」と片付けた。

　軽い空腹を覚えて、時と計けいを見ると昼になっていた。春はる菜なはせっかくだから弁当を食べるとか言ってたな。

「おい美琴。昼飯にするぞ。たまには手て伝つだえ」

「オッケ。じゃあ私ネギ切る」

「まだ何作るか決めてねえよ」







　カラ助すけがハテシナから帰ってきたのはその日の夕方だった。すぐに神一郎の部へ屋やに集まり、報告を聞く。春菜はリビングでテレビを観みていて、周慈はまだ帰ってきていない。

「まずゲンジとアオイっていうハテビトのことなんだけどな。現在任務を受けて人間界に来てるハテビトをチェックしたんだが、どこにも名前がないんだよ」

「いきなりおかしいね。アオイは上層部から受けた正式の任務だって言ってたけど」

　確たしかに。ゲンジも依頼主はわからないが、書類は正式な物だったと言っていた。ゲンジだってそれほどバカではない。明らかに怪あやしいような依頼は受けないだろう。ゲンジが信用できるほどの信しん憑ぴよう性せいはあったはずだ。いや、信憑性など関係ないのかもしれない。ゲンジはその不純な使用目的のために、ウチデノコヅチが手に入れば何でもいいのだ。

「考えられることは三つだ」

　神しん一いち郎ろうは美み琴ことのためにチラシの裏に書き出した。

　一つ目は、ホウジに死んで欲しい奴やつが、書類を偽ぎ造ぞうした可能性。自分の手を汚したくないから、ゲンジに正式だと偽いつわって依頼をした。この際、偽造が可能かどうかは置いておく。

　二つ目は、正式な依頼ができる権利を持つ誰だれかが、権限を利用し、名を隠かくしてこっそり依頼をした可能性。となれば書類はもちろん正式な物だし、ゲンジも疑いようがない。

　三つ目は、ゲンジの言ったことがすべて噓うそで、あいつらが個人的にホウジを消そうとしている可能性。理由はわからない。

　チラシの裏に書かれた三つの箇条書きを見て、美琴は腕組み。

「うーん。三つ目はないと思うけどなあ」

「俺おれも同感だ。ま、可能性があるってことで書いただけだ」

　アオイにしても、エリート志向を考えると、任務でもないのに人間の世界に来るのは意味がない。むしろ、同胞を狙ねらうなんて逆にエリートへの道を閉ざすようなものだ。

　となると、残るは二つ。これはどちらもあり得ることだ。が、どちらにしても共通するのが、ゲンジとアオイは騙だまされているということだ。上を目指すアオイにとって、この任務が正式でない以上、何のポイントにもならない。最悪の場合、同胞のホウジを殺したという罪を被かぶってしまう。そして、ホウジを消したかった奴がほくそ笑えんで終わりだ。

「んー……。どっちかなあ」

　美琴は毛先をいじり始めた。考え事をしているのか、もう退屈になったのか。

「それでホウジ、何か思い出したか？　お前が狙われるような理由」

　あとはこっちにヒントがあるはずだ。

「それがだなあ、何かあった気はするんだけど……」

　ホウジはアフロをモシャモシャと搔かきむしる。頭が小さいから脳も小さいのか。カラ助すけと一いつ緒しよで。

「おいら、ここ二、三週間のハテシナの新聞集めてきたぞ。見たら何か思い出すかもって思ってな」

「おお！　カラスの旦だん那な、ありがてえ」

　カラ助は羽う毛もうの中から三本目の足を使って器用に新聞を取り出した。

「気が利きくじゃねえか。お前も考えてんだな」

「もちろんよ。何と言ってもおいらは──」

「あ、『ネットゲームやり過ぎで入院』だって。ま、私もギリギリまでいったことあるけどね」

「聞いてくれよ！」

　うるさいカラ助はさておき、神一郎も新聞を広げた。過去のものではあるが、情報は仕入れておくべきだ。任務でこっちに来てからハテシナの情報は入ってこない。たまにカラ助の話を聞くだけだ。

　ホウジは新聞の上に乗って文字と一いつ緒しよに歩きながら読んでいる。美み琴ことはもう放送は終わったのにテレビ欄らんを見ていた。飽あきると、その裏にある四コママンガを読み始めた。

「テロ？」

　それは神しん一いち郎ろうが手に取った新聞の一面記事だった。今から十日前の記事だ。

　日本勢力内で、ホテルの一室が爆ばく弾だんで爆破された。と冒頭には書いてあった。

「それだ！」

　ホウジが声をあげる。

「お前、テロと関係してんのか？」

「違う違う。俺おれ、この事件が起きた時近くにいたんだ。いきなり爆発音がしてよ。野や次じ馬うま根性全開で見に行こうと思ったんだ。でもよ、俺の足じゃ時間かかるし、他ほかの野次馬に踏ふみ潰つぶされちまうかもしれないだろ？　だから裏道使ったんだ。俺しか通れないような道……」

　アフロ頭を振って記き憶おくをたどるホウジ。

「道っていってもドブみたいなところでよ。これがまた臭くせえんだよな。そろそろホテルの近くかなって思ったら下に落ちてさ。下水道だったんだよなそこ。あ──っ！」

　すごい野次馬根性に感心しているとまたもホウジが声をあげた。話しているうちに記憶が鮮せん明めいになってきたようだ。

「そうだ。その下水道に誰だれか下りてきたんだ。多た分ぶんマンホールから。ホテルの従業員の格かつ好こうしててさ。……あれ？　そいつ犯人っぽくね？」

「それだあ！」

　神一郎、美琴、カラ助すけの声が見事に合わさった。

　ホウジはテロの現場近くで逃走中の犯人を目もく撃げきし、その犯人もホウジに見られたことに気づいたのだ。

「よくその場で始末されなかったな」

「そいつが俺の方に向かってきたからよ、必死に逃げたんだ。そしたらネズミの群れに襲おそわれて、気がついたらネズミの住み家みたいなところにいて……。あ、俺そこで二日くらい暮らしてたんだけどよ、その群れで一番かわいい子に惚ほれられちゃってさ、もう男どもの視し線せんが怖いったらもう……」

　脱線したのでデコピンした。ホウジは壁かべまで吹ふっ飛び、だがすぐに立ち上がる。アフロがクッションにでもなったのだろうか。

「そんな大事なこと忘れてんじゃねえよ。そのアフロは飾りかよ」

「オシャレと言ってくれ兄貴」

　ネズミに襲われたせいで記憶がすっ飛んでいたのか。ネズミと暮らすって、適応能力高過ぎだろ。

　これでホウジが狙ねらわれている理由がわかった。依頼人はその犯人。ということは、ゲンジへの依頼は偽ぎ造ぞうだったということだ。

「そのテロの犯人はもう捕まってるのか？」

　カラ助すけは首を横に振った。

「そんなニュースは聞いてないな」

「そうか。じゃあホウジ、犯人はどんな奴やつだった？」

「従業員の服を着て帽子を深くかぶってたからな……。髪の毛は確たしか赤系で、男だとは思うんだが」

　まあ、変装くらいはするか。

　しかし、この事実を伝えれば、ゲンジとアオイの二人ふたりと戦わなくて済むかもしれない。協力して犯人を捕まえてお手て柄がら、というのもいい。

　とりあえず、記事を読み込む。

「犯人は忌き獄ごくの一員の可能性あり。げ、やっぱ『忌獄』かよ」

「ああ。ニュースでも言ってたぞ」

　カラ助が言った。

　忌獄。日本勢力のハテビトで構成された巨大な犯罪組そ織しきだ。マフィアと言ってもいい。日本勢力内で起こる犯罪の三割は、忌獄の関係者が起こしていると言われている。テロなどの大きな事件になると、その八割が忌獄関係だ。もう討とう伐ばつされたが、八人組の戦せん闘とう集団『オロチ』は忌獄の一員だったらしい。

　オロチが全滅してしばらく目立った活動はなかったが、最近になってまた動きが出てきたようだ。

　他勢力との争いも決着がついていないというのに、内部でも暴あばれ回られてはたまったものではない。上層部は忌獄を根ね絶だやしにするのに必死である。

　忌獄という組織がバックにあるのなら、書類の偽造という可能性にも真実味が出てくる。奴やつらなら、それくらい簡かん単たんにやってのけるだろう。

「忌獄が黒幕か。こりゃ腕がなるね」

　さすがに美み琴ことも忌獄は知っているようで、テンションが上がっている。ホウジは震ふるえ上がっている。

　神しん一いち郎ろうはさらに記事を読み進めた。使用された爆ばく弾だんの痕こん跡せきが見つかっていないらしい。そのため、爆弾の種類から入手ルートを特定することが困こん難なんとなっている。

「やられたのは法務局局員、サルタってハテビトか。即死か……そりゃ爆弾だしな」

　局のトップではないが、それなりの地位にあるハテビトだろう。サルタが狙われた理由はわかっていないようだ。上層部へのあてつけという見方もある。これは前の新聞だから、今はもっと捜査が進んでいるかもしれない。

「え……？」

　美み琴ことの声。

「ごめん神しん一いち郎ろう、もう一回言って。誰だれが……死んだって……？」

「ん、サルタっていう奴やつ」

　美琴が神一郎の新聞を強引に奪うばった。そのまま記事を食い入るように見つめている。

「どうしたよ」

　美琴は新聞を握り、くしゃっと音をたてた。

　そして、絞しぼり出すように。

「サルタ……おじさん」

「っ！」

　カラ助すけも、ホウジも、美琴に視し線せんを集める。今まで一度も見せたことのないような顔をする美琴に。

　さっき、ついさっきの話だ。美琴が嬉うれしそうに話していた父親代わりのおじさん。美琴に戦い方を教えた師し匠しよう。

　誰も何も言わなかった。事情を知らないはずのカラ助とホウジですら、美琴の横顔に口をつぐんでしまっていた。

　美琴は「ごめん」とだけ言って、部へ屋やを出ていった。すぐに隣となりの部屋のドアが閉まる音が聞こえた。

　貴重な情報が手に入ったと思ったら、それはあまりに予想外の情報だった。もっと話し合いをするべきなのだろうが、美琴を引っ張ってくる気にはなれなかった。それは、カラ助もホウジもわかっているようだった。

「先も見えてきたし、今日きようはこれくらいにしよう。カラ助、お疲れ」

「あ、ああ……」

　カラ助は大きな黒い羽はねを広げて飛び去っていった。

　部屋に残ったのはホウジと神一郎。ホウジはこの空気に耐えられないのか、床ゆかの上を行ったり来たりしている。

「姉貴の近い人なのか？」

「父親がいないあいつの面めん倒どう見てくれた人だってさ」

「そうか……。辛つらいな」

　神一郎は美琴が座っていた布ふ団とんの上に寝転がった。まだあいつの温度が残っていた。

　本当は寝ている場合ではない。夕飯の準備をしなければいけない。米を研といで、炊すい飯はん器きにセットしなければいけない。

　美琴の好物、何だったっけ。







「お姉ねえちゃん、今日きよう早退したの？」

　いつもの席に座った周しゆう慈じが、向かいに座る姉を心配そうに見ていた。

「え、あ、うん。早退しちゃった」

「調ちよう子し悪かったの？」

「えっと……そうじゃなくて……」

　隣となりに座る神しん一いち郎ろうを困った顔で見上げる。周慈に自じ慢まんするとか言ってたくせに。

「春はる菜ながいきなり『七つ集めると願ねがいが叶かなう、伝説の卵ボーロがあるんですよ。捜しに行きましょう』とか言い出すからやむなく早退だ」

「神一郎さん！」

「七つ集めると『ボー龍ロン』っていうでかいドラゴンが出てくるんだがな、間違ってもギャルのパンティが欲しいとか……」

「神一郎さんっ！」

　いつもの藤とう堂どう家けの食卓である。違うところといえば、メニューが急きょ鮭さけからハンバーグになったこと、そして周慈の隣、神一郎の向かいの椅い子すが空席だということだ。

「美み琴ことさん、来ないですね……」

　いつもは誰だれよりも早く席について夕飯をせかす奴やつが、今夜は姿も見せない。周慈は心配なようだ。

　さっき、美琴を呼びにいった。ノックをしても返事はなく、名前を呼ぶと「ごめん。ご飯いいや」とだけ返ってきた。小さな、消え入りそうな声で。神一郎も、それ以上は何も言えなかった。

「先に食ってようぜ。それと周慈、今日きようの特訓はなしだ」

「……はい。わかりました」

　テレビではクイズ番組がやっていた。若いアイドルの女の子が、突とつ拍ぴよう子しもない答えをして笑いが起きる。いつもなら美琴がマジになってクイズに挑戦し、一番先にわかると得意げに鼻をならし、わからないと問題のせいにしていた。ＣＭの間も真剣に考えていた。

　静かだな。テレビの音量が小さいわけではなく。

「周慈、ハンバーグ美う味まいか？」

「はい。美お味いしいです。でも、今日は鮭って聞いてたんですけど、どうしてハンバーグになったんですか？」

「ん？　まあ、いろいろあってな……」

　周慈は不ふ思し議ぎそうな顔をしたが、あまり気にした様よう子すもなくハンバーグに箸はしをつける。

　春菜はハンバーグを一口食べて、神一郎を見上げた。

「神一郎さん、このハンバーグの作り方教えてくださいよ」

「だからこれは上級者用って言ったじゃねえか」

　まだまだ教えるわけにはいかない。もったいぶっている理由は特にないのだが。

　結局美み琴ことは現れず、神しん一いち郎ろうは美琴の分のハンバーグにラップをかけた。春はる菜なは風ふ呂ろに入り、神一郎は食器洗いを始めた。

　美琴は弱くない。少し経たてばいつも通り笑っているだろう。

　だが不安はある。失った人が、あまりにも近すぎる。失った形が、あまりにも衝しよう撃げき的てきすぎる。サルタというハテビトがまだ現役で、戦場に赴おもむいて他勢力のハテビトと戦って死んだというのなら、まだよかった。戦場にいる以上、死んでしまうかもしれないという覚悟はあるし、美琴自身、命を懸かけた戦いを経けい験けんしている。死が隣となりにある場所を認にん識しきしている。

　しかし、サルタは引退し、局員として働いていた。そこに起きたテロ。死とは無む縁えんの場所で、何の前触れもなく訪れた死。失う形としては最悪だ。

　昼間の美琴を思い出すと、神一郎も心が痛む。顔も知らないけれど、父親代わりに思っていた美琴の気持ちが伝わってくる。

「神一郎さん」

　皿を拭ふいていると、周しゆう慈じがいた。

「特訓するなら見てやろうか？」

「特訓じゃないんです。美琴さん、何かあったんですか？　もし病気なら、病院に行かないと」

　三秒考えた。

「……大切な人が、死んだ」

「え……」

　予想外の答えに、周慈は声を詰まらせた。聞いてはいけないことを聞いてしまったというふうに、目を逸そらした。

　もしかしたら、両親を失った時のことを思い出しているのかもしれない。言うべきではなかったか。

「俺おれはこのままそっとしておこうと思ってる。このまま引きこもるような奴やつじゃないし、そのうち元気になるだろ」

　でも、と、神一郎は続けた。

「飯は食ってもらわないと困る。あいつの栄養がどうとかじゃなくて、俺が作ったものを食べないってのが気に食わねえ。持っていってくれるか？」

「え？　……はい」

　周慈はうなずいた。
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　どうして神しん一いち郎ろうさんのお願ねがいを受けたのか、僕はわからなかった。ハンバーグを載せたお盆を持って、僕は階段をのぼる。

「美み琴ことさん」

　両手がふさがっていてノックができないから、名前を呼んだ。

　美琴さんの部へ屋やに行く理由が欲しかったのかもしれない。

　しばらく待っても返事はなかった。「美琴さん」。僕はもう一度名前を呼んだ。

「周しゆう慈じ？」

　今度は返事があった。小さな声だった。

「はい。夕ご飯、持ってきました」

「ごめん。食欲ない。神一郎に謝あやまっといて」

「でも、食べないと……」

　美琴さんからの言葉はなかった。僕はドアの前に立っていた。何を言えばいいかなんて全然わからないのに、そこから動けなかった。ハンバーグを食べて欲しかった。とても美お味いしかったから。

「入って」

　やがて、そんな言葉がドアの向こうから聞こえた。

　ふさがった両手でなんとかドアを開ける。部屋の中は真っ暗で、廊下から射さし込む光だけが唯ゆい一いつの光源だった。

　美琴さんは敷しきっぱなしの布ふ団とんの上で膝ひざをかかえて座っていた。

「電気、つけますね」

　スイッチを入れる。蛍けい光こう灯とうに照らされた室内は、相変わらず物が少なかった。

　美琴さんは僕と同じくらいの身長だ。でも、目の前の美琴さんはいつもより小さく見えた。二つに結ゆわいた長い髪は布団に散らばり、顔を上げた美琴さんの目は真まっ赤かだった。

　はじめに思ったのは、この人も泣くんだ、ということ。

　それくらい、僕にとっての美琴さんは大きくて強い。いつも笑っていて、元気で、庭で稽けい古こをつけてくれる優やさしい師し匠しよう。その人が、泣いていた。

　悲しかった。

　僕はお盆を美琴さんの前に置いた。レンジで温めたハンバーグからは、白い湯ゆ気げがのぼっている。

「ハンバーグです。本当は鮭さけだったんですけど、変更になりました」

　僕がそう言うと、美琴さんが呟つぶやいた。

「神しん一いち郎ろう……頑がん張ばりすぎ……」

　今さら、僕は理解した。どうして鮭さけからハンバーグになったのか。

　やっぱり、神一郎さんは美み琴ことさんのことをわかっている。そして、心配しているんだ。そっとしておこうと言っていたけど、そっとしておけないから、ハンバーグを作ったんだ。

　ちょっと悔くやしかった。自分がいかに美琴さんから遠いところに立っているのかを実感した。

　美琴さんはハンバーグを小さく切り分けて、ゆっくりと口に運んだ。

「うん、美お味いしい」

　薄うすく、薄く笑った。見み逃のがしてしまいそうなくらい。

　美琴さんは三切れだけ食べて、箸はしを置いた。

　言葉を必死に探して、僕は口を開いた。

「大切な人を亡くしたって、聞きました」

「……神一郎から？　ってあいつしかいないか」

「はい」

「あのバカ……」

　沈ちん黙もくが降りてくる。息が詰まるような沈黙が。

　美琴さんは少しも動かない。呼吸に合わせて肩がかすかに上下するくらいだ。僕は美琴さんの前に座って、ハンバーグの湯ゆ気げが少なくなっていくのを見ていた。

「僕は、教えてもらってよかったと思ってます。何も知らずに、落ち込んでいる美琴さんを見ているのは、多た分ぶん一番辛つらいです」

　僕はそこで一度言葉を切った。美琴さんは動かない。

「僕も、大切な人を亡くしています」

「うん……知ってる」

「たくさん泣きました。ずっと泣いてました。本当に涙は涸かれるんだって思いました」

　こんな身の上話、何になるというのだろう。

　僕も同じようなことを経けい験けんしたから、悲しみを分かち合える。なんて、ドラマやマンガの中だけの話。どれだけ僕のような人が集まったって、悲しい感情が減ることはない。美琴さんの気が楽になることなんてない。

　あの時の僕と同じように、美琴さんは何の反応も見せない。

　僕が言いたいのは、そんなことじゃない。

　僕は立ち上がった。

「美琴さん、僕は、美琴さんの弟で子しであることに誇りを持ってます。美琴さんと一いつ緒しよに特訓するのが毎日楽しみです。だからまた、稽けい古こをつけてください！　待ってます」

　ひと息で言い切って、僕は部へ屋やを出た。

　美琴さんの返事はない。

　ドアを閉める音が、廊下に響ひびいた。
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「そうですか。美み琴ことさん……」

「ああ。別に接し方変えろとかってわけじゃなくてさ、一応な」

「家族、ですもんね……」

「そうだな」

　リビングで風ふ呂ろからあがった春はる菜なに美琴のことを話した。ちなみに、春菜の髪をバスタオルで拭ふいてあげながらのことである。これからドライヤー、ブラシという仕事が待っている。こんなことするのも今日きようで最後だ。甘んじてやってやろうではないか。

　水分を拭ぬぐった髪を手ぐしで整ととのえていると、周しゆう慈じが二階からおりてきた。神しん一いち郎ろうはさりげなく春菜から離はなれる。

「周慈、美琴さんのところに行ってきたの？」

「うん」

「あいつ飯食ったか？」

「少しですけど」

「そう……」と、春菜はかすかに安あん堵どの表情を見せた。

　上に行ってから少し時間があった。ただハンバーグを置いてきたというわけではなさそうだ。

「神一郎さん、稽けい古こつけてください」

　唐とう突とつにそう言った周慈の目には、何か意志のようなものが見えた。

「ん？　おお、わかった」

「あの、ドライヤー……」

　春菜が服の裾すそを引っ張る。「ちょっとだから」となだめた。

　周慈はジャージに着替え、神一郎と庭に出た。美琴が使っているらしいミットがあったので、それを両手につけて周慈のパンチを受けることにした。

「いい感じだな」

　筋トレの成果もあって、前に周慈のパンチを受けた時より数段よくなっている。一対一なら、同学年相手ならそう簡かん単たんには負けないだろう。いじめっこたちがリベンジしてきても返かえり討うち確かく定ていだ。

　と、蹴けりが飛んできた。予想していなかったので慌あわててミットで受ける。もう蹴りも教えていたのか。いや、この蹴りは完かん璧ぺきに素人しろうとのものだ。蹴りをまだ教えてもらっていない周慈が、やみくもに放っただけだ。

「はっ！」

　おかしい。神しん一いち郎ろうはすぐに違和感に気づいた。はじめは美み琴ことの教えた型通り、きれいなパンチだったのだが、段々それが崩くずれてきている。今はもう、ただ神一郎のミットを殴りつけるようになっている。

「おい、ちょっと待てよ。一回ストップだ」

「たあっ！」

　それでも周しゆう慈じはやめない。いい加減イラっときて、ミットで隙すきだらけの周慈の頰ほおを軽く殴った。周慈はよろけ、それでやっとパンチをやめた。

「はあ……はあ……」

「どうしたよ。ストレスでも溜たまってんのか？」

　そうだとして、ストレス発散の相手に神一郎を選えらぶとはいい度胸だ。

　周慈は肩で息をしながら、絞しぼり出すように言った。

「神一郎さんは……ずるいです」

「ずるいって、何がだよ」

　そんなこと言われる覚えはない。しかも周慈に。

「いつも、美琴さんの近くにいるじゃないですか。美琴さんのこと、よくわかってて……。美琴さんも、神一郎さんには心を許してる感じがして……」

　訴えるように言葉を吐き出す周慈はとても真剣で。

　悪いけど、笑いが出た。

「はっ。お前妬やいてんのか？　俺おれに」

「そ、そうじゃないです！　別に僕は……」

　慌あわてるとそっくりなリアクションをする藤とう堂どう姉弟。美琴の部へ屋やで、周慈が神一郎に妬くようなことがあったのだろうか。

　そうだな。ヘコんでいるようだし、元気づけるためにもからかってみるか。

「ま、俺は好きだな。美琴みたいな奴やつ」

「えっ!?」

　意外な発言にうろたえる周慈。

　しかし、これは噓うそではない。よく言うライクとラブで分けたらライクというやつだ。美琴は竹をクサナギで割ったようなさっぱり具合だし、明るくて誰だれとでもすぐに仲良くなれるタイプだ。何といっても食いっぷりがいい。神一郎でなくても、美琴を嫌いになれるような奴は少ないと思う。強しいて言うなら、勉強一筋でメガネをくいっとやるような委員長タイプには苦にが手てかもしれない。

「どしたよ。敵かなわないと思ったら勝負はそこで負けだぞ」

「いえ、そうじゃなくて……。神一郎さんは、その、お姉ねえちゃんのことが……」

　まさかの反はん撃げき。

「どらあっ！」

　ミットを投げつける。周しゆう慈じの顔面に直ちよく撃げきし、周慈は「ぶっ！」と庭に倒れた。体を起こした周慈は、不ふ思し議ぎそうに神しん一いち郎ろうを見上げている。

「違うんですか？　なんか、最近神一郎さん、ずっとお姉ねえちゃんと一いつ緒しよにいる気がするし、お姉ちゃんも神一郎さんを頼ってるみたいだし……」

　鋭するどいぞ藤とう堂どう周慈。周慈のフォローは美み琴ことに任せていたが、やはりいつもと違うことに気づいてしまったか。だが、それも今日きようまで。ウチデノコヅチに英えい力りよくが溜たまれば、明日あしたからはいつも通りの藤堂家なのだ。周慈も考えを改めるだろう。

「ま、好きとかどうとかってのは置いといてだな。俺おれだって美琴と付き合いが長いわけじゃないし、美琴のことなんてほとんど知らねえ。心を許してるっていうか、あーゆー性格なんだな、あいつは」

「はあ」

「で、妬やく妬かないはお前の自由だが、俺を相手にしても張り合いはないと思うぞ。俺はそういう対象であいつを見てないし」

「はあ……じゃなくて！　別に僕も美琴さんをその、そういう対象とか……その……」

　夜の庭でもわかるくらい周慈は顔を赤くして。

　神一郎は周慈の手を引っ張って立たせてやった。投げてしまったミットを拾い、また構える。

「ほい。再開しようか」

「はい！」

　ふと、二階を見上げる。

　美琴の部へ屋やは、電気がついていた。

「あの、神一郎さん」

「何だ？」

「僕は、神一郎さんがお兄にいさんになってくれたら、嬉うれしいです」

　もう一回ミットを投げた。







　５、 暴走か報復か







　深夜。時と計けいを見ると三時。目が覚めたのはトイレに行きたくなったからではない。強い英えい力りよくを感じ取ったのだ。これは確かく実じつにゲンジとアオイの英力だ。こっちに気づかせるために、わざと英力をこの辺に振りまいている。

「兄貴ぃ……」

　ホウジも目を覚まし、すでにガタガタ震ふるえていた。

「落ち着け。別にこの場所がバレたわけじゃない」

　電気をつけ、着替えに手を伸ばす。

　これはあいつらからの挑戦状だ。今夜、決着をつけるつもりだ。

　ホウジに言った通り、こちらの居場所がバレたわけではない。無視することだってできる。あいつらは寒空の下待ちぼうけをくらうことになるのだが。

　しかし、この前とは状況が違う。カラ助すけの持ってきた情報から、ホウジ抹まつ殺さつを依頼した奴やつが忌き獄ごくのテロリストで、ゲンジたちはそれに騙だまされている可能性が高い。この話をすれば、あるいは上う手まく解決できるかもしれないのだ。

　問題があるとすれば、報ほう酬しゆうであるウチデノコヅチの能力をゲンジが勘違いしているということ。さらに、ゲンジはロリコン脱却に必死だということだ。ウチデノコヅチが手に入らないとわかった時、ゲンジは無理やり奪うばいにくるかもしれない。ああいうのは何するかわからないから本当に困る。そしたらもうぶん殴るしかない。

「ホウジ、どうする？　このままやり過ごすこともできるぞ。それとも、事情を説明しに行くか？」

「……もう逃げ回るのはごめんだ。兄貴、行こう」

　ホウジはアフロを整ととのえた。

「よし」

　どうしようか。神しん一いち郎ろうは思った。ホウジと二人ふたりで行くか、美み琴ことも一いつ緒しよに行くか。

　今の美琴の精神状況ではとても戦せん闘とうなどできない。英力は精神状態に大きな影えい響きようを受ける。美琴の英力はボロボロだ。

　その時、ノックなしでドアが開いた。そこには美琴。すでに着替えていた。ワインレッドのジャケットにふわっとした黒のミニスカート、同じ色のタイツという姿で、そこに立っていた。

「行くんでしょ？」

　声はいつもの美琴だった。

「ああ、決着だ」

「私は仲間外れ？」

　神しん一いち郎ろうは美み琴ことの目を見た。根拠のない自信に満ちた、何も変わらない二つの瞳ひとみが神一郎を見ていた。

「……いや、一いつ緒しよに行こう」

「そうこなくっちゃ」

　頭にホウジを乗っけて、窓から外に出た。音を出さないように着地し、柵さくを越える。空には、きれいな円に限りなく近い、でも満月ではない月が浮かんでいた。

　規則的に並んだ外灯の中を、英えい力りよくをたどって歩く。おそらく、この方向は河か原わらだろう。

　神一郎たち以外には誰だれもいなかった。

　隣となりに並ぶ美琴が口を開いた。

「ごちそうさま。全部食べたよ」

「当たり前だ。残したら殴ってる」

「おーおー、うちのコックは怖いねえ」

　横目で美琴を盗み見る。外灯の白い光に照らされた美琴は、目を細めて笑っていた。

「……大丈夫なのか？」

　美琴は小さくうなずく。

「うん。ごめんね。なんか家の空気も悪くしちゃったでしょ」

「いや、謝あやまることじゃねえよ。俺おれは作った飯をちゃんと食えば文句はねえ」

「そっか。いや、でも、ごめん」

　神一郎は、昼に美琴がしたみたいに、美琴の頭に手を乗せて髪をぐしゃぐしゃにしてやった。美琴の髪はサラサラで、心地ここちよかった。

　美琴は「あはは。やられちゃった」と笑った。

「やっぱ、周しゆう慈じに心配されてたのがこたえたかなあ。周慈、泣きそうな顔でさ。弟で子しに心配されるなんて師し匠しよう失格じゃん？　だから、しっかりしないとなーって」

「輝かがやく師弟愛だな」

「そだね」

　泣きたい時に我が慢まんしたり、落ち込んでいる時にわざと元気に振ふる舞まうのが強さではないと思う。弱い奴やつは泣きっぱなしで、強い奴は涙を拭ぬぐう。そこの違いだと思う。

　それにしても、周慈、頑がん張ばったな。前までの周慈では考えられない。それほどまでに美琴のことが好きなのはわかるが、悲しいかな、美琴はそういう目で周慈を見てないからなあ。

　気がつくと、髪が湿っぽい。手を持っていくと濡ぬれていた。

「ううっ……いい話じゃねえか。俺、心の汗が止まらねえよ……」

　頭の上でホウジが泣いていた。涙がぽたぽたと神一郎の髪に落ちていく。

「涙もろいにもほどがあるだろ」

　ホウジはしばらく泣きやまなかった。おかげで髪がめちゃくちゃだ。

　河か原わらに着いた。ゲンジたちの他ほかに違う英えい力りよくを感じる。もうすでに英えい符ふを使っているらしい。防音と人払い、どちらも使ったようだ。

　ゲンジは薙なぎ刀なたを構え、アオイはヒトエを纏まとい銃を両手に持って、芝しば生ふの上に立っていた。

　あっちはすでに戦せん闘とう態勢だったが、神しん一いち郎ろうも美み琴ことも武器は取り出さなかった。その意思がないことを伝えるためだ。

　頭の上ではホウジが震ふるえている。いざとなったらすぐにこの場から離はなれるように言ってあるが、ホウジの足ではどこまで行けるかなんてたかが知れている。投げるか。

「呼び出しどうも」

「来てくれて嬉うれしいよ。ターゲットも連れてきてくれたんだね」

「ああ。それで話がある」

「こちらにはありません」

　アオイが銃口を向ける。神一郎と美琴は、十分な間合いを取ってそこで足を止めた。話をするには少々不便な距きよ離りだが、ここならいきなり攻こう撃げきされても反応できる。

「まあ聞け。これはな、すべてが平和的に解決するかもしれないんだ」

「うさん臭くさい顔ですね」

　ほっとけ。そこ、美琴笑うな。

「お前らの依頼ってのがどうにも怪あやしいんでな。こっちで勝手に調しらべた。そしたら、お前らの任務は登とう録ろくされてなかったんだ」

「……噓うそをつくな。僕はちゃんと正式な書類で任務を受けたんだ」

「その書類が偽にせ物ものだとは考えないのか？」

　神一郎の威圧的な声に、ゲンジはうろたえた。

「そんなわけ……」

「あるかもしれないんだよ」

　そこで神一郎は、こちら側の見解を隠かくさずに話した。

　ホウジが先日起きたテロ現場に居合わせ、犯人を目撃してしまったこと。ハテシナにいたのなら、ゲンジたちもテロのことは知っているはずだ。その犯人が犯罪組そ織しき『忌き獄ごく』の一員で、正式な任務と偽いつわってホウジを抹まつ殺さつしようとしているかもしれないこと。そしてそれにゲンジが選えらばれたこと。

　神一郎が話し終えてから数秒、アオイが呟つぶやくように言った。

「筋は通ってますね。強しいて言うなら、この噓の任務にゲンジが選ばれる必然性を感じないことくらいでしょうか」

　アオイは賢かしこい。話をすればわかってくれると信じていた。

「それだがな。ひょっとしてゲンジは、ウチデノコヅチが欲しいことを周りに言いふらしてなかったか？」

「言いふらすっていうか、捜すために色々訊きいて回ったからね」

　何な故ぜか誇らしげにゲンジ。

「そのことがどっかで依頼主の耳に入ったんだろうな。ちょうどいいから、ウチデノコヅチを報ほう酬しゆうにしてお前を抹まつ殺さつに向かわせたんだ」

　殺さなくても、ゲンジがホウジからウチデノコヅチを借りてしまうことで解決する可能性がある。しかし、殺さなければいけないそれらしい理由をくっつけているのだろう。

　おかしなところはない、はず。もちろん、これが事実であるという確かく証しようはない。あくまで可能性があるというだけだ。だが、説得するには十分すぎる信しん憑ぴよう性せいを持っている。

　ゲンジとアオイは色々と考えを巡めぐらせているようだった。頭に伝わってきていたホウジの震ふるえもなくなった。我が慢まんできてないのは美み琴ことだけで、座り込んで草をむしり始めた。

「ゲンジ、私の意見を言わせてもらうと、あちらの話はかなりあり得る話かと」

　やがて、アオイがゲンジを見上げ、言った。

「……僕も、そう思うよ」

　やや間を置いて、ゲンジもそう言った。上からホウジが長い安あん堵どの息を漏もらすのが聞こえた。これでやっとずっと脅おびやかされてきた命の危険から解放されるのだ。

　これからどうしようか。ゲンジにその書類というのを見せてもらって、そこから依頼人を見つけ出せないだろうか。そして協力してそいつを捕まえればいい。神しん一いち郎ろうと美琴は手て柄がらなんていらないから、アオイにくれてやる。

　そんな神一郎の思考を遮さえぎったのはゲンジだった。

「ウチデノコヅチは……手に入らないんだな」

「まあそうだな。っていうか、お前は……」

　ウチデノコヅチの能力を勘違いしている。そう続けようとした途と端たん、ゲンジから英えい力りよくが放たれる。同時に薙なぎ刀なたの切っ先が神一郎に向く。

　ゲンジが地面を蹴ける。ゲンジから感じるのは明らからな敵意。どうしてだ。たった今、問題は解決したはずじゃなかったのか。

　神一郎はクサナギを取り出す。今はゲンジの攻こう撃げきを凌しのがなければいけない。

　薙刀の刃やいばを鞘さやで受ける。金属音が響ひびいた。

「ホウジ！　離はなれろ！」

「お……おう。うぎゃっ！」

　美琴が頭の上のホウジをブラシでかっ飛ばした。風圧で髪が揺ゆれる。もう少し下だったら神一郎の額ひたいに直撃だった。

「危ねえよ！」

「まあまあ。結果オーライだね」

　薙なぎ刀なたを弾はじき、後ろに跳とぶ。アオイは目を丸くして突然仕掛けたゲンジを見ていた。二人ふたりで示し合わせていた奇き襲しゆうではないようだ。これは完全にゲンジの独断だ。

「お前っ……。何のつもりだ」

「うるさい！　僕は絶対にウチデノコヅチを手に入れなければいけないんだ！」

　ゲンジが薙刀を振るう。神しん一いち郎ろうはいくつか連れん撃げきを防ぎ、足払いをかける。それを回かい避ひし片足が浮いたところに、さらに体当たりで崩くずす。

「く……」

「バカ野郎が。痛い目見やがれ！」

　クサナギを打ち下ろす直前に発砲音。クサナギの軌道を変え、銃弾を防ぐ。その間にゲンジは体勢を整ととのえた。

　アオイがベレッタを構えていた。

「てめえ……」

「申もうし訳わけありません。ですが、彼は私のパートナーです。傷つくのを黙だまって見ているわけにはいきません」

　アオイが人差し指に力を込める。と、アオイと神一郎の間にブラシが割り込んだ。射出された鉛なまり玉だまを弾はじきながら、アオイとの距きよ離りを詰める。

「任せな！」

　美み琴ことのブラシを、アオイはバックステップでかわした。結ゆわいた髪が揺ゆれる。

「あなたとは個人的に白黒つけたいと思っていました」

「奇遇だね。私もだよ！」

　アオイはこれで美琴にかかりきりになる。援えん護ご射撃がこっちに飛んでくることはない。神一郎は目の前のゲンジを見み据すえた。

「力の差はこの前の通りだが、それでもやるか？」

「もちろんだ。僕は負けるわけにはいかない」

　そんなにもロリコンと言われるのが嫌いやなのか。いや、実際自分が言われたら相当嫌だが。ゲンジのウチデノコヅチに対する執念はもはや盲目的だ。

　こういう奴やつにはもう言葉は通じないだろう。

　というより、なんかイラついてきた。できれば戦いたくないから、人がちゃんと情報集めて解決の道を示したというのに、ロリコン脱却というあくまで私的な上に変態的な感情だけで台無しにしやがって。

　黙だまらせてやる。そして、勘違いと間違いをゆっくり説教してやろう。

「お前、この前刀を抜けと言ってたな」

「ああそうだ。手加減されるのは嫌いだ」

「じゃあ見せてやるよ。ハンデなしだ」

　神しん一いち郎ろうは柄つかを握る右手に力を込めた。抜くのは二度目。日本勢力が誇る攻こう撃げき特化のイルフィニ。自みずから持ち主を選えらぶ刀。スサノオ隊長から託された信頼の証あかし。これで力の差を見せつけ、ゲンジの戦意を削そいでやる。

「力を貸せ！　クサナギ！」

　リンゴのシールが貼はってある鞘さやが滑り落ちる。そこに現れたのは白はく銀ぎんの刃やいば。月明かりを反射し、どこか艶なまめかしく光っていた。

　英えい力りよくがみなぎる。両手が柄になじむ。初めてこれを抜いた時のあの感覚が戻ってくる。

「クサナギだって……？」

「そうだ。だから抜かないでおいたのに、抜けって言ったのはお前だからな」

　刀を構える。動どう揺ようが隠かくせないゲンジは、それでも薙なぎ刀なたを向ける。目の前にある刀がクサナギだなんて、ハッタリだと思いたいのだろう。しかし、神一郎から放たれる英力がそれをさせない。

　もう勝負は見えている。驕おごりではない。戦力差は圧倒的なのだ。

「うおおおおっ！」

　だが、ゲンジは突っ込んできた。それはもう後ろに退ひけない男のプライドか、どうしてもロリコンから抜け出したい歪ゆがんだ執念か。

「このロリコンがあああっ！」

　一振り。たった一振りだ。神一郎が放ったカウンターの一撃は薙刀を真っ二つにし、そのままゲンジの胴体も斬きり払った。

　服と一いつ緒しよに皮ひ膚ふが裂け、鮮せん血けつが噴ふき出す。赤い雫しずくを散らし、ゲンジは背中から芝しば生ふの上に倒れた。

「参った、強いなあ……」

　こうなることがわかっていたかのように、ゲンジは呟つぶやいた。

　あまり深く斬り込んではいない。致命傷にはならないはず。その気になれば、上半身と下半身を斬り離はなすことだってできたのだ。

「ゲンジ……？」

　それは低く小さく、目の前の光景が信じられなくて、思わず漏もれてしまったようなアオイの声だった。

「隙すきありい！」

　美み琴ことがブラシを振り下ろした。ヒトエの守備範はん囲い圏けん外がいのブラシは、アオイの体のどこに当たってもダメージを与える。よけるか、銃で受けるかしかない。

　しかし、アオイはそのどちらもしなかった。銃を持つ両手をおろし、呆ぼう然ぜんとそこに立ちつくしていた。当然のように、ブラシはアオイの肩に直撃した。

「かたっ……！」

　そう言ったのは美み琴こと。アオイはぴくりとも動かない。ブラシの一いち撃げきは、アオイにダメージを与えていなかった。理由は一つ。アオイは体から放つ英えい力りよくだけでブラシを防ぼう御ぎよしたのだ。そんな芸当、普通の英力ではできない。少なくとも、さっきまでのアオイの英力では。

「あ……あああああああっ！」

　アオイの英力が爆ばく発はつ的てきに上昇する。いや、際限なく流れ出るこの英力は暴ぼう走そうといった方がいいかもしれない。美琴がグングニルを持ち上げた時とは違う。アオイは、この大量の英力をコントロールできていない。

　美琴に向けて銃を乱射。狙ねらいが定まっていないため弾たまはいくつも美琴に届かない。美琴はブラシで弾はじきながら後ろにさがった。

「よくも……よくもゲンジを……」

　低く唸うなるような声だった。アオイは乱射を続ける。

　アオイの目は見開き、まるで肉にく食しよく獣じゆうのそれだった。あの冷静で礼れい儀ぎ正ただしい少女の面おも影かげはどこにもない。ゲンジの負傷を見てキレたのか。キレて英力が上がるのは特に珍しいことではないが、それをコントロールできないのは、おそらく経けい験けん不足が原因だ。

　やがて弾は切れ、二つの銃からはカチカチとむなしい音が聞こえてきた。リロードの隙すきは与えない。美琴は迷わず飛び込んだ。

「寝てろおおおっ！」

　アオイは銃を捨てる。だが、ショットガンは間に合わない。いや、アオイにショットガンを取り出すという選せん択たく肢しなどはじめからなかった。

　アオイは小さな拳こぶしを固めると、ブラシを振りかぶる美琴に思い切り叩たたきつけた。

　完全に不意をつかれた美琴の頰ほおに拳がめり込む。その様よう子すが、神しん一いち郎ろうにはスローモーションで見えた。整ととのった美琴の顔が形を変えていく。これはこれで貴重な映像かもしれない。

「──っ！」

　と、声にならない声と共に、美琴は地面に体を打ちつけ芝を散らす。

　アオイは美琴への追撃はせず、神一郎を見た。ゲンジを斬きったのは神一郎なわけで、アオイの狙ねらいがこちらになるのは当然だった。

　アオイが地面を蹴ける。跳ちよう躍やくの勢いそのままに、拳を神一郎に繰くり出した。

　そんなモーションの大きい攻撃など、神一郎に当たるはずもない。神一郎が少し身を引いただけで、アオイは空振りした。

「ゲンジを……ゲンジを返せええっ！」

「まだ死んでねえよ！　そこに転がってるじゃねえか！」

　もはやアオイには何も見えていない。ただ目の前の憎い敵を殺すことしか頭にない。

　アオイが拳を引く。その時点でもう軌道は見えている。カウンターでクサナギをぶち込んでやる。

　だが、神しん一いち郎ろうがカウンターを放つことはなかった。神一郎がクサナギを構えると同時に、アオイは背後から突っ込んできた美み琴ことによって倒されていた。美琴が後ろからタックルを決めたのだ。地面に転がったアオイにまたがり、美琴は殴りかかった。ブラシを捨て、素す手でで。

「覚悟せいやあっ！」

　美琴の口の端は切れ、血が滲にじんでいる。

　女どうしの殴り合いが始まった。加勢もありだが、手出しは無用そうだ。というより、怖い。やりたいだけやらせておこう。

「頼むっ……！　アオイを止めてくれっ……！」

　ゲンジの声だ。切り口の血はもう止まっていた。横たわったまま、苦しそうに声を出す。

　体を起こすことはできないようで、神一郎は声を聞き取るためにしゃがんだ。

「やらしときゃいいじゃねえか。殴り合いなら死ぬこともねえだろ」

「そうじゃないんだ。アオイは……昔から英えい力りよくが不安定なんだ。生まれつきで……どうしようもない。精神的ショックで、英力が暴ぼう走そうしてしまう。それにアオイには暴走の時の記き憶おくはなくて、自覚もないんだ」

「なるほど。それであれか」

　英力がコントロールできないのは、経けい験けん不足ではなく体質のせいか。それは確たしかにどうしようもない。

　地面を転がりながら美琴と殴り合うアオイを見やる。放出される英力は止まらない。むしろ、さっきよりも若じやつ干かん大きくなっている。英力は美琴を上回っているが、美琴は上う手まく上のポジションを維い持じしてアオイの攻こう撃げきを凌しのいでいる。

「でも、アオイの小さな体では、暴走した英力に耐えられないんだ。耐えられずに、壊こわれてしまう……。だから僕は、ウチデノコヅチを……」

「……お前」

　ゲンジがウチデノコヅチを求める理由。周囲からロリコンと呼ばせないためではなく、アオイの体を守るため。体を大きくして、暴走するかもしれない英力から守るため。

「お願ねがいだ……。アオイを……」

　神一郎はゲンジの肩をトンと叩たたいた。

「わかったよ。お前の熱ねつ意いに負けてやる」

「すまない……」

　立ち上がる前に、一つ疑問が浮かんだ。

「どうして本当のこと言わないんだよ。嫌われるような噓うそまでついて」

　考えてみれば、それで解決するのではないだろうか。アオイのことだ、自分の英力のことを知っていれば、高ぶる感情をある程度なら意い識しき的てきに抑えられるはず。

「アオイはとても頭がいい。自分の体が周りに迷めい惑わくをかけると知ったら、きっと一人ひとりでどこかに行ってしまう。僕の近くからいなくなってしまう。それは……困るだろ？　僕が嫌われるだけで済むのなら、それでいい。嫌われても、近くにいてくれるなら」

　不ふ思し議ぎだ。あのナンパしていた優やさ男おとこが、かっこよく見える。

「お前、いい男だな」

「知ってるよ」

　ゲンジは無理に笑った。

　しかし、だ。たとえウチデノコヅチがあっても、アオイの体は大きくならない。本当の理由を知ってしまった今、この事実をどう伝えよう。

　依然として美み琴こととアオイは殴り合っている。というより、意地の張り合いみたいになってきている。このままアオイを戦わせてしまったら、ゲンジの言う通りアオイの体が壊こわれてしまう。美琴はタイマンで決着をつけたがっているだろうが、仕方ない、強引にでも終わらせる必要がある。

　神しん一いち郎ろうは駆かけ出した。

「美琴、タイマンの途と中ちゆうで悪いが邪じや魔まするぞ！」

「ちょっとどいてよ！　あんたはその辺でマンゴージュースでも飲んでな！」

「事情が変わった。そのチビ黙だまらせないとヤバい！」

　美琴とアオイの間に割り込み、アオイの拳こぶしをクサナギの刃やいばで受ける。さっきはよけたが、受けると重い。神一郎は肘ひじを曲げて衝しよう撃げきを吸収する。殴っただけでこれほどまでの力か。アオイが攻撃系のイルフィニを持っていなかったのがせめてもの救いだ。

「邪魔だあっ！」

　アオイが蹴けりを放つ。このチビ、銃だけかと思ったらしっかり体術まで習得している。

　蹴りを腕で防御し、クサナギを薙ないだ。クサナギの刃がヒトエの一部を切り取り、鮮あざやかな布が舞まう。

　やはり、抜ばつ刀とうしたクサナギはヒトエの防御を超える。神一郎はクサナギを逆さか刃ばに持ち替えた。このまま戦せん闘とう不能まで追い込む。

　その時、異変が起きた。

「くふっ……！」

　アオイが血を吐いた。神一郎の服に赤い色が飛び散る。

　膝ひざをつく。倒れそうになる体を、神一郎は抱きとめた。口の端から流れ出る血は、アオイの白い肌の中でいやに目立った。

「おい！」

「え？　え？　どしたの？」

　突然のことに、さすがの美琴にも戸と惑まどいの色が見える。

「がはっ……」

　咳せきのたびに赤黒い血の塊かたまりが吐き出される。アオイは目を閉じ、肩で荒々しく息をしていた。

　さっきまで異常なほど高かった英えい力りよくが、今では感じ取るのも困こん難なんなほど小さくなってしまっている。暴ぼう走そうの限界がきたのだ。そしてそれは、アオイの体の限界をも意味する。

　神しん一いち郎ろうは草の上にアオイをそっと寝かせた。

「ちょっと神一郎、何なのこれ!?」

「このチビ、こういう体質なんだと。英力が暴走して、体がそれに耐えられないんだ」

「それヤバいじゃん！」

「ヤバいんだよ！」

　くそ。どうすればいい。ここがハテシナであれば、医い療りように長たけたハテビトを呼ぶこともできるのだが。

　英力を注げば、どうにか凌しのげるだろうか。わからないが、とにかく少なくなったアオイの英力を少しでも回復しなければいけない。だが、神一郎の英力も抜ばつ刀とうしたことによってかなり消耗している。美み琴こともそうだ。分け与える余裕はない。

「兄貴！」

　そこに必死に走ってきたのはホウジだった。離はなれろと言ったはずなのに、まだいたのか。

「お前……まだいたのかよ」

「二人ふたりが戦ってるのに一人ひとりで逃げられるもんか！　で、勝ったんだろ？　やっぱ兄貴はすげえぜ！」

　踊り出した。まあ、知らないのだから仕方ないのかもしれないが、ここまで空気が読めないともうどうでもよくなる。

　神一郎は踊っているホウジを摑つかむと、アオイの体の上に乗せた。

「おおっ。何するんだよ兄貴」

「お前、英力はどれくらいある？」

「カラスの旦だん那なよりはあるぜ」

　胸を張る。随ずい分ぶん小さいドングリが背比べしていた。

　この場で英力が十分に残っているのはホウジだ。この際、贅ぜい沢たくは言っていられない。

「ホウジ、こいつに英力を分けてやってくれ」

「何ぃ!?　どうして俺おれが。こいつは俺を殺そうとしてたんだぜ？」

　そのホウジの気持ちはわかる。依頼が噓うそのものであっても、ホウジが命を狙ねらわれていたことには変わりない。事情がどう変わっても、ホウジにとってアオイたちは敵なのだ。

「そんなもん流しちゃいなさいって。ほら、ジャーっと」

　美琴が紐ひもを引っ張るような仕し草ぐさを見せる。これはまた古いトイレのジェスチャーだ。

「でもなあ……」

　ホウジは今までの恐怖の日々を思い返しているようだった。本当なら、ここでとどめを刺したいくらいの気持ちだろう。

　不意に美み琴ことが、ぼそっと言った。

「ここで敵味方関係なく助けてやれるのが、男ってものだと思うんだけどねえ」

「男……？」

　サングラスの奥でホウジの目が光った。ような気がした。

「男って言ったか、姉貴」

「うん。私だったら惚ほれるね。いや、ハテシナ中の女が惚れるだろうね」

「わかった！　英えい力りよくを分けてやる！」

　安いなあ、男。これも男の性さがってやつか。

　ホウジが英力をアオイに与える。神しん一いち郎ろうはアオイの口もとの血を拭ぬぐった。もう吐血はしていないが、苦しそうな表情は変わらない。吐血したということは、おそらく内ない臓ぞうがズタズタなのだろう。そればっかりは神一郎たちではどうしようもない。アオイが自分の英力で回復させるしかない。

「はあ、はあ……もうダメだ」

　あっという間にホウジが汗を流して座り込んだ。

「少ねえなあ」

　ホウジはフルマラソンを終えたような疲労具合だが、アオイの状態はよくなった感じがしない。ホウジの英力では焼け石に水だったのだろうか。

「姉貴……俺おれに惚れた？」

「惜しい！　私さ、自分より背が高い男じゃないとダメなんだ」

「……俺、頑がん張ばるぜ！」

　無理だろ。

「あ、俺圏けん内ないじゃん。好きだぜ美琴」

「はいはい。愛してるって神一郎」

「死ね」

「あんたがね！」

　ふと背後に気け配はいを感じた。振り返ればゲンジが傷口をおさえてフラフラと歩いてきていた。そして、倒れているアオイに目を丸くする。

「アオイっ……！」

　神一郎を押しのけ、アオイの横にしゃがみ込む。神一郎から見えるゲンジの横顔は、今にも泣き出しそうだった。

「少し英力を分けたけど、あんまり効果はないな」

　そこで干ひからびているホウジには悪いが。

　するとゲンジは、迷わず自分の英えい力りよくをアオイに注ぎ込んだ。ゲンジも神しん一いち郎ろうから相当なダメージを受けている。英力だってあまり多くない。それでもゲンジは、口をぎゅっと閉じたままアオイの胸に手を置き英力を注ぎ続ける。

「どうして……どうして僕はこんなに無力なんだろう。君には負けるし、アオイを助けてあげることもできない。僕はずっと、何をしてきたんだろう……」

　独ひとり言ごとのように、ゲンジは言った。あるいは独り言なのかもしれない。

「……仕方ないんじゃねえの？　アオイの体は生まれつきだし、俺おれがお前より強いのもどうしようもないことだ。でも、今お前は自分にできることをやってる。それでいいんじゃないか？」

「……君、僕ほどとは言わないけどいい男だな」

「知ってる」

　一回くらい、こいつとナンパをしてもいいと思った。成功率はともかくとして。

「今さ、自分が強いこと自じ慢まんしたよね」

「おう。俺もそう聞こえたぜ」

　近くで美み琴こととホウジのヒソヒソ話が聞こえた。

　ゲンジは限界ギリギリまで英力をアオイに分け、やがて地面に手をつき天を仰あおいだ。アオイの体にはゲンジの英力が満ちている。顔にも生気が戻ってきた。これなら何とかなるかもしれない。

「……う……」

　アオイの目がうっすらと開く。

「お、意い識しき戻った」

「っ！」

　アオイの目に最初に映ったのは神一郎だった。反射的に銃を構えようとするが、手には何も持っていないし、そもそも体が動かない。すぐに全身を襲おそう痛みに顔を歪ゆがめた。

「私は……」

　ゲンジの言う通り、アオイに暴ぼう走そう中ちゆうの記き憶おくはないようだった。

「英力出し過ぎて倒れたんだよ。んで、勝負は俺たちの勝ちだ」

「……そうですか」

　アオイは再び目を閉じた。そうしている方が楽なのだろう。

「ゲンジに礼を言いな。死にそうなお前に英力を分けたんだ」

「あ、いや……僕は、ねえ。はは」

　何な故ぜそこで遠えん慮りよする。絶好のアピールの機き会かいではないか。今後のためにも、アオイの好感度を上げておいた方がいい。ただでさえ低いんだから。

「ゲンジ……ありがとう、ございます」

「いやー、僕はさ、アオイが生きていてくれれば……」

「っ！」

　突如、ここにいる誰だれでもない英えい力りよく反応がした。全員がほぼ同時に気づく。カラ助すけではない。これはもっと悪意に満ちた……。

「上だ！　美み琴こと！」

　叫びながら、神しん一いち郎ろうは左手にゲンジの腕、右手にホウジを摑つかみ跳とんでいた。美琴はアオイを抱え逆方向に転がった。

　一秒前に神一郎たちがいたところを、轟ごう音おんと共に衝しよう撃げきが地面を揺ゆるがした。芝しば生ふは消し飛び、地面がえぐれた。まるで大きな鉄球をぶつけたような、そんな一撃だった。そしてその場所に、一人ひとりの男が着地した。

「あっ！　あいつだ！」

　ホウジが声を張り上げた。

　無造作に伸ばしたような赤毛に無ぶ精しよう髭ひげ。赤いタンクトップの上に黒いジャケットを羽は織おり、迷めい彩さい柄がらのパンツ姿の男。手には、さっきの一撃を放ったと思われる刀を握っていた。形は日本刀に近いが、刃やいばが弧を描くように反そっている。

「よーう。あの時のチビじゃねえか。まだ生きてやがったか。ま、だから俺おれが来たんだけど」

　笑えみを浮かべながら、そいつは言った。ホウジはささっと神一郎の後ろに隠かくれた。

　ホウジがあいつだと言ったのだ、間違いない。

「お前、忌き獄ごくだな」

「ま、そゆこと。俺はコインリョウ。いつまでたってもそいつが死なないんで、始末しにきましたー」

　忌獄に所属する犯罪者。ホウジに目撃され、抹まつ殺さつするためにゲンジに噓うその書類で依頼をした張本人。そして、あのテロの実行犯。

　ゲンジとアオイの任務遂行が遅れたから、自みずから来たのか。神一郎は冷静に考えた。普通なら、顔がバレるのを恐れ、自分で来ることはない。ゲンジたちと同じように、誰だれかを送り込むだろう。そうしなかったということは、そうできるほどの力がないということだ。テロを現場で実行するくらいだから、おそらく組そ織しきの末端とみた。ゲンジたちに依頼をしたのはこいつの権限ではなく、組織の力が働いたのだ。これは予想だが、ここでホウジと顔を見られた神一郎たちを始末できなければ、こいつは組織に消されるのではないだろうか。末端ならいくらでも代えがきく。軽そうに喋しやべってはいるが、実は内心で相当焦っているのではないだろうか。

　だが、いくら下したっ端ぱといっても油ゆ断だんできない英力を持っている。さっきの攻撃がそれを証明している。さすがは忌獄といったところか。

「ちっ」

　無む意い識しきのうちに舌打ちが出た。

　ホウジとゲンジは英えい力りよくを使い切って動けない。アオイは問題外だ。数では勝っているものの、それはあまり意味をなさない。きっとどこかで様よう子すを窺うかがい、神しん一いち郎ろうたちが戦ってどちらも手負いになったところで現れたのだろう。

「あああああっ！」

　それは美み琴ことの声だった。叫びというよりも悲鳴に近いような咆ほう哮こうだった。拾い上げたブラシを大きく振りかぶり、力任せにコインリョウに向かって振り下ろした。

　その美琴の目を見た時、神一郎は寒気を感じると共にマズいと思った。見開かれた目はついさっきのアオイとそっくりで、それはつまり、我われを忘れているということだった。英力は狂ったように上昇しているが、美琴はそれを抑えようともしない。抑えるという言葉が頭から抜け落ちている。

　照てる子ことツクヨミと戦った時とは違う、それは完全な暴ぼう走そうだった。憎ぞう悪おに全身を支配され理性を失った美琴は、もはや獣けものと同じだった。

「おっ！」

　コインリョウはブラシを刀で受け止め、弾はじいた。

「美琴っ！」

「お前がっ……お前があああああっ！」

　神一郎の声は届かない。もう誰だれの声も届くことはないだろう。おじさんを殺したコインリョウを殺し、自分の中の憎しみにケリをつけるまでは。

　美琴はブラシを振り回すだけ。バカでかい英力が乗っかった攻こう撃げきで、当たればコインリョウは即死なのだろうが、技術も何もあったものではない。コインリョウは難なんなく回かい避ひしていく。

「はっ！」

　コインリョウが刀を振る。するとそこに衝しよう撃げき波はが生まれ、見えない刃やいばが美琴の腕を斬きり裂いた。

「どう？　このイルフィニ『イクタチ』の威力。遠えん距きよ離り攻撃ができるってすごくない？」

　立て続けにイクタチを振るコインリョウ。いくつもの衝撃波が美琴を襲おそうが、美琴は防御などせずに血を流しながら突っ込んでいく。長い髪の先が切られ、散った。

　イルフィニを持っているのか。だが、コインリョウ個人の所有物ではないだろう。忌き獄ごくが持っているイルフィニの一つを借り受けてきたと考えた方がしっくりくる。どうせ裏ルートか何かで手に入れた物に違いない。

「はああああああっ！」

　喉のどが潰つぶれそうな声で、美琴は叫ぶ。

「うわっ！　何？　キレてんの？　かわいい顔して怖いなあ」

　ひょいひょいとブラシをよけながら、コインリョウはかすかに笑いながら言った。

「お前がっ！　殺した！　おじさんを……サルタおじさんをっ！」

　美み琴ことは途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむぐ。的を外したブラシが地面に穴をあけた。

「へー、何？　あれの知り合いか何か？」

「黙だまれ！」

「あの時は気持ちよかったよ？　きれいに吹ふき飛んだもん。部へ屋やごと、全部。即死だからさ、苦しまずに死ねたんじゃない？」

「黙れえっ！」

　美琴の攻こう撃げきが空から振ぶった隙すきに、コインリョウが斬きりつける。また一つ、傷が増えた。

　これは作戦だ。コインリョウはすでにキレている美琴をさらに煽あおって逆上させ、攻撃が大味になっていくのを待っている。神しん一いち郎ろうから見て、英えい力りよくも、戦せん闘とう力りよくも美琴が上だ。でも、このままのペースで戦闘が行われれば、勝つのは間違いなくコインリョウだ。

　この戦いに手出しはできない。もし今神一郎が割り込んでコインリョウを後ろから斬り捨てたとしたら、美琴は神一郎を恨うらむだろう。戦いに感情を介入させるなど愚かなこと。そんなものは捨てて、合理的に勝利を求めなければならない。だが、目の前の相棒を邪じや魔ますることはどうしてもできなかった。

「そらっ！」

「くうっ……」

　防御を忘れた美琴の体を、イクタチの刃やいばが裂く。致命傷にはなっていないが、それも時間の問題だった。

　冷静になれ、美琴。そうすれば勝てる相手じゃないか。

　そして、その時は来た。

　美琴が攻撃を大きく外した瞬しゆん間かん、コインリョウが背後に回り込む。イクタチの刃の照準をその無防備な背中に合わせ、突き出した。

「楽勝っ！」

　ああ、ダメだ。

「……っ！」

　やっぱり、失うわけにはいかない。死んでくれるな。

　──周しゆう慈じが待ってる。

　──春はる菜なが待ってる。

　──藤とう堂どうの家で、家族が待っている。

「ぐう……」

　呻うめき声が漏もれる。その直後、神一郎の口から血が溢あふれた。

　イクタチの刃は、神一郎の体を貫つらぬいていた。鮮せん血けつが刃を伝い、地面に落ちていく。

「あり？　がふ！」

　目の前のコインリョウに思い切り前まえ蹴げりをくらわせた。コインリョウは後ろに吹ふっ飛び、その拍子に刃やいばが体から抜ける。その時初めて痛みが全身を走った。

「つうっ！」

　刺されたことはあったが、貫通したのはこれが初めてだ。こんなに痛いのか。ああ痛い。これは痛い。それに口の中に血の味が充満していて気持ち悪い。神しん一いち郎ろうは口に溜たまった血を吐き出した。

「神一郎ぉっ！」

　膝ひざをついた神一郎を美み琴ことが支える。その目は、数秒前とは違い、いつも見ている美琴の目だった。それにしても、自分を心配する美琴を見られるとは。これはしっかり焼きつけておくべき光景だ。

「よう。……ちっとは正気に戻ったか」

「あんたっ！　どうして……」

「いやさ……、ほっとけばお前死んだし、だからって俺おれがあいつ殺したらお前に恨うらまれるし、そしたら……これしかなくね？」

「だからって……バカ！」

「うるせえよ、ボケ」

　神一郎は美琴の顔の前にクサナギを突きつけた。刃を持ち、白い柄えを向ける。

「え？」

「使えよ。貸してやる」

　美琴はおそるおそる柄を握り、すぐにもう片方の手も添そえた。体の支えがなくなり、神一郎は手をついた。少しの衝しよう撃げきも傷に響ひびく。

　鞘さやから解放されたクサナギを美琴が持ったことはない。美琴は宝石でも持つかのように、そっと刀を握っていた。

「クサナギ……使っていいの？」

「……クサナギは持ち主を選えらぶ。そいつは俺を選んだ。そんで、俺はお前を選んだ。だから、少しくらいならそいつも許してくれるだろ」

「ははっ。変な理屈」

　そんな美琴は、ここ最近毎日見ている根拠のない自信に満ちた笑えみで。

　もう大丈夫だと思った。

「さっさとカタつけてきな」

「うん。……ありがと」

「あー、寿す司し食いたい」

「奢おごってやるって」

　よし、回転じゃない方の寿司屋に行こう。どうせ美琴の金だ。高いやつばっかり食べてやる。

　美琴はクサナギを構え、コインリョウを見み据すえた。纏まとう英えい力りよくは相変わらず上昇しているが、安定している。

「ふーん、武器変えたんだ」

　コインリョウも、美み琴ことの雰囲気の変化に気づいたようだ。余裕の表情は消え、美琴を睨にらみつける。

　仕掛けたのはコインリョウ。離はなれた間合いを利用し、イクタチの衝しよう撃げき波はを繰くり出す。

　美琴はそれを、クサナギの一振りで打ち消した。

「はあっ！」

「はあっ？」

　両者の心境は、語尾が上がるか上がらないかであった。

　そのまま間合いを詰めようとした美琴は、しかし足を止めた。コインリョウが懐ふところから英えい符ふを取り出したのだ。どんな効果があるかわからない以上、うかつには近づけない。

「ちょっとタンマ！　あっぶねえ……」

　額ひたいに汗を滲にじませたコインリョウは、英符を破った。すると、破れた英符からいくつもの黒い塊かたまりが飛び出した。ヘドロのようなそれは、地面に落ちると形を変え、狼おおかみのような姿になった。夜に溶けてしまいそうな数十匹の黒い狼は、神しん一いち郎ろうたちを取り囲み、唸うなり声ごえをあげた。敵意むき出しである。

「何だこりゃ……」

「影えい狼ろうの英符だよ。本来は広こう範はん囲いの探索に使うんだけどね。持ってきててよかったぁ」

　コインリョウの顔から焦あせりの色が消える。数で勝ったことで、優ゆう位いを確かく信しんしたようだ。

　神一郎は立ち上がった。まだ血は止まっておらず、傷口から流れ出る。

　探索用だということは、狼一匹の戦せん闘とう力りよくはあまりないと考えてよさそうだ。だが、圧倒的に数が違う。神一郎は大量出血の真っ最中だし、ゲンジは英えい力りよくをアオイにほとんど与えたために空っぽだ。そのアオイも当然動けない。ホウジはおそらく一いつ瞬しゆんで食われる。

　とにかく、応戦するしかない。神一郎たちが人ひと質じちになってしまうようなことがあれば、美琴が動けなくなってしまう。

　体を動かすたびに傷が痛むが、この刀があれば狼くらいどうにかなるはずだ。

「ん……？」

　右手にいつもの感触がない。いつも握っている刀の感触が。

　その刀は美琴が持っていた。自分がさっき渡したのだから当たり前だ。

　しまった。

「美琴、やっぱそれ返せ！」

「はあ？　嫌いやに決まってんじゃん。せこい男は嫌われるよ！」

　予想通りの答えが返ってきた。

「兄貴、俺おれもそう思うぜ」

　いたのかホウジ。とっくに食われたと思っていた。

「言ってみただけだ。男に二に言ごんはねえ」

　と、ある棒状の物が目に入った。それは、武器にしろと言わんばかりに神しん一いち郎ろうの視し線せんの先に転がっていた。

「これかよ……」

　神一郎はそれを拾い上げた。木製のデッキブラシだ。持ってみて改めて思う。これは決して武器ではない。

「壊こわさないでよ！　私のなんだから」

「わかってるよ。お前はそっちをさっさと片付けろ」

　なんだかんだでお気に入りの美み琴ことだった。これだけ使っていれば愛着もわくというものだ。

　一匹の狼おおかみが飛びかかってきた。動物だけあって動きは単純だ。神一郎はその鋭するどい牙きばをブラシの先に嚙かませると、地面に叩たたきつけた。狼はビシャっと液体のような音をたて、飛び散った。

　全身を激げき痛つうが襲おそう。

「くそっ……」

　強さはやはりたいしたことない。これならどれだけ数がいようと問題ない。神一郎が十分に動くことができれば、の話だが。

　神一郎の背後からまた一匹。頭は反応しているのに、体がついてこない。血を流し過ぎた。これ以上流したら立っていられなくなる。

「つ……！」

　神一郎の腕に狼の牙が食い込む。痛みよりも、血が出てしまうのがマズい。振り払おうにも、狼は離はなれない。

「このっ！」

　引ひき剝はがそうと頭を摑つかんだその時、狼の胴体が風ふう船せんが割れたかのように消し飛んだ。一つの銃声と共に。残された頭部もすぐに神一郎の腕から落ち、液体に戻って地面に染しみた。

　アオイが寝たままの体勢でショットガンの銃口をこちらに向けていた。

　礼を言う間もなく、今度は腹と背中の傷の辺あたりに妙な感覚。手をもっていくと、腹と背中の傷口はどでかい絆ばん創そう膏こうで塞ふさがれていた。

「ないよりマシだろ？　ハテシナの物だから、少しだけど英えい力りよくも宿ってる」

　絆創膏の持ち主であるゲンジがそこにいた。

「何でこんなもん持ってんだよ」

「いつアオイに蹴けられてもいいようにね。準備がいいだろう」

「いや、蹴られない努力をしろよ」

「はは。それは難むずかしいな。この世に女の子がいる限り」

　ゲンジは神一郎に真っ二つにされた薙なぎ刀なたの刃やいばがある方を持ち、狼たちと対たい峙じした。短くなった薙なぎ刀なたは不ぶ格かつ好こうではあったが、それを構えるゲンジは鋭するどく前を見ていた。

「動けるのか？　英えい力りよくもうないだろ」

「ないよ。これから僕は、愛で動く」

「はっ。クサくて鼻がもげそうだ。でもまあ、守ってやんな。誰だれかを守るために動けるってのはいいことだ」

　そう、本当に。

　ゲンジが駆かけ出す。狙ねらいはアオイを囲む狼おおかみたち。アオイもなんとか体を起こしてショットガンで牽けん制せいしているが、動けないから逃げようにも逃げられない。そこにゲンジが飛び込み、まずは一匹を薙なぎ払った。

　神しん一いち郎ろうも黒い狼をブラシで叩たたき潰つぶす。ゲンジの絆ばん創そう膏こうによって血が止まったおかげで、若じやつ干かん楽になった。

「あ、兄貴ぃ！　助けてくれえ！」

　ホウジが狼の前足に押さえつけられてもがいていた。足を引っ張らせたら、こいつ以上の逸いつ材ざいはいない。

　ホウジを喰くらおうとする狼を蹴けっ飛ばし、ホウジを上着のポケットにねじ込んだ。

「ふう……。俺おれと互角とは、なかなかやるぜ」

　餌えさになりそうだった奴やつがそんなことを言った。

　数匹始末したところで、狼の数は減った気がしない。それでも、もう枷かせにはならない。今から一番頑がん張ばる奴の枷には。

「美み琴こと！　こっちは大丈夫だ。お前は自分の戦いに集中しな！」

「サンキュ、相棒」

　美琴はクサナギを強く握った。

「強がるなよ！」

　コインリョウがイクタチを振るい、衝しよう撃げき波はを作り出す。美琴はそれをクサナギで打ち消さずに、横へ跳とんでかわした。流れた衝撃波が、後ろにいた狼を数匹蹴散らした。

　焦あせりのせいか、コインリョウは次々に衝撃波を飛ばすだけ。単たん調ちようになった攻撃を、美琴はジグザグに跳んで少しずつ間合いを詰めていった。

「嚙かみ殺せっ！」

　コインリョウはそう狼たちに命じた。すると、狼たちは一斉に牙きばを美琴に向けた。数十匹の黒い狼が、美琴の正面から側面から背後から襲おそいかかる。

　が、牙が美琴の肌に突き立てられることはない。

「邪じや魔まするなって」

　神一郎のブラシが叩き潰し、ゲンジの薙刀が斬きり裂き、アオイのショットガンが撃うち砕くだく。

　美琴は前だけを見て、駆ける。

　足元で英えい力りよくを放出し美み琴ことは一気に間合いを詰めると、軽く跳とんで斜め上からの袈け裟さ斬ぎり。防御したイクタチをきれいに割った。

「ああっ！　イクタチがっ……」

「はああああっ！」

　斬り下ろした刃やいばを着地と同時にそのまま返し、今度は斬り上げた。コインリョウは斜めに両断され、上半身が転がり、次いで下半身が崩くずれた。悪党らしい断だん末まつ魔まもなく、コインリョウは白目を剝むいて事切れた。

　一いつ瞬しゆんだった。クサナギが美琴に使われることを許したのだ。さっきの神しん一いち郎ろうの理屈はどうにか通ったらしい。

　使用者が死んだせいか、残っていた狼おおかみは姿を消した。

　美琴は一度大きく刀を振り、刃についた血を払った。

　神一郎を見ると、クサナギを片手で持ってちょっと気取ったポーズをとってみせた。ダサいと笑い飛ばしてやりたいのに、サマになっているから困る。

「…………」

　神一郎はそこである光景を目にした。それはポーズを決めた美琴の背後で起きたことで、美琴からは見えていない。伝えようと思ったが、とっさに口をつぐんだ。

　美琴は神一郎に歩み寄ると、「これ、いいね」「返せよ」「どうしよっかなー」「じゃあ俺おれもブラシ返さん」「交換する？」「やだね」という問答の末、クサナギを返した。神一郎もブラシを返す。

「あれ……？」

　クサナギを神一郎に手渡し、そのまま美琴がもたれかかってきた。

「おっと」

　美琴が神一郎の腕の中にすっぽりとおさまる。肩を貸すことはあっても、こうしたのは初めてだったか。この軽い体からどうしてあれだけの力が出てくるのか、不ふ思し議ぎなハテビトだ。

「英力空っぽだな。慣なれないクサナギを使ったんだからしょうがねえか」

　おそらく、美琴は神一郎が初めてクサナギを抜いた時と同じような状態なのだろう。体中をだるさが覆おおって、立っているのもつらい。

「あの刀……すんごい英力食うね。消費するっていうか、吸い取られてるって感じ……」

「ま、お前ならこんなもんだろ。……で、すっきりしたか？」

「んー……。どうだろ。正直、何かモヤモヤしてる。仇かたきを討うてば気が晴れるかもって思ってたけど、やっぱり復ふく讐しゆうっていいもんじゃないね」

「……そうだな」

　神一郎は辺あたりを見回した。アオイとゲンジはとうとう力尽きて立っているのも辛つらそうで、ポケットの中のホウジもピクピクしている。美琴は全身傷だらけで、神一郎にいたっては血は止まっているが体に穴が開いている。全員が全員満まん身しん創そう痍いであった。

「ごめん……私、ちょっと寝るわ」

「そうしな」

　神しん一いち郎ろうの腕の中で、美み琴ことはすぐに目を閉じ寝息をたて始めた。

　しばらく目を覚ますことはないだろう。

　美琴を抱えると、そこにゲンジとアオイがやってきた。アオイはゲンジの腰に腕を回してなんとか立っている。

「すまなかった……と言うべきなのかな」

　ゲンジが申もうし訳わけなさそうに頭を搔かいた。

「お前らも被害者みたいなもんじゃん。謝あやまるならこいつにな」

　神一郎が目め線せんを下に向けると、ジャケットのポケットからホウジが頭を出していた。英えい力りよくがないせいか、アフロにも元気がない。

「ああ、そうだね。すまなかった」

「すみませんでした」

　アオイも頭を下げる。

「いや、騙だまされてたんだろ？　それなら仕方ねえって」

　ホウジがこんな奴やつでよかったと思う。その気になれば、訴えるなんてこともできるのだ。ゲンジとアオイは騙されていたといってもホウジを攻こう撃げきしたという事実があるので、何らかの罰ばつを受けることになる。ホウジがそうしないと思っているなら、このことはここにいる四人とカラ助すけだけでずっと隠かくしておける。カラ助にはもういくつかの秘密を黙だまっていてもらっているので、一つ増えようが変わらないし。

「あの、それでさ……。えっと……ホウジ、君のウチデノコヅチを貸して欲しいんだ」

　ものすごく言いにくそうにゲンジが口を開いた。まだ言うかこいつは。いや、アオイが一度暴ぼう走そうしてしまったのだ。ウチデノコヅチを欲しいと思う気持ちは一層強くなったに違いない。

「は？」

　ホウジが首を傾かしげる。

「あー、それは俺おれから説明してやるよ」

　神一郎はウチデノコヅチの能力を説明し、どれだけ使えないイルフィニなのかをゲンジに言って聞かせた。ゲンジははじめ全然信じようとしなかったが、持ち主のホウジも神一郎と同じことを言うものだから、渋しぶ々しぶ信じることにしたようだ。

「アオイの体は大きくならないのか……」

「私は最初から大きくなるつもりはありません。あなたの世せ間けん体ていのために、どうしてそこまでしなければいけないのか理解不能です」

　アオイは暴走していた時の記き憶おくがない。暴走の自覚がないため、ゲンジが本当はどういう理由でアオイの体を大きくしようとしているか知らない。本当のことを言ってやってもよかったが、そうするとアオイはゲンジの言った通り一人ひとりでどこかに行ってしまいそうなので、黙だまっておくことにした。ゲンジの苦く難なんはまだ続きそうだ。

　それに、とアオイは言葉を継ついだ。

「周りが何を言おうと、気持ちがあればいいのではないでしょうか。ゲンジの私への気持ちは、世間の声に負けてしまうほどのものなのですか？」

「まさか！　そんなことあるはずないじゃないか！」

「では、それでいいのだと思います」

　アオイは薄うすく笑った。しっかりとゲンジの顔を自分の目に映して。

　なんだかいい感じになっている。まあ、アオイだってまんざらでもないのだ。ゲンジが斬きられて、あれだけブチギレたのだから。

「うおーい！」

　計ったように、いや、どこかでタイミングを見計らっていたのだろうが、カラ助すけが飛んできた。戦せん闘とうが終わったものだから、気の抜けた声を出して吞のん気きに登場である。

　こうして今回のことは一件落着。

　というわけにもいかなかった。

「兄貴っ！」

　ホウジがアフロをうねらせ叫んだ。やっぱり来やがったか、畜ちく生しよう。

　ゲンジとアオイにも緊きん張ちようが走る。ここに近づいてくる英えい力りよくがある。そしてそれは、ついさっき死んだはずのハテビトのもの。

「これは……さっきのハテビトか？」

「ああ。あれ見てみ」

　神しん一いち郎ろうが顎あごで指した先は、美み琴ことがコインリョウを両断した場所。そこにあるはずのものがない。そう、コインリョウの死体だ。

　神一郎は見た。クサナギに真っ二つにされたコインリョウの体が、黒い狼おおかみのように溶けて消えていった瞬しゆん間かんを。あれは本体ではなかったのだ。おそらく英えい符ふで作られた身代わりだろう。どこかで身代わりの様よう子すを窺うかがっていて、やられたものだから本体が登場、というわけだ。

　美琴にそれを言わなかったのは、美琴にはもう本体を追って倒すだけの英力が残っていなかったから。コインリョウが生きていることを知ったら、美琴は動けないはずの体を動かして向かっていくだろう。そうしたら、今度こそ美琴はやられる。美琴に悪いとは思うが、果たせない復ふく讐しゆうのために美琴を死なせるわけにはいかない。まだ死んでほしくない。それが本ほん音ねだ。

「まだ終わってないのかよ！」

　カラ助が情なさけない声をあげる。

「ホウジ連れて下がってろ。あとこいつも頼む」

　美み琴ことを差し出す。カラ助すけはホウジを背中に乗せると、美琴の服をくちばしでくわえて必死に羽はばたいた。もちろん高度は上がらず、美琴は引きずられていく。どこか擦すりむいただろうが、いまさらケガが一つ二つ増えたところで気にならない。

　ゲンジが半分になった薙なぎ刀なたを握り、アオイもショットガンを持つ。神しん一いち郎ろうも一度鞘さやにおさめたクサナギを抜いた。

「うっす。もう自己紹介はいらないだろ」

　再び現れたコインリョウは、さっきと同じ格かつ好こうだった。だが、纏まとう英えい力りよくは一回りほど大きい。

「分身とはやってくれるな。バカそうに見えてなかなか周到な奴やつだ。見なおしてやるよ」

「それはどうも。忌き獄ごくたるもの、念には念を入れないとな。そんで念を入れて分身にイルフィニ持たせたのはいいけど、まさかやられちまうとはね。でも、ま、今度こそ俺おれの勝ちっしょ」

　コインリョウは二つになってしまったイクタチを拾い上げると、それを腹に押しあてた。すると、イクタチは音もなくコインリョウの体にめり込んでいき、やがて中に入ってしまった。

　もともと体に入れて使うタイプのヤサカニとは違う、武器系のイルフィニを吸収するとは。忌獄だけあって、ただのハテビトというわけではなさそうだ。

「変な芸持ってんな」

「俺は日本勢力の中でも辺境の地域出身でね。特殊な力を持ってる奴も結構いるんだよね」

「あー、そういうことね」

　こっちの世界でいうところの大きなスラム街といったところか。貧しいところが多く、授かった特殊な力も犯罪に使われることが多いという。確たしかに、ハテシナにはそんなような場所も存在するのも事実だ。そして、そこで育ったハテビトの末路も。

　イクタチの英力を取り込んで、コインリョウの英力は一層強くなった。

「さてと……」

　コインリョウは神一郎とゲンジ、アオイを吟ぎん味みするように見回した。もう誰だれを狙ねらったって一いつ緒しよだ。

　動けるか。神一郎は自分の体に問いかけた。もちろん答えはノー。

　畜ちく生しよう、動いてやる。ゲンジだって愛で動くとか言っていたんだ。根性で動けないことはない、はず。

　神一郎はクサナギの柄えを強く握り、地面を蹴けった。この一振りで決めてやる。

「根性見せっぞ！　クサナギ！」

　わずかだが、英力が湧わき上がってきた気がした。クサナギが力を与えてくれているのか、それとも、美琴の仇あだ討うちを引ひき継ついで完かん遂すいさせなければいけないという思いが、底の底から英力を引っ張り上げてきたのか。

　見たところ、コインリョウは武器らしい武器を持っていない。英力が高いのは確かだが、それだけでクサナギの刃やいばを防げるわけがないのだ。ゲンジとアオイの援えん護ごは期待できない。

　あと数歩のところで、コインリョウが拳こぶしを振り上げた。それだけならよかった。しかしコインリョウの右腕は突如服を破き膨ぼう張ちようし始め、赤黒い巨大な腕となった。拳は神しん一いち郎ろうの顔ほどもある。吸収したイクタチの英えい力りよくを腕に集めたのか。
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　いや、怖おじ気けづく必要はない。あの腕なら速度は遅い。先にクサナギをコインリョウに食い込ませることができる。

「はああっ！」

　だが、コインリョウは予想外の行動を取った。跳とんでよけることも、長い爪つめで刃やいばを防ぐこともせず、そのアンバランスな腕を地面に叩たたきつけたのだ。それはクサナギが届く数すう瞬しゆん前のこと。

「なっ！」

　腕が叩きつけられた地面から爆ばく音おんと共に炎があがった。それは紛まぎれもない爆発。正面から受けた神一郎は爆風に飛ばされ地面に転がった。間かん一いつ髪ぱつ、腕を交差させて顔への直ちよく撃げきは避けたものの、服は焦こげて火傷やけども多数。髪型がアフロにならなかっただけ幸いか。ホウジとお揃そろいなんて死んでもごめんだ。

「今のは何だ……？」

　アオイを庇かばうように前に出たゲンジが呟つぶやいた。

　吸収されたイクタチにそんな力はなかった。だとしたら、今のはコインリョウ自身の力ということだ。

　コインリョウは、今のは準備運動だとばかりに右腕を回している。

「どう？　俺おれの英えい力りよくは起き爆ばく性せいがあるんだよね。この力を買われて忌き獄ごくに入ったってわけ」

「……なるほど」

　美み琴ことのおじさんが殺された爆破テロに結びつく。この力があれば、いちいち爆弾を持ち歩かなくていいし、証しよう拠こも残りづらい。犯罪に使うのではなく、ビルの解体業者にでもなればよかったのに。

　下へ手たに近づけなくなった。ゲンジも同じだろう。こうなったらゲンジを囮おとりにするか。いや、ゲンジはそんなのやりたがらないだろうし、神しん一いち郎ろうが囮になったところで、ゲンジにコインリョウを一いち撃げきで倒せる力があるとは思えない。

　何か飛び道具でもあれば……。

　飛び道具……。

「でしたらっ……！」

　その時、ゲンジの後ろからアオイが飛び出した。ショットガンを構え、引き金を引く。

　銃口が火を噴ふく。コインリョウを襲おそうのは、分散させないことによって威力を高めた銃弾、スラッグ弾だ。

　しかしそれも、異い形ぎようとなった腕の前には意味をなさなかった。手のひらで受け止められた銃弾は、音をたてて爆散した。

「効きかないってえ！」

　拳こぶしを固め、英力を集めたコインリョウがアオイに跳とびかかる。好こう都つ合ごうだ、と神一郎は思った。アオイにはヒトエがある。防御する分には問題ない。コインリョウがアオイに攻撃すれば、そこに隙すきができる。

「っ……」

　待て。神一郎は即座に再考した。

　ヒトエは十二種類の『武器』攻撃に対して防御を発揮すると言っていなかったか。さっき、美琴と殴り合っていなかったか。

　武器を持っていない素手での攻撃は、果たして防げるのか。

　アオイを見る。小柄な少女の表情は、これからの防御に自信を浮かべたものではなかった。

「アオイっ！」

　叫んだのは神一郎ではなく、ゲンジ。動けないアオイを抱くように、コインリョウとの間に入る。

　背中に叩たたきつけられるコインリョウの右腕。起爆性のある英力が炸さく裂れつし、打撃と同時に爆発が起きる。

　愛で動いていたゲンジに、防御できるだけの英力は残されていない。

「くうっ！」

「ゲンジっ！」

　うめき声は大きく。アオイの悲痛な叫びも。

「はい一人ひとり目めー。さっきから身代わりになるの好きだねお前ら。ぬあっ！」

　突如コインリョウの足元から茨いばらの蔓つるが伸び、体を縛しばりつけた。ゲンジの手には破られた英えい符ふが握られていた。これは確たしか、緊きん縛ばくの英符。

「どらあっ！」

　そこを神しん一いち郎ろうが蹴けっ飛ばす。受け身がとれないコインリョウは、芝しば生ふの上を転がっていった。

　ゲンジは膝ひざをつき、力なくアオイにもたれかかった。

「おい……」

　大丈夫か、と声をかけることはできなかった。ただでさえ消耗していたゲンジの体は、今の一いち撃げきで瀕ひん死しにまで追いやられていた。

「ゲンジ……目を……開けてください」

　アオイが小さく、途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむぐ。ゲンジを抱くアオイの周囲に、英えい力りよくが渦巻き始めていた。

　さっきと同じだ。神一郎がゲンジを斬きった時と。またアオイが暴ぼう走そうしてしまう。そうしたらきっと、今度こそアオイの体は完全に壊こわれてしまう。

　ゲンジにもう回復は望めない。それならば、せめてアオイだけでも。

「ゲンジっ……！」

　しかし、どうすればいい。神一郎が何を言ったところで、アオイの感情の高ぶりを抑えることなどできるはずがない。今のアオイを救えるとしたら、それは……。

「ダメだアオイ……。興こう奮ふんしてはいけない。いつものように、落ち着いていてくれ……。いつもの、君のように……」

　残った力でアオイを強く抱だき締しめ、ゲンジは細い声で囁ささやくように言った。その声に、うねるようにアオイを取り巻いていた英力が落ち着いていく。

「お願ねがいです。もう喋しやべらないでください」

　アオイの声は震ふるえていた。

「さっき僕が斬られて、君が怒ってくれて、嬉うれしかった……。でも、それは危険だからね。もうしちゃダメだよ……」

　ゲンジはアオイの頭を撫なでた。ゆっくりと、艶つやのある黒い髪の一本一本の感触を確たしかめるように。幼い子供をなだめるかのように。

　そして、ゲンジは英力を放出し、アオイに与えた。アオイが目を見開く。

「ゲンジ……やめてください！」

　もうなくなっていたはずのゲンジの英力。それを何な故ぜまだアオイに与えることができるのか。ゲンジは、自みずからの生命を維い持じすることを放ほう棄きしたのだ。英えい力りよくというより生気を絞しぼり出し、アオイに注いでいるのだ。

「お前……」

　客きやつ観かん的てきに見れば、それは最高の判断だといえる。今英力を残し生命を維持したところで、遅かれ早かれゲンジの命は尽きるだろう。それよりも、まだ続く戦せん闘とうの勝利のために、少しでも戦うことのできるアオイに力を託す。だが、おそらくゲンジはそこまで考えてはいない。ただ愛する者のために、できることをしている。それだけなのだ。

　いい男だ。そして、強い男だ。愛する者のためになんて、カッコいいじゃないか。

「ゲンジっ！」

　アオイはゲンジの背中に腕をまわし、その細い腕に力をこめた。消えようとしているゲンジという存在を、確たしかめているように見えた。

「……もう大丈夫。ハテシナに帰ったら、ちゃんと病院に行って診みてもらうんだよ。いいね、アオイ……」
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　ゲンジの英力が、今度こそ完全に尽きた。すべての機き能のうが停止し、静かに目を閉じた。力を失った両腕がアオイの体から離はなれ、だらりとさがる。

「…………」

　かける言葉など、どこにもない。

　アオイは何も言わない。泣くこともない。ただ丁てい寧ねいにゲンジを寝かせ、顔を上げた。

　神しん一いち郎ろうを見上げるその二つの瞳ひとみは射い貫ぬくようで、狂気にとらわれることなく、まっすぐに前を見ていた。

「さあ、あいつを倒しましょう」

「そうだな」

　これがアオイのいつもの姿。ゲンジが望んだ、冷静沈着な少女。一人ひとりの男の英えい力りよくに包まれ、堂々とそこに立っていた。

「おっ。とけたとけた」

　ゲンジが死んで、英えい符ふの効果が消えた。コインリョウが体の自由を取り戻す。

　神一郎はクサナギを構え、アオイは弾たまを装そう塡てんした。

　まさかアオイと連携をとることになるとは。だが、心配はしていない。アオイの戦せん闘とうセンスなら、パートナーがゲンジでなくても、すぐに合わせてくれるだろう。

「私が行きます。あなたは援えん護ごを」

「ちょい待て。ここは俺おれだろ」

　前に出ようとしたアオイを、神一郎が制した。

「ですが……」

「気持ちはわかる。でもよ、お前の賢かしこい頭で考えてみ。どうするのが一番勝率が高いか」

　アオイは数秒黙だまった後、すっと一歩後ろに下がった。

「わかりました。では、私が援護に回りましょう」

「よし、上出来だ」

「偉そうですね」

「いつもこんな感じだ。気にすんな」

　神一郎は右へ跳とぶ。アオイは左へ。

　爆ばく破は能力があるコインリョウと何度もぶつかり合いたくはない。できれば一度の接近で決着をつけたい。実際、クサナギを振れるのもあとわずかだ。

　アオイの銃弾がコインリョウの足を狙ねらう。かわした拍子に足が浮き、神一郎の接近を許した。

　コインリョウが薙ないだ右腕をクサナギで受け、弾はじく。

「もっかい真っ二つにしてやるよ！」

　迫る刃やいばを前に、それでもコインリョウは余裕の顔で。

「おっと、言い忘れてた。俺を殺したら、辺あたり一帯が爆発で吹ふき飛ぶから」

　そのコインリョウの言葉は、苦し紛まぎれの噓うそか、それとも真実か。

　神一郎は刀を振るう手を止めた。いや、止まった。最悪の場合を想定した頭が、やめろと命令した。起爆性があるコインリョウの英力。死ぬことによってそれが放出されてしまうのなら、大爆発は十分にあり得る。

　動きが止まった神しん一いち郎ろうの腕を、コインリョウの赤黒い右腕が摑つかんだ。

「く……。死んで爆ばく発はつってなあ、ベタな悪役してんじゃねえか」

「ま、違うのは、正義が勝つとは限らないってことだね」

　摑まれた腕に力が込められる。この爆発を受けたら間違いなく腕が吹ふき飛ぶ。振りほどくにはもう遅い。

「吹っ飛べ！」

　ギリギリだった。アオイが放ったスラッグ弾だんが肥大した腕に直ちよく撃げきし、神一郎は解放された。

「このガキ……！」

　狙ねらいをアオイに変え、コインリョウが駆かけ出した。

　弾たま切れなのか、アオイはショットガンを投げ捨てた。そしてヒトエの袖そでから取り出したのは、見覚えのある銃だった。アオイがちらりとこちらを見る。

　あれは……。とっさに神一郎は目を腕で覆おおった。

「おわっ！」

　聞こえたのはコインリョウの驚きよう愕がくの声。目を閉じていてもまぶたの上から浴びせられる光でわかる。アオイが閃せん光こう弾だんを使ったのだ。

「何しやがったガキ！」

　目を開けると、そこには目の前で強い光を浴びたコインリョウが前かがみに体を折って悶もだえていた。十数秒の時間稼かせぎだ。

　隣となりにアオイが並ぶ。

「あなたなら言わなくてもわかると思っていました」

「お褒ほめにあずかり光栄だね。……さて、どうしたもんか」

　今のコインリョウは隙すきだらけで斬きるぶんには問題ないのだが、あいつの言う通り周囲を巻き込んだ爆発が起きる可能性が高い。

　すぐそこには川が流れている。爆発の寸前に水中に放り込めば、あるいは爆発の規模を軽減できるかもしれない。現状、それくらいしか有効な策はないように思えた。

「斬ってください。私に考えがあります」

　アオイはそう言った。

「……信用するぞ、いいな」

　これが美み琴ことだったら、間違いなく疑ってかかっていたが。どうせ運任せの作戦に決まってるんだ。

「信用していただいて結構です」

「いいぜ。乗ってやるよ」

　コインリョウの視力は回復し、鬼の形ぎよう相そうでこっちを睨にらんでいた。満まん身しん創そう痍いの神一郎たち相手にここまで苦戦するとは思ってなかったのだろう。

「もういい。殺してやる。次で二人ふたりとも殺してやるよ！」

　腕を振り上げ、コインリョウが跳とんだ。

「おああああっ！」

　よけない。アオイの言葉を信じて真っ向勝負だ。

　神しん一いち郎ろうは刃やいばを地面と水平に、突きの構え。

　巨大化した腕とクサナギでは間合いはほぼ同じ。だからこそ、こちらに勝算がある。

　コインリョウが右腕を繰くり出す。

「ぐっ……！」

　赤黒い腕が神一郎の首を摑つかむ。と同時に、クサナギの刃がコインリョウの左胸を貫つらぬいていた。

　差、それはコインリョウには腕で摑んでから爆ばく破はまでにわずかだがタイムラグがあるということ。

　血を吐き、コインリョウは口の端をつり上げた。神一郎の首を摑んでいた腕も、力を失い離はなれた。

「……いいんだな？　結構な数の人間が、お前らの巻まき添ぞえくって死ぬぞ」

「俺おれもそれが心配なんだが、どうやら大丈夫そうなんでな」

　手首を捻ひねり貫いた心しん臓ぞうをえぐる。コインリョウは顔を歪ゆがめ、もう一度血の塊かたまりを吐き出した。

「離れてください！」

　アオイの声に、神一郎はコインリョウの体を蹴けり後ろにさがる。

　死を前にコインリョウはそれでも笑い、大量の英えい力りよくがコインリョウの中心に集まり始めた。今から離り脱だつしたところで間に合わない。

「あ──はっはあ！　てめえらみんな死んじまえぇぇっ！」

「させませんっ！」

　アオイはヒトエを脱ぎ、高レベルの防御能力を持つ色いろ鮮あざやかな布を放り投げた。アオイはまるで指揮をとるように両手を動かし、宙に舞まうヒトエを操あやつった。色鮮やかな布がコインリョウを包み込む。

「おあっ！　何だこりゃ!?」

　爆発寸前のコインリョウが声をあげるが、すでにその姿は見えない。ヒトエに包まれて、大きな卵のようになってしまっている。

「ちくしょおおおっ！」

　ありふれた断だん末まつ魔まもヒトエに阻はばまれくぐもって聞こえ、そして爆発が起きた。しかしそれは音だけ。その音すらも、おそらくは本来の半分くらいなものだろう。炎も光も、鮮やかな色の卵を破り外に漏もれることはなかった。音から推測する限り、この辺を巻き込むだけの威力はありそうだった。

　少しだけ漏れた風が、神一郎の前髪を揺ゆらした。

「こーゆー使い方もあるのか」

　やがて静せい寂じやくが帰ってきて、ヒトエの布が地面に落ちて重なっていく。中には灰はい色いろの煙以外、何も残っていなかった。

　ヒトエはどれも焦こげてしまっていて、中には真っ黒の物もあった。

　神しん一いち郎ろうが適当に一枚摘つまむと、それはボロボロと粉こなになってしまった。

「あーあ、こりゃもう使い物にならんぞ」

　爆ばく音おんを目の前で受けたせいで、耳がおかしい。しばらくすれば戻るか。

　白い小こ袖そでと赤い袴はかまだけになったアオイは、淡々と落ちている銃を回収し始めた。勝利の余よ韻いんに浸る、という性格でもないか。

「はい、お疲れ」

　ジュースでも渡すかのようにアオイにベレッタを手渡したのは、美み琴こと。「どうも」と、アオイはそれを受け取った。

「起きてたのかよ」

「ついさっきね。あれだけドッカンドッカンやられたら誰だれでも起きるって。……そういやあいつは？　ゲンジっていったっけ」

　辺あたりを見回していた美琴は、やがてある一点でその動きを止めた。眠るゲンジを見るその目からは、美琴が何を思っているかわからなかった。

「英えい力りよく全部あのチビに与えて、それで死んだ。なかなかにカッコよかったぞ」

「……そっか」

　回収を終えてアオイがゲンジのもとへ帰ってきた。美琴はそっと近づくと、アオイの頭に手を置いた。

「いい男じゃん」

　これは、美琴なりの追つい悼とうの言葉だろうか。アオイの反応はない。

　アオイは、戦せん闘とうが終わった今でも悲哀の色を見せない。それどころか、何か意志をたぎらせているようにも見えた。

「私は……諦あきらめません」

「は？」

「ゲンジの体は保管します。私がいつか、蘇そ生せいの技術もしくはイルフィニを発見し、彼を生き返らせてみせます」

　それは限りなく夢物語に近い希望。だが、笑い飛ばすことなど誰だれができる。

「お前、それ世紀の大発見だぞ。そんな話聞いたことねえ」

　きっと、ありとあらゆる名誉が手に入るだろう。もっとも、今のアオイにはそんなものいらないのだろうが。

「ですから、私が最初に見つけるのです。命を懸かけて私を生かしてくれた彼のためにできることは、嘆き悲しんで供養することではないと私は思います。私は、彼のために一生を費やして蘇そ生せいの技術を探します。きっとどこかに手掛かりはあります。可能性はゼロではないのです。それでは。機き会かいがあれば、またどこかで」

　そう言い切って、アオイはぺこりと一礼。小さな体でゲンジを肩に担かつぐと、去っていった。

「見つかるといいね」

　なんて美み琴ことが呟つぶやき、ゆっくりと歩いていくアオイの背を見ていた。大切な人を失った者として、何か思うところがあるのかもしれない。

　と、微弱な英えい力りよく反応と共に視界の隅を何かが横切った。見ると、何か白い鳥らしきものが遠くへ飛んでいくところだった。忌き獄ごくの監かん視し役やくか。

「あー！　あいつ！」

　いつの間にか下降してきていたカラ助すけとホウジ。ホウジは神しん一いち郎ろうの頭に跳とび移り、カラ助はあの白い鳥を見てでかい声を出した。神一郎よりも夜よ目めがきくから、カラ助にははっきりとあれが見えたのだ。

「知り合いか？」

「おいらと同じ里の出身なんだ。あいつ、忌獄についてたのかよ。見損なったぜ」

「なるほど、シロ助すけか」

「おいらの話聞く気ないだろ！　ぎゃっ！」

　バサバサと羽は根ねを散らすカラ助を神一郎がゲンコツで叩たたき落した。

「はいはい。英えい符ふの効果も切れちまったみたいだから、人が来る前にえぐれた地面の修復とかやっとけよ。英力残ってんのお前だけなんだから」

「簡かん単たんに言うなよな。結構大変なんだぞ、これ」

　ぶつぶつ言いながら、事後処理のためにカラ助は飛んでいった。

「神一郎」と美琴に呼ばれると、美琴が拳こぶしを突き出していた。神一郎はそこに拳をぶつける。

「サンキューね。あいつ倒してくれて」

「別に。お前のためってわけでもねえよ」

「それでもさ……、ありがと。借りができちゃったね」

「寿す司しな。忘れんなよ」

　美琴は「楽しみにしときな」と親指を立てた。

　そして空を見上げた。つられて神一郎も見上げると、月の周りに決して多くない銀ぎんの星が輝かがやいていた。星座などわからない神一郎は「星だなあ」くらいの感想しか持てない。

「私さ、今一番したいことがあるんだ」

「何だよ」

「家に帰りたい。あの家に」

「すっげー同感」

　心と体を休ませたいなら、もうあそこしかない。

　神しん一いち郎ろうと美み琴ことは歩き出した。一か月前ならもう日が昇っていてもいい頃ころなのに、空はまだ暗い。冬が近いんだと実感した。

　歩みはいつもよりずっと遅い。歩くたびにその振動が腹の傷口を刺し激げきする。こんなに顔を歪ゆがめながら道を歩いたのは初めてだ。通行人がいたのなら、神一郎の顔を見て即座に逃げ出すだろう。

「だっこしてあげようか」

「死んでも断る」

　わざと美琴の足を踏んでやったら、背中側の傷をバシンと叩たたかれた。死ぬかと思った。

「あ」

　唐とう突とつに、頭の上でへばっていたホウジが間の抜けた声を出した。

「どうした？」

「溜たまったぞ。ウチデノコヅチの英えい力りよく」

「そうか」

　それはよかった。いや、本当に。ケガしてなければジャンプして喜びを表現したいところだ。藤とう堂どうの家に着くと、どこからか大量の安心感が押し寄せてきた。帰ってきたんだなあ、と思う。勝手だけどすっかり我わが家やみたいになったなあ、と思う。

　外から二階に上がる元気もなかったので、美琴に入ってもらって中から玄関のドアを開けてもらった。

　外の空気も冷たかったが、家の中の空気はまた少し違うひんやり具合だった。

　足音をたてないようにそっと廊下を歩く。服を着替えたり、血で汚れた体を拭ふいたりと、やるべきことはあったのだが、それよりも最初にすることがあった。

　春はる菜なの部へ屋やのドアを開ける。春菜は規則正しい寝息をたてながら、布ふ団とんにくるまっていた。

　ここで起きられたら悲鳴ものだ。神一郎は慎しん重ちようにウチデノコヅチを摘つまみ、春菜の顔の前で振った。白い光と英力が発生して、春菜を包む。春菜に変化はない。でも、これで元通りのはずだ。一つ息をつく。

　思い出す。春菜が変へん菜なになって、何かにつけて面めん倒どうをみることになってしまったこの数日間。靴下を履はかせたり、車くるま椅い子すを押したり、ドライヤーをかけたり。疲れたのは間違いないが、どこか慣なれてしまった自分がいたこともまた事実だった。

「兄貴、今さらだけど、悪かった。俺おれのイルフィニが迷惑かけちまって」

　頭の上で、ホウジは言った。鏡きよう台だいを見ると、土ど下げ座ざをするホウジが映っていた。

「別に。気にすんな。悪いことばっかでもなかったさ」

　ホウジにウチデノコヅチを返し、部屋を出てリビングに行くと、美琴が包帯と神一郎の着替えを用意して待っていた。自分の傷には乱らん暴ぼうに絆ばん創そう膏こうが貼はってあった。ちゃんと消毒したのだろうか。

「ほら、服脱いで」

「自分でやるよ」

「いいから。……やらせて」

　言われた通りに服を脱いで、美み琴ことに包帯を巻いてもらう。それにしても美琴は下へ手たで、きつすぎたり緩ゆるすぎたりで、何度も巻き直した。

「下手だな、お前」

「あはは。ドンマイドンマイ」

　自分で言うなよ。

　やっとのことで包帯を巻き終えて、美琴は一度春はる菜なの部へ屋やの方に目をやった。

「春菜ちゃんに見つからないようにね。こんな傷見たら気絶しちゃうよ。あんた、風ふ呂ろ上がりとか平気で上半身裸で歩き回るでしょ？」

「ん。気ぃつけるわ」

　傷口は数日で見えなくなるだろう。

　美琴は盛大にあくびをした。

「さあて、寝よっかな」

「おやすみ。俺おれは起きてる。今寝ちまったら起きれなくて弁当作れねえ」

「偉いねえ。じゃ、おやすみー」

　美琴は手をひらひら振って二階へ上がっていった。

　神しん一いち郎ろうはソファにもたれかかった。ソファには先客がいて、いつの間にか頭から飛び降りたホウジが隣となりにいた。春菜と周しゆう慈じに見られたらまずいが、ま、朝までならいいか。

「いい家だな、兄貴。なんつーか、いい感じだ」

「居つくなよ」

「そりゃ冷たいぜ。俺がいなかったら誰だれが踊るんだよ」

「誰も踊らねえよ。ま、気が向いたら来な。美琴はお前のダンスを評価してるみたいだしな」

　返事がない。見ると、ホウジは豪ごう快かいないびきをかいて眠っていた。

「…………」

　まずい。寝てしまいそうだ。体力も英えい力りよくも使い果たしたのだから当然だ。

　こうなったら、もう弁当を作り始めよう。いつもより時間をかけて、いつもより美お味いしい弁当を。

　東の空が、白み始めていた。







　６、 いつもかまでもか







　一人ひとりのハテビトがマッサージチェアに腰掛け、コーヒーを飲みながら今け朝さ届いた新聞をのんびり読んでいた。一面を読んだら、次はスポーツの記事をめくる。

　日本勢力内でも有数の避ひ暑しよ地ちであるこの場所に建てられた、雰囲気ある木造のペンション。近くにはいくつか誰だれかの別荘が建っていて夏はそれなりに人が多いのだが、冬が近いこの季節、わざわざ涼しいところに行こうという酔すい狂きような人はおらず、辺あたりはしんとしていた。

　そのペンションの中で、そんな酔狂な男はスポーツ記事に続き経済面を読み始めた。

「失礼します」

　そこにまだ若いハテビトがやってきて、男に一礼した。

「報告かい？」

「はい。先ほど報告がありました。コインリョウは目もく撃げき者しや、及びはじめに抹まつ殺さつを依頼した二人ふたりのハテビトの抹殺に失敗し、死亡したそうです。持たせたイルフィニは、コインリョウが吸収した後、消滅しました」

　男は新聞を閉じて、コーヒーを一口すすった。

「そうか。残念だね」

「次の刺し客かくを手配しましょうか」

　若いハテビトは声を低くして言った。しかし、男はそれに穏おだやかな表情で答える。

「いや、実行犯のコインリョウが死んだのなら、逆にもう問題はないよ。イルフィニを一つ失ったのは痛いけどね。というわけで、この件はおしまいだ」

「はあ……。それでは、交戦したとみられる四人のハテビトとターゲットであったホウジも、特に何もせず放置ということでよろしいでしょうか」

「ああ、そうだね」

　すると男は「ん？」と顔を上げ、言葉を継ついだ。

「四人？　二人じゃなかったのかい？　確たしか……ゲンジとアオイだったはずだ」

「いえ。詳しいことはわかりませんが、どうやら現場に常じよう駐ちゆうしていたハテビトと協力関係にあったようです」

「四対一か……コインリョウは運が悪かったね」

「まったくです」

　男は苦笑し、懐ふところからタバコを取り出した。すぐに若いハテビトがライターを用意し、火をつける。

「ありがとう。その常じよう駐ちゆうのハテビトの名前はわかるかい？」

「はい。タケシロとアマギリです。先日のアマテラスとツクヨミの件に関かかわっている二人ふたりです」

　その言葉に、男は一度タバコを口から離はなした。

「そうか。アマギリか……」

「アマギリですか？　気になるのなら調しらべさせましょうか？」

「いや、いいよ。よし、今度こそこの件はおしまいだ。目的は達せられたんだ。よしとしようじゃないか。これで、私はもうハテシナには存在しないことになったんだ」

　そう言って、サルタは煙を吐き出した。
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「じゃあな兄貴。姉貴にも礼を言っておいてくれ」

「おう。さっき相そう談だんした通りの報告を頼む」

　ホウジは明け方にカラ助すけに乗ってハテシナに帰っていった。ホウジに生きていてもらっては困るコインリョウはもう死んだので、もうホウジが狙ねらわれることはないだろう。もしコインリョウが忌き獄ごくでそこそこの地位にあったのなら、報復として刺し客かくが来るかもしれないが、その可能性は低い。

　ハテシナでは未いまだテロの犯人を追っているはずなので、とりあえず人間界に逃げてきたコインリョウを発見し、その場で交戦し殺害することになったと伝えてもらうことにした。これでゲンジとアオイに火ひの粉こが飛ぶことはないし、神しん一いち郎ろうと美み琴ことには何か報ほう酬しゆうが支払われるだろう。金きん額がくしだいでは、英えい符ふの一枚くらい買っておいた方がいいかもしれない。

　そういえば、ホウジに料理のレシピを教えてもらうのを忘れていた。今回最大の損だ。

「んんっ……」

　神一郎は大きく伸びをした。が、傷が痛んですぐに体を丸めた。しまった。ケガしてるの忘れてた。

　目の前には時間があったせいで無む駄だに豪ごう華かになった弁当が二つ。さらにテーブルには朝食とは思えない食事がこれでもかと並んでいた。さすがに作りすぎたか。ま、残ったら昼に美琴が食べるだろう。

　時と計けいを見ると六時半。そろそろだ。

　神一郎は春はる菜なの部へ屋やをノックした。

「はい」

「入るぞ」

「えっ？」

　部へ屋やに入ると、ベッドの上で体を起こした春はる菜なが戸と惑まどった顔でこっちを見ていた。

「おはよう」

「おはよう……ございます。あの……何かご用ですか？」

「用って、そりゃあお前を車くるま椅い子すに乗せに来たんだよ」

　当然のように神しん一いち郎ろうが言うと、春菜は顔を真まっ赤かにして布団をぼふぼふと叩たたいた。舞まったほこりが窓から射さし込む光を受けて白く輝かがやいた。

「そ、それくらい自分でできますよ！　いつもそうしてるじゃないですかっ」

「あ……」

　そうだった。

「どうしました？」

「いや、何でもない。悪かったな」

「はあ……」

　部屋を出る。

　もう春菜は昨日きのうまでの春菜ではないのだ。ウチデノコヅチで大きくなっていた神一郎を頼るという感情はなくなり、元の春菜に戻ったのだ。

　習しゆう慣かんとは恐ろしい。昨日と同じように、どうせ春菜が呼ぶからと思って先に春菜の部屋を訪れてしまった。春菜が自分を頼るのが当たり前だと思っていた。たった数日のことだったというのに。それほどまでに、自分にとってあの日々が濃こかったということだろうか。

　やがて自分で車椅子に座った春菜と周しゆう慈じが起きてきて、リビングに集まった。

「……今日きようは何かお祝いですか？」

　テーブルの上の料理を見て、春菜はそう言った。

「いや別に。何か時間あったから作った」

「そうなんですか……。じゃあ、いただきます」

　神一郎も椅子に座り、朝ご飯を食べた。とても腹が減っているのだが、傷が痛くてそのせいで食欲が思ったより出てこない。まさか、食べた物が傷口から出てきたりしないよな。

　隣となりの春菜を盗み見る。この春菜は食べさせてくださいなんて言わない。いたって普通の春菜だ。ああ、普通万歳。

「そうだ周慈。美み琴こと、大丈夫そうだったぞ。ハンバーグ全部食べてた」

「あ、えっと、よかったです」

　周慈は控えめに返事をしたが、顔は嬉うれしそうだった。

「なかなかやるじゃねえか。何言ったんだよ」

「え、別に僕は……。ただ、また稽けい古こつけてくださいって……」

「ほう。師し匠しよう思いだな、お前は」

　また、この庭で二人ふたりの特訓が始まるのだ。でも美琴、あんまりセクハラはするなよな。周慈は思春期なんだから。

　案あんの定じよう、朝食は半分くらい残って、神しん一いち郎ろうはそれにラップをかけて冷れい蔵ぞう庫こに放り込んだ。

　水筒に紅こう茶ちやを入れていると、制服に着替えた春はる菜ながキッチンに入ってきた。足に目をやると、ちゃんと靴下を履はいていた。

「神一郎さん、ちょっと訊きいてもいいですか？」

「何だ？」

「私、三日くらい神一郎さんと話した記き憶おくがないんです。他ほかのことは覚えているんですけど、神一郎さんがいたはずの部分の記憶が曖あい昧まいで……」

　春菜は不安そうだった。

　やはり、記憶は消えたか。神一郎を頼っていた時の記憶だけ、すっぽりと。靴下を履かせてやったり、学校まで送っていったり。そして小さな公園で話した、春菜の三年間のこと、家族のこと。

　忘れてしまった方がいいと思った。すべて覚えていたら、春菜はきっと恥はずかしすぎて死んでしまう。顔を真まっ赤かにしたままポックリいってしまう。

　まあ、靴下やら何やらはともかく、春菜から聞いた本当の気持ちは、ちゃんと神一郎が覚えている。それでいいのだ。

「そういうこともあるさ。いつものことすぎて覚えてないんじゃねえの？」

「いつものこと……ですか」

「そ。いつものこと。ほら、弁当」

　弁当を渡すと、春菜は「いつものことですよね」と、どこか嬉うれしそうに受け取った。

　玄関で二人ふたりを見送ると、どっと疲れと睡すい魔まが襲おそってきた。もう抗あらがう理由はどこにもない。寝てしまおう。

　二階の部へ屋やに行くと、神一郎は死んだように眠ったのだった。







　神一郎が起きたのは午後三時をすぎた頃ころで、一階のリビングでは美み琴ことがドラマの再放送をつまらなそうに観みていた。飲み物を求めてキッチンにいくと、冷蔵庫に入れてあった朝ご飯の残りが全部食べられていた。三人分はあったはずだが。

「ごっちー」

「おう」

　食べるだけ食べて片づけをしていないのが美琴らしい。そもそも美琴に片づけなど望んでいない。神一郎はコップにそそいだ麦茶を飲みほすと、スポンジに洗剤を垂たらして泡立てた。

　片づけが終わって、それからスーパーに行けばちょうどタイムセールに間に合う。今夜はどうしようか。そうだ、昨日きのう無理やりハンバーグに変えたから、鮭さけが残ってるんだ。鮭は焼けばいいとして、それだけでは寂さびしい。八はつ宝ぽう菜さいでも作ってみるか。

「傷は？」

　美み琴ことは冷れい蔵ぞう庫こから牛乳を取り出し、パックにそのまま口をつけて飲んだ。

「普通。動くと痛いけど」

「そっか。春はる菜なちゃんは戻った？」

「ああ。これでいつも通りだ」

　気づけば美琴は白い髭ひげをつけたまま、神しん一いち郎ろうの顔を覗のぞき込んでいた。そのにやっと笑いは、さっきまで軽くヘコんでいた奴やつとは思えない。

「春菜ちゃんに頼ってもらえなくなって寂しい？」

「まさか。これで晴れて自由の身だ」

　間違えて春菜の部へ屋やに行ってしまったけど。そんなこと、死んでも美琴には言えない。

「ふーん。ま、そーゆーことにしといてあげる」

　引っかかる言い方だ。美琴は白髭を舌で舐なめとって、神一郎から顔を離はなした。

「よし、周しゆう慈じの特訓メニューでも考えようかなー」

　神一郎は食器をすすいで、ふきんで拭ふくと食器棚に戻した。最後に水まわりをきれいにして、手を洗った。

「俺おれ、スーパー行ってくるから。留る守すよろしく」

「はいはーい」

　そう言って、美琴はソファに寝転んだ。

　ジャケットを羽は織おって外に出ると、とてもいい天気だった。雲なんてどこにも見えなくて、風もない。紙かみ飛ひ行こう機きを飛ばしたら、どこまでも飛んでいってしまいそうな陽気だった。

　商店街は神一郎と同じく夕飯の買い物をしにきた人たちで賑にぎわっていた。中でも元気がいいのは魚さかな屋やのおじさんで、声を張り上げて今日きようのお勧めをアピールしていた。

　その中に、見み慣なれた顔があった。

「春菜」

「あ、神一郎さん」

「ど、どうもです。神一郎さん」

　春菜は沙さ紀きに車くるま椅い子すを押されていて、沙紀は神一郎を見ると何な故ぜか敬礼をした。どうやら、沙紀の中で神一郎は変なポジションに置かれたらしい。

「周慈は？」

「友達と遊びに行くって……。だから、沙紀ちゃんに押してきてもらいました」

「お安いご用だよ。ところで神一郎さん、春菜ったら昨日きのうのこと覚えてないって言うんですよ。駆かけ落ちなんてしてませんって」

　駆け落ちははじめからしていない。しかし、クラスにはそうやって伝わったみたいだった。

「沙さ紀き、世の中にはな、不可解なことってのはたくさんあるんだ。春はる菜なが変だなんて、それらと比べたらたいしたことないだろ？」

「……そう言われればそんな気もしてきました！」

　もしかしたら、こいつは美み琴ことよりも頭が残念なのかもしれない。

　神しん一いち郎ろうは沙紀から車くるま椅い子すの操そう縦じゆう権けんをもらった。

「ありがとう、沙紀ちゃん」

「俺おれからも礼を言うよ。ありがとな」

「いえいえ。神一郎さんも、また学校に遊びにきてください。待ってます」

　沙紀は駆かけ足あしで去っていった。そう簡かん単たんに学校に出入りしていいものだろうか。いや、ダメだろう。

　聞けば、沙紀の家はこっちとは逆の方向なのだそうだ。

「いい奴やつじゃん」

「はい。小学校の時からの親友です」

　春菜は振り返って笑え顔がおを見せた。

　車椅子を押して、スーパーに入る。青果コーナーから順に回っていき、八はつ宝ぽう菜さいの材料をかごに入れた。デザートには梨なし、あと美琴用のコーラとスナック菓子。冷凍食品の棚に用はない。神一郎が弁当を作るようになってから、藤とう堂どう家けの冷凍庫から冷凍食品が消えたのだ。

「お前は何か食いたいのあるか？」

「えっと、じゃあロールケーキで」

　ロールケーキをかごに放り込む。この近所で藤堂姉弟は有名で、店内を回っている間にも、春菜は何人かのおばさんに挨あい拶さつをしていた。

　会計を済ませると、春菜は袋を膝ひざの上に乗せた。鞄かばんもあるし、持つと言ったけど、「いつもこうしてますから」と譲ゆずってくれなかった。

　途中、肉屋の前を通ると、いつも話しかけてくるおばちゃんがいつも通りに話しかけてきた。しかし、残念ながら今日きようは肉屋に用がない。それでも無視するわけにもいかず、立ち止まる。

「こんにちは」

　春菜は律りち儀ぎに頭を下げた。

「はいこんにちは。今日は春菜ちゃんと一いつ緒しよなんだね」

「そこで会ってな」

「私はてっきり毎日迎えにいってあげてるのかと思ったよ。優やさしい旦だん那な様だからねえ」

「だ、旦那様って……」

「うるせえ。かわいい孫が無邪気に振り回したガラガラに当たって死ね」

「それ複ふく雑ざつ！」

　肉屋を通り過ぎ、八や百お屋やのおっちゃんを軽くあしらい、商店街を出た。さっきまでの青空はほんのりと橙だいだい色いろに染まってきていて、「アオレンジ」という言葉があったら便利だなあと唐とう突とつに思った。

「商店街の皆さんと、仲いいですね」

「まあな。いつもあんな感じだ」

　そこで春はる菜なは、少しだけ声を小さくして。

「いつも……。そう、いつもなんですよね」

「そうだ。いつもだ」

　商店街に行って、何か買って、その場で立ち話をして、安くしてもらったりして、春菜のことで冷やかされたりして。

　買ってきたものを料理して、食べて、テレビを観みて、観たい番組の時間が重なったらジャンケンで決めて、負けたけど観てみたら結構おもしろかったりして。

　そんな毎日を、繰くり返す。それが、いつもということ。

「……そんないつもを、いつまでもって思うのは、贅ぜい沢たくでしょうか」

　二人ふたりを駆かけ足あしの小学生たちが追い抜いていった。風が起きて、春菜の髪をかすかに散らした。

「いや、いたって庶民的だろ。どこも贅沢じゃねえよ」

　春菜がそれを願ねがう権利は、いくらだってあるのだから。

「そう、ですね」

「そうだよ」

　それからしばらく会話はなかった。神しん一いち郎ろうから見える春菜のつむじからは、春菜が何を考えているかなんてわからない。

　やがて、藤とう堂どう家けへの最後の角が見えてきたところで、神一郎は口を開いた。

「なあ春菜」

「はい」

「もっと、頼っていいんだぞ」

「え？」

　予期せぬ言葉に振り向いた春菜は、驚おどろきと戸と惑まどいが六対三くらいの顔をしていた。あとの一つは何かわからなかった。

「お前さ、やっぱ遠えん慮りよしてるだろ？　俺おれらに。気にしなくていいから。同じ家に住んでる奴やつを頼るのは普通だから」

「でも……」

「俺らは知り合いでも友達でもないし。その……アレじゃん」

「アレ」は言えずにアレになった。やっぱり、あの時みたいにはっきりとは言えない。でも、伝わっていると思った。

　角の前で、自然と足が止まった。

「アレって、アレですか？」

「そうだ。アレだ」

　春はる菜なはその言葉を言って欲しそうだった。でも、やっぱり言えなかった。だから笑ってごまかした。

　春菜は神しん一いち郎ろうから視し線せんを逸そらし、前を向いた。うつむいて、震ふるえる声を紡つむぎ出す。

「ありがとう……ございます」

　誰だれか一人ひとりでも自分を頼ってくれている。それが原動力になる。

　そんな言葉、恥はずかしくて声に出せるのはあの人くらいだ。でも、とても大切な言葉なんだと思う。

　前は、あの人に頼って欲しかった。何でも一人で背負い込む人だったから。でも今は、違う人に、違う形で頼って欲しい。そう思っている。

「神一郎さん、そこ……右に曲がってください」

「は？　家は左だぞ」

「ちょっとだけ、遠回りしましょう」

　涙の跡を必死に隠かくして、笑って、そう春菜は言った。「泣いてやんの」なんて、からかえるはずもない。

　その日の藤とう堂どう家けの夕ご飯は、十五分だけ遅れた。







「うん、美お味いしい。おかわり！」

「自分でよそえ。アホか」

「何さ、あんたが一番炊すい飯はん器きに近いじゃん。あ、マッチ棒動かして三角形を四つ作れだって。マッチある？　っていうか箸はしでいいや。みんな、箸貸して」

「あ、はい。どうぞ」

「渡さなくていいぞ周しゆう慈じ。お前が飯食えなくなるだろうが」

「えー。こんなの頭の中じゃわかんないじゃん」

「あの……私わかっちゃいました」

「え？　噓うそ？　春菜ちゃんって天才なの？」

「俺おれもわかった」

「えっと、僕も……」

「……マジ？　何なの藤堂家!?　ってか私落ちこぼれてるし」

「ほら、ＣＭ入ったぞ。その間に考えろ」

「ヒントはですね……」

「まあ待て春菜。すぐにヒントをあげたら、こいつは一生ダメなままだ。これからずっと、そうやって人にすがりながら生きていくことになる」

「話でかくない!?　ねえヒント、ヒントぉ……」







　やっぱり、どんなご飯も笑いながら食べるのが一番美お味いしいのだ。

　食卓を、家族全員で囲みながら。
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　コインリョウ討とう伐ばつから数日が経たち、神しん一いち郎ろうはキッチンで米を研といでいた。ちなみに美み琴ことは二階で昼寝をしている。

　今日きようは豚肉の生しよう姜が焼やきにする予定だったのに。魚さかな屋やのおっちゃんに呼び止められたのが失敗だった。安くするからと言われ、結局アジを買ってしまった。いや、実際かなり安くなったのだから文句はないのだが。

　洗い終わった米を炊すい飯はん器きにセットすると、「ただいま」の声と共に春はる菜なと周しゆう慈じが帰ってきた。

「おかえり。今日はアジだかんな」

　二人ふたりが帰ってきて一番にすることは、弁べん当とう箱ばこをキッチンに持ってきて洗うことである。その他ほかの食器の後片付けは神一郎の仕事なのだが、不ふ思し議ぎと弁当箱だけは本人たちが洗うという習しゆう慣かんになっている。

「周慈、美琴は寝てるから、特訓するなら起こしてきな」

「はい。わかりました」

　洗った弁当箱をふきんで拭ふいて、周慈は二階に上がっていった。美琴、ちゃんとズボンはいて寝ていればいいけど。

　神一郎は、まだ春菜が一言も発していないことに気がついた。決まっている、こんな時は機き嫌げんが悪いのだ。春菜は淡々と弁当箱を洗い終え、次に水筒を取り出した。

「……出てきたんですよ」

　そこでやっと春菜は口を開いた。

「オバケか？」

「いえ、ワカメです」

「ワカメのオバケか」

「いえ、ワカメです」

「どこから？」

「水筒からですよっ！」

　音をたてて春菜は水筒を流し台の上に置いた。

　そう、今日の春菜の水筒の中身はワカメの味み噌そ汁しるである。この前のミネストローネで反省したと思ったら大間違いだ。数日の間を置いて、油ゆ断だんしたところで味噌汁を仕込む。完かん璧ぺきな作戦だった。

　いや、ヒントはあった。いつも朝ご飯の時に出る味噌汁が今け朝さはなかった。それこそが、昼食に味噌汁が出るという布ふ石せきだったのだ。もちろん、味噌汁に合わせて弁当は和風にしてある。

「ははっ。俺おれの勝ちだな」

「別に勝負してたわけじゃないですけど……」

　春菜は怒っているというより呆あきれているようだった。

「まあ、たまにはいいだろ？　もしかしたらクラスで流は行やるかもしれんぞ」

「……実は今日きよう、沙さ紀きちゃんも味み噌そ汁しるを持ってきてたんです。『春はる菜ながミネストローネだから、私は味噌汁持ってきちゃった』って」

　かぶっていた。沙紀め、侮あなどれん。

「マジかよ！　なんかすっげー悔くやしい！　春菜、明日あしたはシチューいくぞシチュー」

「そんなところで張り合わないでくださいよ。もう」

　大きく息をついて、春菜は部へ屋やに行ってしまった。神しん一いち郎ろうはしばらく水筒と向き合い、「仕方ない、紅こう茶ちやにしてやるよ」と、ふたを開けて中をすすいだ。

　と、周しゆう慈じがおりてきた。顔が赤い。

「よう、あいつズボンはいてたか？」

「……はいてませんでした」

　ああ、やっぱり。そろそろ季節的に風か邪ぜひくぞ。







　その夜、夕食の片付けを終えた神一郎が風ふ呂ろに入ろうと脱衣所で包帯をほどいていると、何の確かく認にんもなしに美み琴ことが入ってきた。とっさに包帯をほどく手を止める。

「おわっと！　まさかのお風呂ハプニング」

「普通は逆だけどな」

　ちなみに、春菜と周慈を巻き込んだこういうハプニングは今のところ起きていない。寝ぼけた美琴が下をはかずにパンツ一枚で部屋から出てくるなんてのは、もはやハプニングに数えていないし。

「傷治った？」

「ああ。もう包帯もいらんだろ。わかったら出てけ」

「はいはーい」

　美琴が出ていくと、神一郎は包帯をほどいた。そこには、まだ傷がしっかりと残っていた。触れると痛みがある。

　何な故ぜだ。傷の治りが遅い。











美「作者の友人は一巻を読んで言いました。『こういう、キャラが出てくるあとがきってどうなのよ』と。しかし、そんなこと知ったこっちゃありません。今日きようも元気に『カミガカリ一問一答』の時間です」

神「まあ、一巻でやったんだから、今さらやめるわけにもいかんよな」

美「それでは質問をどうぞ！」

神「『足は大丈夫ですか？』だとさ」

美「これはアレですね。山やま手のて線せんを徒歩で一周しようという企画に参加した作者が、半日以上かけて歩いた結果、靭じん帯たいを損傷したという話ですね。もう治ったんでご安心を」

神「しかも、完歩したと思いきや、途中でへたれて池いけ袋ぶくろ～原はら宿じゆくの間は電車使ったしな。どんだけ弱いんだよ作者の足」

美「皆さん、歩く時はちゃんとスニーカーを用意しましょう。適度な休きゆう憩けいと水分補給を忘れずに。では次」

神「おう。『二月十四日は何の日ですか？』だそうだ」

美「闇やみ鍋なべの日です」

神「……あれは悲ひ劇げきだったよな」

美「具がわからないように豆とう乳にゆうで煮に込こんだけど、フルーツ系は極悪でしたね。作者はキウイを口に含んで地獄を見ました」

神「サラダ巻き入れたら崩くずれちまったし。バレンタインだからってチョコ入れたら、溶けて鍋が茶ちや色いろになっちまったもんな」

美「食べられない物も入れるしねー。変な人形とか」

神「入れたのは作者だけどな」

美「その後の普通の鍋が異常に美お味いしかったもんね。闇鍋っていうのは、普通の鍋の美味しさを倍増させるための余よ興きようって感じでした」

神「あ、それとカレー鍋はオススメだ。この前食ったら美う味まかった」

美「さて、そろそろ締しめようかね。もう表紙のことについてツッコんでも仕方ない気がしてきたし」

神「そうだな。俺おれも何言ってももう無理な気がしてきたところだ」

美「…………」

神「…………」

美「……飲もうか？」

神「だな。何にする？」

美「じゃあ私、カルピスの水割り」

神「それ普通のカルピスだから」






　こんにちは。高たか遠とお豹ひよう介すけです。一巻を出させていただいただけでもありがたいというのに、二巻まで出すことができました。まだまだ勉強中の身ではありますが、楽しく読んでいただけたでしょうか。




　私が小説を初めて書いたのは高校一年の頃ころです。記念すべき第一作は、当時好きだったマンガの二次創作でした。サブキャラクターを主人公にして、短い話を書きました。それはまだパソコンに残っているわけですが、怖くて見ることができません。

　……思い切って、今ちょっとだけ覗のぞいてみました。五行でノックアウトです。誰だれかに読まれたわけではないのに、どうしてこんなに恥ずかしいのでしょうか。

　怖いですね、昔の自分っていうのは。しかし、昔の作品というのは自分の成長の過程でもあるので、消さずに残しておこうと思います。何かの間違いで、ネットとかに流れてしまいませんように……。それにしても、文章が今とあんまり変わらないように思えるのは気のせいだろうか……。一周まわって戻ってきたとか。はは。まさか。




　以下、謝しや辞じになります。

　神話などをベースとして使っている割に勉強不足の私に、資料本を買ってくれた文芸部のみんな、活用させていただきます。数々のアドバイスの他ほかに、参考資料まで作ってくださった担当様、ありがとうございます。一巻同様、素す敵てきなイラストを描いてくださった油ゆ谷たに様、これからもよろしくお願いします。

　そして、一巻に続きお付き合いくださった読者の皆様に感謝を。

　機き会かいがあれば、またお会いしましょう。





高遠豹介　　
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高たか遠とお豹ひょう介すけ

大学の文芸部に所属し、部員のみんなに迷惑をかけ続けた挙句に部長となる。そして「部長の仕事は何かあった時に責任を取ることだ」と言い張り、具体的な仕事は何一つせずに任期を終えた。趣味はテニス。ラケットはずっとプリンスを愛用。
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油ゆ谷たに秀ひで和かず

関西在住。紆余曲折を経ていつの間にやらイラストの世界へと迷い込む。暑さには強いが寒さに弱く、紅茶が無いと仕事が出来ないという変な性質を持つ。
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